


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　ぷろろーぐ　愛あいの独ひとり言ごと









　ああ、はい……わかってます、天使様。

　そんなに大きな声を頭の中で出さなくたって、今、起きますってば……ふわ……でも、土曜日くらい、少し寝坊させてくれてもいいじゃないですか。

　え？　おまえの使命を忘れたか？

　って……はふ……もちろん、憶おぼえてますよ？

　はい、今、起きます。

　よっこいしょ。

　では、こほん──そう！　わたしの使命は、光ひかる君を《堕落ダウンフオール》から救うこと！

　光君があの悪あく魔まの手先の女の子たちに《堕落ダウンフオール》させられたら、今は人間（ＨＵＭＡＮ）の光君は、悪魔（ＤＥＶＩＬ）になっちゃうから、それを阻そ止しして天使（ＡＮＧＥＬ）に戻す！

　……ですよね？

　え？　わかってるなら早くしろ？　とっとと押し倒して契ちぎってしまえ──って！

　朝からなんてことを言うんですか！

　ち、ち、ち──今の言葉に直せば《せっくす》──って！　そんなの、言われなくてもわかってます！

　だ、だ、だけど天使様！

　わかってます!?　何度も言ってますけど、わたしも光君もまだ一四歳なんですよ!?

　千ち代よ神がみ中学の二年生！　ち・ゅ・う・に！

　……これって、捕つかまったりしません？

　は？　人の作った法など知らぬ？　我われは大天使《ラファエル》──って、今さら改めて名乗らなくても知ってます！

　はいはい、これから光君の様子を、ちゃんと見に行きますよ。

　光君のためだもん。

　行きますから──それを、ストーキングって言うなあっ!!

　……くすん。




　　　　☆




　──しかしだな。

　耳にではなく、頭の中に直接聞こえた大天使《ラファエル》の声に、塀へいの向こうから歩道に大きくせりだした枝の下、その木陰で、白しら鳥とり愛あいは意識を傾けた。

　この奇妙な感覚にも、すっかり慣れた。

　こちらも口に出して返事をする必要がないのは、内緒話にはいい。特に、こうしてこっそりと様子を窺うかがっているときには。

　ここは、今は入り口の大門も閉め切られた廃はい教きよう会かいに面した裏通りである。人通りがほとんどなく、見張りには適している。虫さえ出なければ、だが。

（なんですか？）

　木陰にいつつも、なるべく塀からは離れて、愛は訊きき返した。以前、蔦つたの間からゴキブリが飛びだしてくる、という最悪の恐怖を味わったことがあるのだ。

　──普通、夏休みといえば人間は開放的になり、みだらに肌を重ねあうのだろう？

　まるで脈みやく絡らくもなく飛びだした、肌を重ねあう、という表現にその様子を想像してしまい、愛は手にしていたパックのジュースを握にぎりつぶしてしまった。

　ぴゅう、と濃のう縮しゆく還かん元げんの果か汁じゆうが飛びだして、歩道を湿らせたが、すぐに端はしから乾いていく。

（ななな、なんですか急にっ!?）

　──うむ。この間、学校でそうした話をしていただろう？　それを思いだしてな。

　う、と愛は声を詰まらせた。

　確かに先週の登校日、友人が持ってきたティーン誌の特集を読んで、そういう話をしたことがあったのは事実だ。

　本の表紙には、

『この夏、彼と素敵な初体験を迎えるには？』

『大胆ファッションで彼を誘さそっちゃえ！』

『誘ゆう惑わくメイクでナチュラルキスを体験しよう』

『彼をがっかりさせない下着選び』

　などという見出しが並び、さらに読者の体験談なども載っていて、読んでいくと、自分たちが取り残されているような、おかしな焦あせりに突き動かされる。

（ぬ、盗み聞きしてたんですかっ!?）

　──失礼なことを言うな。聞こえてしまっただけだ。

　憮ぶ然ぜんとした声が頭に響いた。

　噓うそではあるまい。

　確かに天使は、チャンネルを開いていれば、愛の見たもの聞いたもの、感じたものをそのまま追体験することができる。そして、開いているか閉じているかは、愛にはわからない。

　──あの書物では、夏は少女を大胆にする、とあったが……おまえは変わらんなあ。

　天使はため息をついた。

　──もう少し、こう、なんだ。胸元を開けるとか、スカートを短くするとか、努力をしたらどうなんだ？

（ほほほっといてくださいっ！）

　愛あいは、開いてもいないワンピースの襟えり元もとをつかんだ。

（だいたい、天使様が《罪シン》を煽あおるようなことを言っていいんですかっ!?）

　──ならばとっとと神かみ代しろ光ひかると契ちぎってみせろ。

（みみみ見せろっ!?　天使様のエッチ!!　そんなとこを見ようだなんて──）

　──意味が違ーうっ!!

　もし天使が後ろにいたら、思い切り後頭部を叩たたかれていたかもしれない。幻げん聴ちようであろうが、スパーン、という音がした。

　──ったく……む、車だ。

（え）

　轟とどろくような、明らかに普通の車とは違うエンジン音がし、愛は咄とつ嗟さに電柱の陰に隠れようとしたが、振り返った瞬間に、柱に側頭部をしたたか打ちつけてしまい、ぐわんぐわんと頭の中で教会の鐘が鳴った。

「うう……」

　じわりと涙が浮かんで視界がぼやける。それでも、痛みを我が慢まんして、ほとんど電柱にしがみつくようにして身を隠した。

　ロングヘアを留とめているカチューシャの位置を直しながら、打った部分に触れるとずきずきした。きっとまた、たんこぶだ。

　愛は、涙を手の甲で擦こすって落とし、こっそりと家の前の様子を窺うかがった。

　──リムジンだ。

　ラファエルは、天使のくせに俗ぞく世せのことにやたらと詳しい。

　愛も何度か見かけたことのある、その黒くろ塗ぬりの車は、蔦つたの絡からまる塀へいに横付けして静かに停車した。

　パッと見、そこには出入り口などないように思えるが、実は蔦を搔かき分ければそこに、まるで隠してあるかのように扉があるのだ。

　かちり、と後ろのトランクが開き、運転席から、車と合わせたような黒ずくめの男が降りてきて中から段ボール箱を運びだすと、無用心にもそのまま教会の中へと消えた。

　──どうやら神代光は、娘たちと出掛けるらしいな。

　天使は言い切った。

（どうしてわかるんですか？）

　──男の唇くちびるの動きを読んだ。『こいつでも、八人は狭そうだよな』、そう言っていた。

（あ、なるほど）

　愛あいは納なつ得とくした。

　光ひかるは、彼を堕だ落らくさせようと企たくらむ七人の少女たちと同居をしている。八人は、少女たちと光を合わせた数と同じだ。こんな偶然があるわけがない。

　──よし、あとをつけるぞ。

（えっ、ど、どうやってです？　わたし、タクシー使えるほどお金持ってないですよ？）

　──誰だれがタクシーを使えといった。神かみ代しろ光はあの車に乗る。そしてトランクは開いている。となれば、とるべき行動はひとつ。今の内にトランクに潜ひそみ、共に行くのだ！

　びしぃ、と天使がリムジンを指差したような気が、愛はした。

（だ、大だい丈じよう夫ぶかなあ……）

　今日きようはかなり暑くなる、と天気予報で言っていた。トランクの中に入ったことなどないが、かなり危険なのではないだろうか。

　──神代光がどうなってもいいのか？

　背中を突き飛ばすように、天使が言う。

（い、いいわけないじゃないですか）

　──ならば躊躇ためらうな。連中は業ごうを煮やして、無理やり神代光に《七つの大たい罪ざい》を犯させるつもりかもしれんぞ。そうなれば……奴やつとは二度と逢あえまい！

　ががーん！

　その言葉は稲いな妻ずまのように愛を打った。

『助けてー、白しら鳥とりさーん！』

　光がつぶらな瞳ひとみに涙を浮かべて、助けを求めている姿が浮かぶ。

　愛は彼を抱き締めようと手を伸ばすが、

『ホーッホッホッホッ！　さあ、こちらへ来るのですわっ、神代光!!』

　七つの影がその後ろに立ち上がり、光をつかんで空中へと飛び上がり、たちまち遠くなってしまい──星になってしまった。

（ひ、光くぅん……）

　自分の想像に思わず涙ぐんでしまい、愛は鼻を啜すすった。

　──嫌いやだろう？

　天使が優しく囁ささやき、愛はこくりと頷うなずいた。

　──では、行け。

　もう一度頷き、愛は腰を低くして足を虫のようにかさこそと動かしながらリムジンに近づくと、トランクの中に入った。

　中は埃ほこり臭くさく、そして、うだるほど蒸し暑く、不安が頭をもたげたが、光のために我が慢まん、と自分に言い聞かせた。

　フックの部分をつかんで静かに引き下ろす。だが、完全には閉めない。もし、到着した先で開けてもらえなかったら……怖すぎる。

「──それにしても暑いですわね！」

　隙すき間まから差し込む光りだけをよりどころに息を殺して待っていると、そう声が聞こえて、愛あいは体を硬くした。それは、いつも変態チックな姿の大男の肩の上に座って、高たか飛び車しやな物言いをする少女──明あけ星ほし獅しぃ子この声だった。

「これだから、日本の夏は嫌いやなんですわ」

　すると、あはは、と少年の笑い声が聞こえて、愛はどきりとした。

（光ひかる君！）

　であったからだ。

「けど、明星さん。夏は楽しいことが沢たく山さんありますよ？　お祭りとか、えっと……花火とか」

「おう！　海水浴とか、山登りとか、トライアスロンとかもいいよな！」

「もう、久く美みちゃん！」

　光に続けて運動的なことをずらりと並べてあげたのは、愛ともクラスメートの田た名な網あみ久美、それをたしなめるような声を出したのは、やはりクラスメートの那な賀が花はな美み巳みだ。

　なんだよ、と久美はわかっていない様子だったが、獅ぃ子は足が悪く、歩くこともできないのだ。だが、獅ぃ子は気にした様子もなく高らかに笑った。

「ほほほほ！　いかにもおサルらしい発想ですわね！　汗だくになって陽ひに焼けるなど、こちらから願い下げですわ！──いいから早くお乗りなさいな！　それとも走ってついてきます？」

「オレをおサルっていうんじゃねえ！……ったく」

　そう言いながら、久美は車に乗り込んだ様子だった。

　次に乗ったのは美巳だろう。ぐらり、と車体が傾いたことでもわかる。彼女は、ぽっちゃりさんなのだ。と──

（ああっ！）

　不意に、ばたん、とトランクが完全に閉められ、辺りが真っ暗になって、愛は慌あわてた。

「何してるの～、巳み和わちゃん？」

　甘ったるい、少女たちの中では一七歳と一番年上の牧もく鷹おう羊よう子この声が鋼こう板ばん越ごしに聞こえ、

「……トランク、開いてたから閉めました……」

　と、こちらは最年少の一三歳の宇う美み野の巳和の声がした。

「おー、偉いなあ」

　と言った声は、めったに学校に出てこない、男装がよく似に合あう同級生の荒あら縁ぶち棕しゆ櫚ろ、そして、

「走行中に開いたりしたら大変です。よく気が付いてくれました」

　どこか落ち着いてそう付け加えたのは、ポニーテールに眼鏡めがねにスーツ、という、鏡かがみ倉くら子ことかいう少女だ。




（ば、馬ば鹿かーっ！　よ、よけいなことをーっ!!）

　愛あいは慌あわててトランクに手を掛けたが、がっちりと鍵かぎがかかってしまっているのか、びくともしなかった。

　軽い振動が伝わってきて、車は走りだしたのがわかった。

　すぐに、下からは排気、上からは陽ひ射ざしの、熱のサンドイッチで、トランクの中の温度はぐんぐんと上昇していく。

　暑さと不安で汗が噴ふき出だし、服も下着もぐっしょりと濡ぬれて肌に張りついた。
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（どどどどどどどどどどどどどどどどどうしようっっっっ!?）

　──慌てるな、白しら鳥とり愛。

　姿が見えたなら、きっと後ご光こうが差していただろう。

（て、天使様っ、何かいい考えが!?）

　微笑さえ、見えた気がした。が──

　──いや。ない。

（ええええっ!?）

　──だが、なんとかなる。なにしろおまえには、この大天使アークエンジエルがついているのだからな。

　根拠のない自信だけをみなぎらせてそう言うと、天使は、愛にだけ聞こえる声で、高らかに笑い、そのボルテージとは逆に、愛の不安は深くなった。




「で？」

　クーラーの効いた車内で、コーラのペットボトルを久く美みは指で弾はじいた。しゅわ、と細かな泡あわがボトルの中で立つ。

「なんでオレたちが、貴重な休みにわざわざおまえに付き合わなくちゃならねーんだよ」

　吊つり目がちな猫を思わせる目で、向かいの席から睨にらむように見つめてくる。

《七つの大たい罪ざい》のひとつである《憤怒ラース》の《罪人シナー》らしく、怒りが滲にじんでおり、リムジンの揺ゆれに合わせて赤毛のベリーショートの髪が揺れた。

　小柄で筋肉質な均きん整せいの取れた体を包むのは、ぴったりしたＴシャツと短パン。足はサンダル履ばきである。

「何か不都合でもあって？──宿題は別にして」

　先手を取って、獅しぃ子こは《高こう慢まん》に言った。それが彼女の《罪シン》だ。

　久美がお盆前に夏休みの宿題を終わらせていることなど、ありえそうにもなかった。どうせ光ひかるのやったのを写させてもらおうとか考えているに違いない。

　案あんの定じよう、久美は言葉に詰まった。

「い、いろいろあるんだよっ」

　急に具体性がなくなり、しどろもどろになる。

　獅ぃ子ははっきりと高たか飛び車しやに見み下くだして鼻を鳴らすと、ツインテールにしたブロンドの髪を払った。房が隣に座っている光の、年に比べると童顔で人の良さそうな顔を撫なでる。

「本当は暇ひまなんでしょう？　だったら付き合いなさいな。そんなにたいしたことじゃありませんわ。少しだけ、わたくしの仕事を手伝ってくださればよいの」

「だから、なんでオレたちが──」

「そんなの決まっているでしょう？　わたくしが支払っている、あの廃はい教きよう会かいの公共料金のあなたたちの負担分を返してもらうためですわ」

　久美が、はあ？　という表情になる。

　彼女ばかりではない。六人の少女たち、それに光もわかっていない様子だった。

　獅ぃ子は、後部シートをぐるりと見回した。

「よろしくて？　あなたたちはそれぞれ自分の生活費は自分で支払っていると思っているかもしれませんけれど、それは大きな間違いですわ。共用部分──たとえば食堂や風ふ呂ろ場ばなどの電気、ガス、水道料金は、あなたたちには請求されない。すべて、わたくしが払っているのです。たった一日、わたくしに付き合うだけで、それを棒引きにしようというんですわ。嫌いやだというのなら、八等分した正規の料金を支払ってもらいますわよ？」

　白いパンツに赤いジャケットという、乗馬服の胸のポケットから、獅ぃ子は請求書を取りだして、皆に見せた。

　久く美みの目が見開かれる。

　世界でも有数の複合企業である《ヴィーナス・グループ》の総そう帥すいの一人娘で、一六歳にして複数の会社のオーナーを務めている獅しぃ子こにはたいした額ではないが、親の仕送りもなく、キャットファイト（ちょっときわどい女子プロレスみたいなもの）で生活を成り立たせている久美には、衝しよう撃げき的てきな金額のはずだ。

「別に、人体実験をさせろというのではありませんわ」

　獅ぃ子は紙を畳たたんでポケットに戻した。

「この秋から展開する、うちの、ある商品に関して。ちょっとしたアンケートに答えてほしいだけですわ」

「で？　なんだよ、その商品って」

　久美の質問に、獅ぃ子はちらりと光ひかるを見て、思わせぶりに微笑ほほえんだ。

「ふふふ……行けばわかりますわ」




　　　　☆




　──ごいん！

　耳一杯に、これまでに聞いたことのないような大きな金属的な音が響き、

「うおうっ……！」

　とても自分の声とは思えないような声を漏もらし、愛あいは頭を押さえて、みー、と唸うなりながら暗くら闇やみの中で手足を縮めてプルプルと震ふるえた。

　痛い。

　とても痛い。

「ううう～」

　──いきなり起き上がるからそういうことになるのだ。

　呆あきれたような天使の声が頭の中に響いた。

　──目を覚ましたなら、とっとと行くぞ。ずいぶんと時間を無駄にした。神かみ代しろ光はあの娘たちにとっくに連れて行かれてしまったぞ。

「そ、そうだ、光くんっ──うおう……！」

　また、ごいん、と音が響いた。

　二度目──いや、電柱にぶつけた分を入れれば、三度目。

　ずきずきとおでこの少し上が痛んだ。

　きっと、とても大きなたんこぶができてしまったはずだ。

（わ、わたし、いったいどうしちゃったんですか……？）

　膝ひざを抱えるようにして頭をさすりながら、涙目で愛は訊きいた。

　どうやらここはまだトランクの中らしい。車独特の臭においと、自分の汗の臭いが入り混じって詰つまっている。

　それでも、気温は随ずい分ぶんと下がっていた。

　服は水浴びをしたみたいにひどく濡ぬれて体に張り付いていたが、汗はもうかいていない。

　──トランクの中の気温が上がりすぎて、気を失っていたのだ。あと少し、車が長く走っていたら、少し危なかったかもしれんな。あっはっはっ。

（笑い事じゃありませんよっ！……いたた）

　息いきんだ瞬しゆん間かんに頭がずきりとして、愛あいは呻うめいた。

『駐車場の車のトランクに少女の死体！　ストーキングの果ての悲劇!?』

　とかいう見出しが新聞（スポーツ紙）の表紙を飾るのが頭に浮かんで、せっかく引っ込んだ汗が再び噴ふき出だしてきそうになる。

（と、とにかく、光ひかる君はここで降りたんですよね？）

　──うむ。

（じゃあ、わたしも急がなくちゃ──あ）

　そう考えて、嫌いやなことを思いだしてしまった。トランクは、出発の前に巳み和わの手によって閉じられてしまったのだ。

　──それならば心配はいらん。トランクは開いている。

（え……どうしてですか？　そんな都つ合ごうのいいことが──）

　──私を誰だれだと思っているのだ？　おまえの幸運を上げることなど容易たやすきこと！　連中が去ったあとで、車を駐車場の定位置に停とめた係の男が、鍵かぎを開けて行ったのだ。トランクの中に入れる荷物を取りに行ったのだろうが、先に鍵を開けて行ったのは、わたしがお前の幸運を操作したからだ。さあ！　男が戻ってくる前にここを出て神かみ代しろ光を追うのだ！

（天使様、すごい）

　──はっはっはっ！……ま、個人の絶対幸福量は変わらんから、結局はあとでツケが回ってくるがな。

（え？　天使様、今何か──）

　──なんでもない！　何も言っていないぞ？　さあ、早くここを出るのだ。

（は、はい）

　愛はトランクの天てん板ばんに手を掛けると、静かに押した。

　軋きしみを立てることもなく開き、ひやりとした空気が流れ込んでくる。

　辺りはしんとして、人の気配はなかった。どうやら地下駐車場らしい。辺りには、あまり車は停まってはおらず、あったとしてもこの車ほど大きくはなかった。

（光君、どっちに行ったのかな……）

　ぐるりと見回すと、近くにエレベーターがあった。階の位置を表す光りがゆっくりと右から左に移動──つまり下がってくる。

　ぼんやりと見ていると、チン、と電子レンジのような音を立てて、エレベーターの階表示は最左端にまで来た。

　──馬ば鹿か者もの、隠れぬか！

　言われ、愛あいは慌あわてて傍そばの柱の陰に隠れた。

　間かん一いつ髪ぱつ。

　エレベーターのドアが開いて、両腕に段ボール箱を抱えた黒ずくめの男が降りてきた。

　こちらにはまったく気付いていない。

　──合図をしたら向こうの柱の陰に移動し、そのあとでエレベーターまで走れ。

（は、はい）

　──……今だ！

　天使の合図で、愛は足音を立てないように気を付けながら、柱の陰から走りでた。

　通路を駆け抜け、向こうの柱の陰に飛び込み、男をやり過ごす。

「ったく……お嬢様は人使いが荒い……」

　そんな不平をこぼしながら、男は愛に気付くことなく行き過ぎた。

　──ＧＯ！

　腰を低くしてこそこそと、しかし急いで、愛はエレベーターを目指した。

　ドアはまだ、開きっぱなしである。

　これも天使のおかげだろうか？

　愛はエレベーターに飛び込むと、素早く操作パネルの陰に隠れて──迷った。

（え、ええと……）

　ずらりと並んだボタンは『Ｂ１』～『10』まである。そのどれを押したらいいのか、まったく見当が付かない。

　──何をしている！　男が戻ってくるぞ！

　ハッとして見れば、エレベーターの中にはまだ、段ボール箱が残っていた。

　だから、ドアが閉まらなかったのだ！

　愛は操作パネルを振り返り、鍵かぎが差し込まれてそれが『開』の方に固定されているのを見つけると、思い切ってそれを『閉』の方へ捻ひねった。

「あっ！　おい、なんだよ！　待て!!」

　慌あわてたような男の声が地下に反響する。

　ガー、と音を立てて閉まるドアがやけにゆっくりに思えた。

（早く早く早く早く）

　愛は何度も『閉』ボタンを押した。

　男の手が届く寸前、ドアは閉まった。震しん動どうと共にエレベーターが動きだす。が──

　──おかしいぞ。

（え、何がですか？）

　──このエレベーター、まだ下に降りているぞ。

　そんな馬ば鹿かな、と思い、愛あいは何気なくつかんだままの鍵を見た。するとそれは『閉』を通り越し、その先の何も表示のないところまで回っていた。

　戻そうと捻ひねったが、今度はびくともしなかった。

　──まさか……地じ獄ごくへの直行エレベーターか!?

　からかう調子ではなくて、天使がそんなことを言う。

　愛は鳥とり肌はだが立った。

（いいいいいいいいいいいい嫌いやなこと言わないでくださいよっ！）

　ぶるっと体を震ふるわせた途と端たん、少し乱暴にエレベーターは止まった。

　エレベーターの中は、嫌な静けさに包まれた。浮かんだ汗が肌を流れる音さえも、聞こえてきそうだ。

　ごくり、と固かた唾ずを吞のんだ。

　まるでそれが合図であったかのように、軽い揺ゆれが起こり、ガー、とドアが開いた。

　目の前に開けた光景に、愛は息を吞んだ。

　天使の言ったことが本当になってしまった、と思った。

　何な故ぜなら──目の前に、悪あく魔まが立っている！

　悲鳴を上げようとした瞬しゆん間かん、獣けもの臭くさい手に口と鼻をふさがれて、愛はなす術すべもなく、エレベーターの外の暗がりへと引きずりだされた……




「オーナー、お電話です」

　送話口を押さえて差しだされたコードレスの内線電話を見て、同じビルの、エレベーターには表示のない階で、これから使う商品の選別を行っていた獅しぃ子こは、手を止めた。

「誰だれから？」

「《下》からです」

　と秘書は答えた。

　誰、と訊きいたのにその答えはおかしいが、けれども獅ぃ子は、ああ、とすぐにわかった。

　何故なら、そこにいるのは《誰》でもないからだ。

　受話器を顎あごに挟はさみ込こんで、再び手を動かしつつ、獅ぃ子は電話の向こうに、

「……なんですの？」

　と訊いた。

「じんにゅーじゃでず」

　ひどい鼻づまりのような声が返る。

　侵しん入にゆう者しや、と言ったのだと理解するのに少しかかった。つまりまた、どこかの馬ば鹿かが忍び込んで、このビルの地下の秘密フロアに気が付いたということだ。

（どうも、セキュリティが甘いですわね）

　すべての業界のブームを作る、と言われている《ヴィーナス・グループ》の新製品の情報をなんとかしてつかもうとする輩やからはあとを絶たたない。

『いががいだじまじょー……ばやぐどめないど、ごーもんをばじめでじまいぞーなんでずが』

　ふがふがと耳みみ障ざわりな声に、獅しぃ子こは眉まゆをしかめた。

「いちいちわたくしに訊きくまでもないでしょう？　いつもの通り。《処理》してしまいなさい」

『……い、いいんでずが……？』

「何が？」

『ぞの……じ、じんにゅーじゃば、おんなのごでずが……』

「女の子？」

　獅ぃ子は首を捻ひねった。別の部屋に待たせてある少女たちが勝手に歩き回って捕つかまったりしたのだろうか？　ありえそうなことだ。

「ちょっと待ちなさい」

　手元のタッチパネルに触れ、部屋の様子を呼びだす。

　カメラを動かして中の様子を確認すると、部屋には光ひかると六人の少女たちが、獅ぃ子が出たときと変わらずそこにいて、勝手気ままに振舞っている。

（では、誰だれが……？）

　誰か社員が子供を連れてきていて、その子が迷い込んだのだろうか？　まずありえないことだが、可能性はゼロではない。託たく児じ室しつと保育所も、ここにはあるのだ。

（もしくは、モニターの誰かがおろかな好奇心に負けたとか……？）

　扱っている商品の性格上、メインターゲットと同年齢のユーザーを呼んでアンケートをとるということは、ここでも当然のように行っている。

「わかりましたわ。すぐに行きますから、尋じん問もんは少し待つように」

『ば、ばい……』

　通話を切り、獅ぃ子は受話器を秘書に押し付けるようにして渡すと、部屋の隅すみに控ひかえていた燕えん尾び服ふく姿で、頭にラバーマスクを着けた大男を振り返った。

「赤せき兎と！　下に行くわよ！」

　大男は、まるでエンジンが始動したように鼻から息を噴ふき出だし、足を踏みだした。

　その一歩は地震のように部屋を揺ゆるがし、主に白が多かったりする《商品たち》を、ふわりと浮き上がらせた。




　　　　☆




「ごのざんぎょうずぱいめっ、よぐもじのびごめだものよ！」

　手に革の手袋をはめ、用途不明のなにやら電球のような形をした金属性の器具を持った、目の部分に穴を開けた革かわ袋ぶくろを頭に被かぶった大男は、くぐもった声で笑った。

　上半身は裸で、ぶかぶかのジーンズをサスペンダーで吊つるしている。

　愛あいは、汗のすえた臭においから、必死に顔を逸そらしたが、Ｘの形をした、錆さびてざらざらする金属の柱にくくりつけられていては、そのくらいしかできることはなかった。

　エレベーターのドアが開いた途と端たんに引きずりだされ、抵抗もむなしく壁も床も天てん井じようもひどく錆びて、赤く染まっている部屋に連れ込まれ、拘こう束そくされたのがほんの数分前。

　愛は何度も、自分は怪しいものではない、と言ったのだが、見るからに怪しい様子の大男は聞く耳をまったく持たなかった。

「うぶぶぶぶ、おんなのずぱいばびざじぶりだあ！　じっぐりどじじょうぢょうじゅじでやるがら、がぐごじろ！　ぶばばばばばば！」

（ひー！）

　目の前で、かっちんかっちん、電球のような形をした器具が開いたり閉じたりする様子に、本能的に愛は怖おぞ気け立だった。表面には赤黒い汚れが付いており、根元の方にはやけに縮れた毛が挟はさまって揺ゆれている。

　──何に使うものか知りたいか？

　こんな状況なのに、天使の声はやけに冷静だった。

　──あれは、拷ごう問もん器具の一種だ。それはそれはおぞましいものでな。使い方を知りたければ詳しく──

（そんなの聞きたくありませんっ！）

　鼻先で、かっちんかっちんと、器具が閉じたり開いたりを繰り返され、愛は後頭部をゴリゴリと柱に擦こすり付けるようにしてなるべくそれから離れた。

（それより、幸運は!?　今ですよ！　今こそ、それを発揮してくださいっ!!）

　──そうしたいのだが……すまん、これは先ほどのトランクの開閉の幸運の揺り戻しゆえ、どうすることもできんのだ。ほら、言うだろう？　禍か福ふくは糾あざなえる縄の如ごとし。

（そんなあっ！）

　諺ことわざに詳しい天使など嫌いやだ。

　愛がうるっと涙目になると、大男は革袋の奥で満足そうに瞳ひとみを細め、げはげはと笑いながら一いつ旦たん、傍そばを離れ、周りと同じように錆びたワゴンのところに行くと、濁にごった鼻歌を歌いながらそこに並べられた、やはり何に使うのかわからない道具を楽しげに物色し始めた。

　ほんの少しだけかもしれないが、命を永ながらえることができたらしいことがわかって、愛は震ふるえながら辺りを見回した。

　──それにしても懐かしい風景だ。

　その目を通じて同じ景色を見ているであろう天使の声がした。

（な、懐かしい？）

　──うむ。中世後期のヨーロッパでよく見られた光景だ。何をどう勘かん違ちがいしたのかは知らんが、肉体的に苦痛を与えれば魔ま女じよがその正体を現すと考えた連中の手で、ありとあらゆる方法が考えだされた。どうやらこの男、拷ごう問もんのプロのようだな。

（ひー！　じ、冗談じゃないですよっ!!　なんとかしてくださいよっ!!）

　──そう言われてもなあ……。

　できないことを頼まれても困る、と言いたげに天使は呟つぶやいた。

「うぶぶぶ、ぎょうばやっばり、まず、ごれにじよう」

　実に楽しげに革かわ袋ぶくろを被かぶった男はそう言って振り返った。その手には、さっき持っていた、閉じたり開いたりする電球型の器具が握にぎられている。

「ざあ、ばがぜでやる！　ずぱいめ！」

「わわわわたし、スパイなんかじゃありませんっ！　ここにはただ、友達を追いかけてきただけなんですーっ!!」

「ずぱいば、みんなぞういうのだ!!」

　かっちんかっちん。

「ひー!!　ほほほほ本当なんですっ!!　スパイとかそんなのぜんぜん知らないですっ！」

「ごうじょうなやづめ！……なあに、ごいづをづっごまれれば、ずぐにぼんどうのごどをべらべらじゃべりだずざ」

　かっちんかっちん。

「嫌いやーっ!!　きゃーっ!!」

「ぶばばばば、いいごえだ！　なげ！　わめげ！　だまらねえ!!」

　かっちん！　かっちん！　かっちん!!

「──いい加減になさいっ!!」

　どかん、と爆発したような音と共に風が吹き付けてきて、愛あいは髪をなぶられた。

　咳せき込みながら見れば、廊下から差し込む光に、影となって浮かび上がったのは、大男の肩に乗る少女の姿。

「やるならスマートに、といつも言っているでしょう!?　おまえはもうクビ──あら？」

　少女は、革袋を被った男が、もはや聞いていないことに気が付いた様子だった。

　その男は、蝶ちよう番つがいが外れて倒れてきた分厚い金属製の扉とびらの下敷きになって動かず、ただ、にょっきりと扉から生えたように出た手が、痙けい攣れんするばかりだった。

　──よりによって《罪人シナー》に救われるとは……

　天使が、屈くつ辱じよくだ、と続けようとした言葉を吞のみ込んだのがわかったが、愛としては、ほっとするのが先だった。

　肩の上の少女──確か明あけ星ほし獅しぃ子しといった──は、愛あいを見ると目を眇すがめ、しばらくするとその唇くちびるにゆっくりと微笑を広げていった。




　なんとなく冷たい感じのする女性が、無言で目の前に紅茶を置いてくれたのに対して、愛は首をすくめながら軽く会え釈しやくをした。

　ふわり、と立ち上る香りが、ここがもうあの恐ろしい場所ではないのだということを再確認させてくれる。

　──屈くつ辱じよくだ。

　うぬう、と唸うなるような声で天使が呟つぶやくのが聞こえて、愛はため息をついた。

（まだ言ってるんですか？）

　つい、冷ややかに返してしまったが、まあそれは、仕方がないだろう。何しろ口だけで役に立たなかったのだから。

　──おまえ、今何を思った？

（い、いえ、べつに）

　愛は慌あわてて紅茶を啜すすった。

　飲んでから、何か入ってたら、と思ったが、美お味いしかった。

　目だけで、ぐるりと辺りを見回す。

　部屋に窓はなく、けれど天てん井じよう全体が光っていて印象は明るい。耳を澄まさなければ聞こえないほど微かすかに、たぶんクラシックだろう音楽がかかっている。

　女性が部屋を出て行き、愛と獅ぃ子、それに大男の三人きりとなると、彼女は、さて、と柔らかすぎて落ち着かないソファーに慣れた様子で寄りかかった。

「いったい全体、こんなところで何をなさっておいででしたの──白しら鳥とり愛さん？」

　口に含ふくんだ紅茶を、愛は噴ふき出だしそうになった。

「わ、わたしのこと、知ってるんですか……？」

「そんなこと、もちろんですわ」

　獅ぃ子は鼻で笑った。

「光ひかる様、それに、美み巳みや久く美みとも同じクラスでしょう？　仲良くしてもらっているみたいですわね。いろいろと話は聞いていますわ」

　言って、獅ぃ子は瞳ひとみを眇めたが、その目は笑ってはおらず、年よりもずっと大人びたその視線に、愛は寒気を覚えた。

　いったい、どこまで知っているのだろうか？

　光のことを好きだというのは、もちろん知っているだろうが、天使の命めいを受けて、光の《堕落ダウンフオール》を防ぐために働いていることは、気付いているだろうか？

　──それはないだろう。

　天使は断言した。

　──気付いていれば、いくら神かみ代しろ光ひかるが悲しむとしても、おまえを救いだしたりはすまい。だからこそ、絶対に気付かれるなよ？　ストーカーだと思わせておけ。

（だから、ストーカー言うなっ!!）

　ぐ、と力がこもってしまう。

「……それ、高いですわよ？」

「え？──あっ！」

　愛あいは、カップを割ってしまいかねないほど強くつかんでいたことに気付いて、慌あわてて手を離した。かちゃん、と音を立てて、紅茶がこぼれる。

　価値はよくわからなかったが、いかにもお金持ちそうなこの子が言うのだから、きっとお小遣いくらいではどうにもならない値段なのだろう。

「す、すみません」

　慌てて拭ふこうとした愛を、獅しぃ子こは手で制した。

「ああ、構かまいませんわ。余計なことをして、本当に割られてしまったらたまりませんもの」

「す、すみません」

　思わず何度も謝ってしまう貫かん禄ろくが、獅ぃ子にはある。

「まあいいですわ。どうせ光様をストーキングしてここまで忍び込んだのでしょうけど……わかっていて？　これは犯罪ですのよ？　立派な不法侵入ですわ」

　う、と愛は言葉に詰まった。

　確かに、それはその通りだ。ここは会社であり、誰だれにでも開かれている場所ではない。

　これは、警察に突きだされても仕方のない状況ではある。

　もしもそんなことになったら──でかでかと新聞に『ストーカーの一四歳少女、《ヴィーナス・グループ》の系列会社に忍び込む！』と見出しが躍おどり、小さく目に黒線の入った自分の写真が載って両親は失職、逃げるようにこの地を去って、果ては一家心中──そこまで一気に想像してしまって、愛は震ふるえた。

　その様子を、満足そうに獅ぃ子は見た──気がした。

「……とはいえ、わたくしも女の子。恋する気持ちがわからないではありませんわ。光様はとても愛らしくて素敵でいらっしゃいますものね」

　思ってもいなかったときに、光の褒ほめ言葉を聞けて、愛は目の前が明るくなった。

「そう！　そうなんですよ！」

　ぱちん、とスイッチが入ってしまい、思わず拳こぶしを握にぎり締しめて、愛はテーブルに身を乗り出していた。

「光君は素敵なんです！　みんなは、『ぬけてる』とか『ぼんやり』とか『すぐに騙だまされる』とか『子供』とか、そんなことを言うんですけど、わかってないんですよ！」

「そ、そうね……」

「そうなんですっ！」

　獅しぃ子こが体を引いたことに引きずられるように、愛あいはますます身を乗り出した。

「光ひかる君は本当に素敵なんですっ！　あの見捨てられた子犬のような目が、たまりませんよね？　そうですよね？」

「え、ええ……」

　獅ぃ子の微笑が引ひき攣つる。

　──おい、いい加減にしないか、白しら鳥とり愛！

「なんですかっ!?」

　思わず振り返って大声を出した愛は、我われに返った。当然、そこには天使の姿はなく、ただ壁があるだけだったからだ。

（あ……）

　急速に熱は冷めて、愛は真っ赤になって浮かした腰を戻した。もしかしたらカップを割ってしまったのではないか、と思ってひやりとしたが、それは大だい丈じよう夫ぶだった。

　──ったく、なんなのだ。

（だ、だって……光君のことを素敵だって言ってくれる人って、いなかったから……）

　──だからといって、敵と意い気き投とう合ごうするとは何事だ！

（……すいません）

　愛は、ちょっとだけ唇くちびるを尖とがらせた。

　そんな自分のことを、なんとも微妙な目で獅ぃ子が見ていることに気が付いて、愛は慌あわてて居い住ずまいを正した。今のは到底、不法侵入で捕つかまった人間のする態度ではなかった。

「大丈夫ですの……？」

「あ、はい。わたしちょっと、想像が暴走しちゃうところがあって……」

　愛は、えへ、と舌を出してみせた。

「ま、まあ、いいですわ。──とにかく、あなたは光様のお友達でもあることですし、警察に通報するのだけは勘弁して差し上げますわ」

「ほ、本当に……？」

「ええ。光様が知ったら、同じことを仰おつしやるでしょうから」

　確かに、それはそうだろう。

　胸を撫なで下ろした愛に向かって、しかし、獅ぃ子は含みのある笑みを浮かべた。

「ですが、ただ帰したのでは、社員に対して示しがつかないことは、あなたにも理解していただかなくてはね」

「は、はあ……」

「というわけで──あなたには少し、わたくしのお仕事を手伝っていただきましょうか」




　　　　☆




「おい、どういうことだよっ!?」

　部屋に入るなり久く美みの声がして、獅しぃ子こは、部屋の隅すみで彼女が顔を仰あお向むけて怒っているのを見た。

　久美は今、スポーツブラと、ボクサーパンツという格好で、引き締まった肉体を惜おしげもなく剝むきだしにして隠す様子がない。

「なんですの？」

「なんで、あいつがここにいるんだよ！　おまえが呼んだのか!?」

　赤せき兎との肩の上で、獅ぃ子は肩をすくめた。

「まさか。どうやってかはわからないですけど、不法侵入してたんですわ」

「だったら警察に突きだしちまえばいいだろ？」

「嫌いやですわ」

　獅ぃ子はきっぱりと言った。

「そんなことをしたら、光ひかる様にわたくしが非難されますわ。そんなハズレを、どうしてわたくしが引かなくてはなりませんの？　それとも、あなたが突きだします？」

　久美は腕を組んで考えると、嫌だ、と言った。

「ほら、ごらんなさい」

「じゃあ、どうするんだよ」

「もちろん協力してもらいますわ。彼女も一応、ローティーンなのだし、サンプルにはなりますわ。それに……」

「なんだよ？」

　獅ぃ子はにんまりと微笑ほほえんだ。

「あの平均的な体を光様に見せれば、光様が自分で気が付いていない気持ちに、きっと冷水を掛けることにもなりますわ。こちらには、すべての欲求を満たすプロポーションが、揃そろっているのですから」

「な、なるほど」

「それに、あの子も身の程を思い知るでしょう、自分がいかに凡ぼん庸ようなのか。そうすれば、光様から身を引く可能性もありますわ」

「おお、すげえぜ！」

　久美は、ブロックをも砕くだく拳こぶしをぐっと握にぎった。

「よし！　それじゃあ、オレはそいつを他ほかの連中にも言っとくぜ！」

「……任せますわ」

　獅しぃ子こは、それぞれ自分の好みのものを選んでは体に当てている《罪人シナー》たちを見、振り返ると、ぽつんと部屋の隅すみに佇たたずむ愛あいの元へと、赤せき兎とを向かわせた。




　神かみ代しろ光ひかるは、もうさっきからずっと、だだっ広い部屋にひとりきりでいた。

　辺りは薄暗く、かろうじて自分の周囲数メートルが見えるくらいの明るさしかない。

　部屋の中央付近に置かれたパイプ椅い子すに座っているのだが、正面は高い段になっていて、中央部分が真っ直すぐ、部屋の中心、つまり光の方に向かって伸びた形になっている。

　夏休みでもいつもと変わらないＹシャツに制服のズボン、という格好のその襟えりや裾すそからはコードが伸びて、それは光の後ろに並べられた機械に繫つながれていた。

　頭に被かぶせられたネットからも、同様のコードが伸びている。

　これらは、何か情報を送り込むためのものではなくて、光から情報を取りだすための装置だった。

　脳波や心電図、体温の変化、筋肉の緊張と弛し緩かん、発はつ汗かんなどを調べるということだった。

　装着は、白衣を着た係の人がしてくれたのだが、彼らは用が済むと、ただひとり光をここに残していなくなってしまった。

（みんな、どこ行ったんだろう……）

　ここは獅ぃ子の会社であり、心配することはないと思うのだが、なんとなく落ち着かない。

　自分の部屋や風ふ呂ろ、それにトイレ以外で、こんなに長くひとりきりになるというのも久しぶりな気がした。

　事故死した両親に受けた恩を返しにきた、と言って半なかば強引に少女たちが同居をはじめてからは、いつも誰だれかが傍そばにいたような気がする。

　風呂も、たまに羊よう子こが押し掛けてきて、ひとりでは入れないこともあった。

　歩き回ったりしないでください、と言われたのでおとなしく座っているが、本当はみんなを探しに行きたい気分だった。

『──光様』

　そのとき、部屋のどこからか、スピーカーを通した獅ぃ子の声が聞こえてきた。

『お待たせいたしました。準備が整いましたわ。その場を動かずに、舞台をよくよく御覧になってくださいな』

「うん」

　聞こえているかどうかはわからなかったが、光はそう返事をした。たとえスピーカー越しであっても、獅ぃ子の声が聞けたのは嬉うれしかった。

『では──』

　ぱちん、とおそらくは指が鳴り、それを合図に舞台を照らしだすように照明が点ついた。同時に心が浮き立つような軽快なリズムの音楽が流れ始める。

　いったい何が始まるのだろう、と思っていると、ひときわ明るいライトが点ついて、舞台の中央を照らしだし、光ひかるは息を吞のんだ。




「な、なんで、ひか──神かみ代しろ君がいるんですっ!?」

　愛あいは舞台の袖そでに慌あわてて引っ込むと、見えていないとわかっていても、その場にしゃがみこんで両腕で体を隠すようにした。

　愛が連れて行かれたのは、同じ階の別の部屋で、そこには光を《堕落ダウンフオール》させようと企たくらむ少女たちが揃そろっていて、もしかしてここで袋ふくろ叩だたき!?　と怯おびえたのだが、それは思い過ごしで、獅しぃ子こから差しだされたのは段ボール一杯に入った、ランジェリーの数々だった。

「あの、これは……？」

「これが手伝ってもらう仕事ですわ」

　と、獅ぃ子は言った。

　ここは彼女の所有する会社のひとつで、外国（主にヨーロッパ）製の下着を取り扱っているのだそうだ。

「今までは、ＯＬを中心にワンランク上のひそかな贅ぜい沢たくを届けるということでやってきたんですけれど、今度それを、ローティーンにまで広げることにしたんですわ。そこで今、さまざまな年齢、性格のモニターの意見を集めてますの。あなたにも、それに協力をしてもらいたいんですわ」

　獅ぃ子に段ボール箱、そしてアンケート用紙らしい紙を挟はさんだボードを渡され、愛は、はあ、と返事をした。

　獅ぃ子はそれを了りよう承しようと受け取ったのか、頷うなずくと、

「いろいろ見て、最後に、一番気に入ったランジェリーを着けてもらいますわ。それで写真撮影をいたしますから」

「し、ししし写真っ!?」

「ああ、心配はいりませんわ。ほんとうにＣＭに使う写真を撮る際の、イメージをつかむために使うだけですから。安心なさって」

　そんなことを言われても、信用などできたものではない。だが、

　──やれ、白しら鳥とり愛。

　そう、天使の声がした。

（そんな！　だって下着ですよ!?　写真ですよ!?）

　──それがなんだ。

　突き放すように天使は言った。

　──目を離すな。これは、神代光を誘ゆう惑わくする支し度たくかもしれないのだぞ？　おまえは自分が恥はずかしいからという理由で、神かみ代しろ光ひかるが地じ獄ごくに堕おちるのを見過ごすというのか？

（そ、そんなこと……）

　愛あいは、段ボールを抱き締めた。

　そうだ。これも光のためなのだ。なにも裸になれ、と言われているわけではない。下着で写真を撮る、といっているだけだ。水着のビキニと、布の面積だけなら、それほど変わるものではないではないか。

　愛は、必死に自分にそう言い聞かせた。ビキニなど着たことはなかったけれども。

「ちなみに、カメラマンは女ですわよ？」

　付け加えるように獅しぃ子こが言い、そのときは、愛はそれで腹を括くくったのだが──

「光君に見せるなんて、聞いてないですっ！」

　涙目になって言うと、獅ぃ子はとぼけた表情になった。

「そうだったかしら？　けど、男の子の反応も、調査の内ですわ。よろしくて？　ランジェリーは単なる服ではありませんのよ？　ランジェリーは、男性の心を撃ち抜く銃！　その心臓を貫く剣！　恋する乙女おとめの最終兵器！……男の子の反応を見ないでどうします？」

「だからってなんで神代君なんですっ!?」

「光様の心を揺ゆり動かすほどのランジェリーならば、凡ぼん俗ぞくの男なら即死ですわ。そうは思いません？──まあ、どうしても嫌いやだというのなら、そこにしゃがみ込んで、光様がわたくしたちの魅力にぼーっとなるのを見ていても構かまいませんわよ？」

　そう言うと、獅ぃ子は赤せき兎との肩の上で、羽は織おっていたマントを剝はぎ取った。

　彼女は下に、きらきらと輝く金色のレース刺し繡しゆうの下着を着けていた。ブラのカップで透すけていないのは半分以下で、パンツも大事な部分と腰こし脇わきの部分以外はすべて肌が見えている。

　ほとんど裸といっていい。

　とても、一六歳の少女が着ける下着ではない、と思えた。

　獅ぃ子は愛を見下ろして、ふふん、と鼻で笑うと、赤兎の頭を叩たたき舞台へと──ライトの下へと歩みだした。

　細い体からゴールドの輝きが振ふり撒まかれ、うわあ、という光の声が聞こえた。




「うわ……」

　ずらりと並んだ少女たちの姿に、光は思わずそう声を漏もらしていた。

　ライトの下に立つ彼女たちは、何な故ぜかいつもと違って見える。

　下着姿だから、ということもあるだろう。

　だが、それ以上に、彼女たちの恥はじらっている表情に、強く光はひきつけられた。いつもとまったく変わらないのは、現役のグラビアアイドルの羊よう子こくらいなものだ。

　その彼女が着けているのは、黒いビキニに、黒のストッキング、それに黒のガーターベルト、とスピーカーから解説が流れた。

「光様♪」

　キャラメルカラーのロングヘアを揺ゆらして、羊よう子こはぽってりとした唇くちびるに微笑を浮かべて手を振った。

　ハーフカップのブラからはこぼれそうになっている大きな胸が揺れ、普段からセクシーな彼女が今日はいっそう誘ゆう惑わく的てきに見えた。

　その彼女の、腰の辺りにしがみつくようにしている巳み和わは、光こう沢たくのあるキャミソール姿だ。

　少し大きいのか、ちらちらと覗のぞく胸のふくらみが、それ以外は下に何も着けていないことを表している。

　いつも持っているテディベアのぬいぐるみを胸に抱いて、黒いワンレングスから覗く瞳ひとみは潤うるんでいて、それでじっと見つめられると、光ひかるは落ち着かない気分になった。

　その脇わきで、眼鏡めがねの下で頰ほおを染めているのは鏡かがみ倉くら子こだ。

　一五歳なのに、いつもびしっとしたスーツ姿なのだが、そんな彼女が今日きようは、刺し繡しゆうの美しい赤いボディスーツ姿で、目の前に立っている。

　ポニーテールを払い、つんとした顔で天てん井じようを見ながら、しかし堂々と、スタンスを軽く広く取り、すべてを見せ付けるように。

　その、無理やり下着姿にさせられて、晒さらし者にされている感が、奇妙に扇せん情じよう的てきだった。

　対照的に、いつもと変わらないだるそうな様子の棕しゆ櫚ろは、多分、楽らくだから、という理由だろう、スリップ一枚の姿であくびを嚙かみ殺している。

　ショートの茶ちや髪ぱつはあちこち跳はねていて、まるで今ベッドから這はいだしてきたかのようだ。

　けれど、スリップの裾すそからすらりと伸びた足は奇妙になまめかしく、光は目のやり場に困った。

「光様！　こっちも見ろよ！」

「ど、どうかなぁ、これ……」

　そう言ったのは、久く美みと美み巳みだ。

　久美は、性格を体現するようなスポーティな上下で、色っぽさとは無縁だったが、健康的な彼女にはぴったりと合っていた。

　ブラとパンツの間で覗く腹筋は、見事に割れている。

　隣の美巳が着ているのは、レースと飾かざり縁ふちがふんだんに使われたシュミーズと、下は半ズボンのような形のドロワーズ、というものらしかった。

　下着というよりは服、といった感じで、ぽっちゃりした美巳を、かわいらしく見せている、と光は思ったが、下着は下着だ。

　光がますます顔を赤らめると、久美と美巳も同じように頰を染めた。

　なんとも不思議な気分だった。

　一緒に暮らしている少女たちが、ずらりと下着姿で目の前に並んでいるというのは。

　なんだか、現実の出来事ではないような気がする。

「いかがです、光ひかる様？」

　そんな声と共に、最後に、ぬう、と舞台の袖そでから大男が現れた。肩の上に乗った獅しぃ子こは、きわどい金色のビキニを着けていて、見せ付けるように堂々と胸を張っていた。

「我が社の新製品の数々は。気に入ったものがありまして？」

「き、気に入ったもの、っていわれても……」

　光は返答に困った。

　どれも素敵だとは思うが、自分が着けるわけではないのだから、気に入っても、それで何かの参考になるのだろうか？

「いまひとつ、決めかねます？」

　獅ぃ子は片手を腰に当てて、首を傾かしげた。

　光は頷うなずいた。それは、何を言えばいいのか、ということだったのだが──

「なるほど。こんな遠くでは、よくわかりませんわよね？　それではみなさん」

　獅ぃ子は、ぐるりと少女たちを見回した。

「光様に、もっと傍そばから見てもらいましょう。……やはり、手て触ざわりとかも確かめてもらわなくてはね」

「えっ!?」

　驚き、目を瞠みはったその瞳ひとみに、下着姿の少女たちがどっと押し寄せてくるのが映り、逃げだす間まもなく、光は、女の子の甘い香りと、男性用にはない不思議な肌触りの布に包まれ──




　舞台の袖そでに隠れて様子を見ていた愛あいは、光の姿が少女たちに吞のみ込まれるのを目まの当たりにして、体を震ふるわせた。

　光は、いったい何が起こったのか理解できていない様子で、目を白黒させている。

　少女たちは薄うす布ぬの一枚の体を、見せる、というよりは押し付けるといった形で、光に肌触りを確かめさせている。

　獅ぃ子などは光の膝ひざの上に乗って抱きかかえられるような格好で、首に腕を絡からめていたし、羊よう子こにいたっては光の手を取って、それを自分の胸元に入れようとしていた。

（ああっ、あの女っ！）

　光は恥はずかしがってなんとかそれから逃のがれようと身をよじったりしていたが、その隙すきにも真横から美み巳みが抱きつき、倉くら子こが、触りたければ好きにしなさい、というように胸を後頭部にぶつけたりして、追おい詰つめていく。

　──行け、白しら鳥とり愛！

　天使の声が頭の中に轟とどろいた。

　──このままでは、神かみ代しろ光ひかるは《堕落ダウンフオール》する！　それを防ぐためにも、おまえも行くのだ！

（なんでそうなるんですかっ！）

　──あの状況で、おまえに目を向けさせるには、全ぜん裸らでもいいくらいだっ!!

（そんなことできるかあっ!!）

　目の前に天使がいたら、間違いなくひっぱたいていただろう。

　──ならば、神代光をこのまま《堕落ダウンフオール》させるのか!?　悪あく魔ま神しん《ルシファー》になってしまってもいいのか？　もしもそうなれば、天てん界かいは全力をもって地じ獄ごく界かいと戦わねばならん！　そのときに戦場になるのは、この人間界だぞ!?　大勢の人間が死──

（わ、わかりましたよっ!!）

　半なかばやけになって、愛あいは立ち上がった。

　正直、戦争がどうのというのは話が大きすぎてよくわからない。だが、ああして光が他ほかの女に抱きつかれている状況が、何より嫌いやだった。

　あんな連中より、ずっとずっと前から、自分は彼のことが好きだったのだし、純粋に好きという気持ちでなく、別の目的があって彼に言い寄る連中になんか、絶対に渡せない。

　浮かんだ涙を手の甲で拭ぬぐい、愛は、深呼吸をした。

　気持ちは決まったはずなのに、体が震ふるえる。

　好きな男の子の前に下着姿で出るというのが、こんなにも恥はずかしく、そして怖いものだというのは、知らなかった。

（けど、負けられない）

　唇くちびるを嚙かみ、愛はライトの下に歩み出、そうして光を振り返った。




「し、白しら鳥とりさん……？」

　愛の姿を見た途と端たん、光は一瞬、他の少女たちの存在を忘れた。

　ありえなかった。

　同じ組で共に学級委員、何かにつけていつも手を差し伸べてくれるクラスメートが、ライトの輝きの中に、眩まぶしく白い下着姿で立っているなど。

『──ナンバーエイト。純白のデコレートブラと、同色のビキニショーツの組み合わせ。シンプルなれど、それゆえに生の肉体を際きわ立だたせます』

　だが、スピーカーからそう説明が流れると、それは一気に現実になった。

　理由はわからない。

　けれど、確かに愛はそこにいる。

　クラスメートが下着姿で目の前に立っている、という、この普通ならありえない状況に、光は、気恥ずかしさと不思議な興奮に体がかっと熱くなるのを感じた。

　それをいうなら、美み巳みや久く美みもクラスメートには違いないのだが、どうしてか違う。

　全身を桜色に染めて、恥はずかしそうに、けれども必死に耐たえるように肌を晒さらしているその姿は、ライトの下で、産うぶ毛げまでもがきらきらと光り、神こう々ごうしいまでに輝いていた。

　まるでそれに誘さそわれるように、光ひかるは、自分の中から白はつ光こうが溢あふれだすのを感じた──




　──おお、やったぞ！

　天使の声を聞きながら、愛あいは光から《浄じよう化か》の輝きが溢れだすのを見た。

「わーっ！」

「ま、またですのっ!?」

「いやぁん」

「ああっ」

　そんな少女たちの悲鳴が上がる中、彼女たちの身に着けていた下着は、見る間まに溶けて、その端はしから蒸発していく。
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　──解説しよう！　《悪あく魔まの使し徒と》の着けている衣服は、神かみ代しろ光の《罪シン》が浄化される際に発せられる輝きから肉体が灼やかれるのを護まもるため、その身代わりとなって溶けてしまうのだ！

（知ってますよ！　誰だれに説明してるんですか！）

　愛は手をかざして輝きを遮さえぎりながら、気を失う光と、その周りで、あらわになる肌を隠そうと慌あわてる少女たちを見た。

　──いや、忘れてるかと思ってな。

（憶おぼえてます！）

　──ならばいいのだが。とりあえず、気を失ったふりをしろ。服が溶けるのを見られたと知ったら、面めん倒どうなことになるかもしれん。

（あ、はい）

　愛あいはわざとらしくその場に倒れると目を閉じ──寝不足だったせいか、光ひかるが発する温かい輝きに包まれて、本当に眠ってしまったのであった。




「まったく、腹立たしいですわ」

　その日の夜。

　教会の食堂にずらりと集まった少女たちを前に、獅しぃ子こはテーブルを指で叩たたいた。

　光はもう、部屋で眠っている。

　家に帰った愛は、光が《罪シン》を浄じよう化かする輝きに中あてられて気を失い、何も見てはいない様子だったが、光が彼女を見てそれが起きたことは間違いなかった。

「やっぱり、愛ちゃんのことが好きだからなのかなぁ……」

　しょんぼりとした様子で、美み巳みが呟つぶやくと、他ほかの少女たちも肩を落とした。

　それは多いにありうる。

　本人は自分でもそれと気付いていないが、深しん層そう心しん理りで光が愛に思いを寄せていることは、獅ぃ子たちも知っていた。

　だが、下へ手たなことはできなかった。愛に何かすれば、光は絶対に気付く。それは、悔くやしいが全員が確信していた。

「……あの娘のことは、いずれどうにかしなくてはね。ですけれど、とりあえず今日きようの借りは返してやりますわ」

　言って、獅ぃ子はテーブルの上のネガを叩いた。








　　　えぴろーぐ　愛あいの独ひとり言ごと・Ｒ









　あああああああああああ、もうっっ！

　──は!?

　何を暴あばれてるんだ、じゃありませんよっ!!

　これですよ、これっ！　このローティーン雑誌の下着の広告っ!!

　ええ、そうです！　明あけ星ほし獅しぃ子この会社の広告ですよっ！

　あああああの女っ！

　写真は撮っても、使わないって言ったのに！　言ったのに！　これ、どう見たってわたしじゃないですか!!

　確かに目には黒い線が入ってますけど！　こんな細いの！　見る人が見たら、わたしだってわかっちゃいますよ！

　う。

　で、電話だ……。

　──はい。あ、綾あや香か？　おはよ──え？　雑誌の広告？　あ、あはははは、や、やだなあ！　そそそんな、下着モデルなんて、わたしがするわけないよ。人違い、人違い。ん、じゃね。

　……うう、やっぱりばれちゃった。

　は？　しらを切り通せばいい？

　でも、わたしは知ってるんですっ。こんな……こんな下着姿を、全国の人たちに見られちゃうなんて、もう外を歩けない……。

　ああ！　神様ヘルプ！　こんな口ばっかりの天使様じゃなくて!!

　──痛っ！

　わーん！　天使様がぶったあっ!!







[image: すのお・ほわいと]








　　　ぷろろーぐ　愛あいの独ひとり言ごと









　それはもう、わかってますよ、天使様。

　毎回毎回そんな、確認取るみたいに訊きかなくたって、忘れてなんかいません。なんか、小こ姑じゆうとみたいですよ？　天使様。

　はいはい、もちろん使命を忘れてなんか、いーまーせーんー。

　言ってみろ？

　今すぐここで言ってみろ？

　って、なんでキれてるかなあ……。

　はいはい、わかりましたよー。

　では、こほん──そう！　わたしの使命は、光ひかる君を《堕落ダウンフオール》から救うこと！

　光君があの悪あく魔まの手先の女の子たちに《堕落ダウンフオール》させられたら、今は人間（ＨＵＭＡＮ）の光君は、悪魔（ＤＥＶＩＬ）になっちゃうから、それを阻そ止しして天使（ＡＮＧＥＬ）に戻す！

　これでいいですか？

　まだ、忘れている？

　肝かん心じん要かなめの部分を忘れてる？

　や。

　忘れてなんかいませんって。

　言ってみろ？

　言ってみろ、って、そんな！

　や！　わかってます！　それこそ今さら口に出さなくったって、わかり切ってます！

　信用できないってそんな！

　言わないんなら、参考資料でどうやるかを細かく解説した映像を見せるぞってそんな！

　うぐぐ……。

　わかった！　わかりましたよ！

　言いますよ！　言えばいいんだろっ、このセクハラ天使っ!!

　こほん。

　あー……わたしの使命はー……。

　神かみ代しろ光くんと……ち、ち、ち、ち、契ちぎって《堕落ダウンフオール》から救うことですっ！

　……はぁはぁはぁはぁ……。

　は!?

　ち、違いますよっ！　息が荒いのは想像して興奮してるからじゃないですって！　《契ちぎる》の意味が《せっくす》だってのもわかってますっ！

　だから──ああっ！　え、ええええ映像で見せるなあああああああっっ！

　きゃーっ！

　……はぁはぁはぁはぁ……。

　う、ううううう、わたしまだ、一四歳なのに……中二なのに……汚けがれちゃってるよ……。

　…………。

　……。

　そんなことはない、バージンだ、って！

　そんなの、いちいち天使様に言われなくたって、自分が一番よく知ってますっ！

　だから、わたしのペースでやらせてください！

　お願いしますからっ！

　って、そっちの《ヤル》じゃなあああああああああいっ!!




　　　　☆




「え、劇、ですか……？」

　愛あいは職員室で、担任である来くる栖す先生の席の横に立って、思わず聞き返した。

　だって当然だ。

　いつものように教室でお昼を光ひかる、そして邪じや魔ま者もの二人と食べていたら、黒板の上に据すえ付けられたスピーカーから、

『二─Ａの白しら鳥とり愛さん。すぐに職員室の来栖先生のところに来てください。繰り返しま──』

　と、放送委員の声が流れて、愛はしぶしぶ光をおいて、職員室に来たのだが。

「あの、先生。話がよく見えないんですけど……」

「正直、先生にもよくわからないんだ」

　そう言って、来栖先生は申し訳なさそうに頭を搔かいた。

「先生も、さっき聞かされたばかりでね。実は、帝てい開かい中学から、文化交流会をやらないか、という申し出があったんだ。例によって、一部の先生がすごく乗り気でね」

　来栖先生は、ちらりと並んだ机の端はしを見た。

　愛は、ああ、と納なつ得とくした。

　芥あくた木ぎ先生。

　生徒指導主任で、超有名進学校である帝開中学への憧あこがれを隠そうともしない、眼鏡めがねがちょっと怖い感じのする女の先生である。

　今は指導教室の方にいるのか、不在で助かった。もしいたら、帝開がいかに素す晴ばらしいかということを、延々と聞かされていただろう。

「それで、劇、ですか」

「そうなんだ」

　言って、来くる栖す先生は一枚のプリントを差しだした。多分ファックスだ。家にはないけれど、生徒会同士のやり取りで学校のものを使わせてもらっている。上の方に日時が入っているから、間違いない。

　そこには、

『帝てい開かい中学、千ち代よ神がみ中学、両校の交流を深めるため、文化交流会を提案いたします。文化的行事はさまざまな種類がありますが、多数の人間が参加、また、協力することができる、演劇を提案いたします。互いの生徒を招待して、まずは千代神中学にて上演を行い、その後に、帝開中学でも同様の劇を上演したいと考えております。前向きのお返事、お待ちしております』

　とあった。

　差出人は、

（……帝開中学生徒会長、黒くろ島しま竜りゆう一いち……）

　である。

　きらり、真っ白な歯が輝く画えが頭に浮かんだ。超有名進学校の生徒会長の上に、成績優秀、運動抜ばつ群ぐん。顔もいい。容姿のよく似た眼鏡めがねの女子生徒を二人──副会長と書記──いつも連れていたりする、いつも自信に満みち溢あふれた男子だ。

　──ふむ、またか。

　そう、天使の声が頭に聞こえた。

　光ひかるを堕だ落らくさせないために降こう臨りんした大天使アークエンジエル《ラファエル》は、愛あいの家の部屋から出られない代わりに、テレパシーともいえる力で愛とは繫つながっており、愛の目を通じてものを見、愛の耳を通じて音を聞く。

　──やけに絡からんでくるな、あの少年は。やはりおまえのことが好きなのではないか。

（や、ややややめてくださいよっ！　こんなところでっ）

　頰ほおが熱くなってしまう。先生の前で急に顔を赤らめたりしたら、変な誤解をされてしまうかもしれない。

　──おまえが、この教師を好きなんじゃないか、とかか？

（そうですよっ）

　愛は周りに気付かれぬように、プリントで少し顔を扇あおいだ。そんな誤解をされることも、噂うわさをされることも、嫌いやだ。もしも光がそんな話を聞いてしまったら、

『そうだったんですか、白しら鳥とりさん！　僕……応援します』

　とか言いそうだった。

（そ、そんなの嫌あ！）

　愛あいは、ぶんぶんと首を振った。

「ど、どうした、白しら鳥とり……」

　驚いたような来くる栖す先生の声に、愛は我われに返った。座ったままの先生の目は、変なものを見るかのように見開かれている。

「な、なんでもないです！　ち、ちょっと髪の毛に虫が止まった気がして。なんか、ハエとか蚊かとかいるんじゃないですか？　あはははは……」

　愛は作り笑いを浮かべて、そう、必死に誤ご魔ま化かした。

　来栖先生は怪け訝げんな顔をしていたが、それ以上特に追及する気もないようで、助かった。

　──相変わらずの妄もう想そう力りよくだな。

（想像力って言ってください）

　言って、愛はくしゃくしゃにしてしまったプリントを広げた。もう一度読むと、文化交流会の日時は、一週間後になっている──一週間!?

「せ、先生、あの──」

　何を言いたいのかわかったのか、来栖先生は、うん、と頷うなずいた。

「そうなんだ、時間がないんだよ。で、芥あくた木ぎ先生とも話し合ったんだが──というより、一方的に押し付けられたんだが──二─Ａがこれを受けることになった」

「は？」

「ほら、おまえは生徒会長だし。他ほかのクラスに丸投げしたりするよりはいいだろう、と言うことでな。学校全体でメンバーを公募しても、まとまりがつかないだろうし」

「演劇部がやればいいんじゃないですか？」

「先生もそう言ったんだけどな。演劇部は来月、コンクールがあるんだと。今はその練習に掛かりっ切りで絶対に駄だ目めだと顧こ問もんの先生から言われた。ああ、そうだ。演目については向こうから指定があった」

　そう言うと先生は、一冊の絵本を取りだして机の上に置いた。

「──白雪姫だ」

　小学生かよ！




　　　　☆




「いーんじゃねえの？」

　その日の放課後、ホームルームのあとの緊急の学級会で、来栖先生から帝てい開かい中学の提案についての説明があったとき、真っ先に賛成したのは、田た名な網あみ久く美みだった。

　机の上に組んだ足を載せて、思い切り椅い子すを傾けてぎしぎしいわせながら、腕組みをしながら。だが、先生が注意を躊躇ためらうのは、身長は一五〇センチアンダーと小さいのだが、学校に内緒でキャットファイト（ちょっとＨな女子プロレスみたいなもの？）を生なり業わいにしている、その迫力がにじみでているからかもしれない。

「当然、練習は授業中にやれんだよな？　昼休みとか放課後残って、ってんならお断りだけどよ。あ。あと、テストもちょっと甘くしてほしいよな。勉強の時間、どっちにしても削られんだからさ」

「勉強なんかしないくせにぃ」

　と笑うように言ったのは、那な賀が花はな美み巳みだ。ぷにぷにした腕を机について、緩ゆるいウェーブのかかった長い髪でぽってりした顔を包むようにして、支えている。

「でも、あたしもさんせ～い♪　ねえ、先生？　差し入れにお弁当くれると嬉うれしいなあ」

　そう言うと、美巳は、有名店（らしい。愛あいは知らなかったけれども、来くる栖す先生が、あんな高いとこ無理、と呟つぶやいたのが聞こえた）の名前を出して、ぐう、とお腹なかを鳴らした。恥はずかしげもなく──というか、端はなからそんなことは思ってはいないのだろう、多分。

　彼女は、光ひかるを地じ獄ごくに堕おとそうという七人の悪あく魔まっ娘このひとり、《大食グラトニー》の《罪人シナー》だ。いつもお腹を空すかせているので、いい加減、彼女がお腹を鳴らすのには慣れた。

　美巳は周りをちょっと見回すと、ポケットからいつもそこに忍ばせているキャンディを取りだして口に放ほうり込んだ。本人はこっそりとやっているつもりなんだろうが、教壇に立っている愛には丸見えだった。

　かといって、注意しようという気にもならない。出せ、と言っても出さないだろうし、無理やり口を開けさせて、指を齧かじられたくはない。

　それは比ひ喩ゆではなく。

　美巳ならば本当に、指を食べるかもしれない。《大たい罪ざい》とはそれほど人を縛しばるのだ。

「よっ」

　久く美みは両手を椅い子すの座ざ板いたについて、腕のバネだけで跳び上がり、空中で足を縮めて姿勢を変え、椅子の上に綺き麗れいに着地した。

　さすがは《サー・アイスキャット》と呼ばれる、人気のキャットファイターだけのことはある。その身体能力は驚異的だ。

　彼女は拳こぶしを握にぎると、ぐるりとクラスメートを見回した。

「いいだろ、おまえら？　先生様は、ちゃんと優ゆう遇ぐうしてくれるそうだ」

　おお、と教室がどよめく。

　愛は、説明するだけすると隅すみに置かれた椅子に座ってしまった来栖先生を振り向いた。久美の要求にこたえられるのは彼だけだ。

「……とりあえず、芥あくた木ぎ先生に話してみよう」

　さらに教室がどよめく。

（いーんですか、先生。そんな約束しちゃって……）

　──いいのだろう。

（って！　天使様に話し掛けたわけじゃないんですから、独ひとり言ごとに割り込まないでください）

　──尻けつの穴の小さいこと言うな。

（け、けつって──！）

　愛あいは一瞬で顔が熱くなるのを感じた。

（セ、セクハラ──）

　──そんなことより、気が付かないか？

（そんなことよばわりかよ！）

　──やかましい。そんなことだ。それよりも、変だとは思わないか？　あの二人、積極的すぎる。那な賀が花はな美み巳みはともかく、田た名な網あみ久く美みは、こういう場合は権力の横おう暴ぼうだとかなんとか言って怒るはずだ。奴やつは《憤怒ラース》の《罪人シナー》なのだからな。怒ることができる機会を逃のがすことなどありえぬ。なのに、協力的ですらあるとは。

（そう言われれば、かもしれないですけど……）

　久美は拳こぶしを握にぎり締しめて吊つり目めの瞳ひとみを輝かせながら、短い髪を振って、クラスメートたちを見回す、というよりも睨にらみつけた。

「どうせやることになるんだからよ。だったらいい条件で引き受けようぜ！」

　単純に、授業をサボりたいだけのように思えなくもない。はっきり言って、久美はあまり成績が良い方ではないし、良くなりたいとも思ってはいないようだった。

　それは美巳も同じことで。

　二人がそれでも学校に来ているのは、義務教育だから、とかではなく、ただひとつの理由。

　神かみ代しろ光ひかるがいるからだ。

　もしも《堕落ダウンフオール》すれば悪あく魔ま神しん《ルシファー》となり、《昇しよう華か》すれば大天使アークエンジエル《ルシフェル》になる光を、見張り、また護まもっているのだ──天使から。

　その手伝いをしている愛から。

　もっとも、幸いなことに、愛がそうであることは悪あく魔まっ娘こたちには、ばれていない。疑われてはいる気がするけども。

　愛は、来くる栖す先生を振り返った。

　すると先生は、しぶしぶといった様子で頷うなずいた。久美の条件を吞のむ、ということだろう。美巳の方の条件をどうするかはわからないが、彼女以外には、弁当にそれほどこだわる生徒はいないだろうと思えた。

「じゃあ──いいですね？　二─Ａは千ち代よ神がみ中学を代表して、劇をやりたいと思います。演目は──」

　愛は光を振り返った。彼は愛と共に二─Ａの学級委員なので、席にはおらず、ずっと隣でチョークを持って立っていた。背はほとんど愛と変わらない。さらさらのキャラメルカラーの髪を揺ゆらして、にっこりと微笑ほほえんで頷うなずく。それだけでもう──

　──濡ぬれちゃいそうか？

（ぎゃーっ！）

　愛あいは本気で声に出して叫びそうになった。なんてことを言うのだ、この天使はっ！

（いい加減にしないと、接続、切りますよっ！）

　──はっはっはっ、まあそう怒るな。ただのコミュニケーションだ。

（んなコミュニケーションいるかっ！　そう思ってるのは天使様だけですっ！）

　殴なぐってやりたい、グーで。

　それはどう望んでも無理だとわかっているので、愛は怒いかりを堪こらえて、光ひかるに頷きかけた。

　光は頷き返してくれると、黒板にカツカツと書いた。

『白雪姫』

　と。

「……小学生？」

　そんな呟つぶやき声が、クラスメートの中から上がる。やはり、そう思ったのは自分だけではなかったらしい。じゃあ、シェイクスピアでもやる？　と考えると、それはそれでとても大変そうだし、なら創作劇は、と考えても一週間ではどうしようもない。それに。

「帝てい開かい中学の指定なんです、これ」

　そう、愛は説明した。

「なので、演目はこれで決定です。台本は図書館にある絵本を、あとでコピーして渡しますけど……その前に、役を決めたいと思います。ひか──神かみ代しろ君」

　危あやうく名前で呼びそうになって、愛は慌あわてて言い直した。今はまだただのクラスメートでしかない光を、面と向かって名前で呼んだりしたらおかしいし、からかわれる原因となる。といっても、愛が光のことを好きなことは、当の本人以外にはばればれなのだが。

　光は、はい、と言って黒板に役を書いていった。

　白雪姫。

　小人・一。

　小人・二。

　小人・三。

　小人・四。

　小人・五。

　小人・六。

　小人・七。

　王子。

　お妃きさき（魔ま女じよ）。

　狩人かりうど。

　鏡。

　……これで、すべてである。

　他ほかにも登場人物には、森の動物たちとかもいるのだけれども、それは割かつ愛あいだった。

「えーと……役をやる以外の人は、衣装とか、背景とか、そういう裏方をしてもらいます。一週間しかないので、役の方が楽らくかもしれません。台詞せりふもそんなにないし。ということで」

　愛あいは、こほん、と咳せき払ばらいをした。

「──立候補する人、手を挙げてくださーい」

　…………。

　……。

　──誰だれも手を挙げんな。

　まあ、わかっていたことだ。好きでもないのに壇上に上がって劇をするなどというのは、できれば避さけたいのが当たり前だろう。何しろ、失敗すれば恥はじをかく。それを嫌いやだと思うのは不思議でもなんでもない。

　演劇部に入っている子がいれば、何か気の利きいた勧かん誘ゆうの台詞でも教えてもらえるのかもしれないが、あいにく、二─Ａには演劇部員はいなかった。

「本当にいませんかー？　早い者勝ちですよー？　あとになって推すい薦せんとかで、この役はやだ、っていっても遅いですよー？」

　愛はぐるりともう一度、生徒たちを見回したが、一部を除いて、誰も彼かも視線を逸そらした。そしてその、逸らさなかった子には、愛は、できるなら関かかわってほしくなかった。が、えてしてそういう嫌な予想は当たるもので。

「オレはやるぜ」

　椅い子すの上に仁に王おう立だちになったままだった久く美みは、勝ち誇ほこったような笑みをその唇くちびるに浮かべて、どこか挑戦的に愛を見つめた。

「……本当に？」

　思わず訊きいてしまった。案あんの定じよう、久美の表情が険けわしくなる。

「あ、その……」

　視線の鋭さに冷や汗が背中に滲にじむのを感じながら、愛は無理やり笑みを浮かべた。

「田た名な網あみさん、ど、どの役に立候補……？」

「そりゃもちろん」

　久美は自分の掌てのひらに、握にぎった拳こぶしを打ちつけた。小こ気き味み良い音が教室内に響く。

「小人・四だ！」

　何が、もちろんなのかさっぱりわからない。それはまあ、背は低いけれども、と愛は思ったが、死んでも口には出さなかった。したら本当に死ぬかもしれない。強烈な腹部への飛とび蹴げりとか、こめかみへの必殺の一撃のパンチとかで。

　なので、愛あいは光ひかるを振り返って頷うなずきかけた。

　光はすぐに小人・四の下に、

『田た名な網あみ久く美み』

　と書いた。すると。

「はぁい♪　あたしも立候補しまぁす♪」

　そう言って、美み巳みまでもが手を挙げた。にこにこしている口元になんだかポテトチップスのかすのようなものが付いているのは、きっと気のせいじゃないだろう。

「あたしはねぇ……小人・五ぉ♪」

　くす、とどこかで笑いが起こり、

「……三匹の子豚なら良かったのにな」

　と誰だれかが呟つぶやいたのが、愛にはこそりと聞こえた。誰、と特定できるような声ではない。美巳には聞こえてしまっただろうか？　愛は素早く席を見回し、多分こいつだ、という男子を見つけた。目が合った途と端たんに逸そらし、にやにやしたからだ。だが。

（……注意した方がいいとは限らない……）

　ことを、愛は知っていた。

　もし、

『そんなこと言うのやめてください』

　と言えば、

『俺おれが何言ったってんだよー』

『そ、それは……』

『ほら言ってみろよー！　言えねえのか？　だったら濡ぬれ衣ぎぬだな！　生徒会長が善良な一般生徒を疑っていいと思ってるのかよ？　謝れ』

　もちろん、謝れっこなんかない。

　悪くなんかないのだから。

　だけど。

『あーやまれ！　あーやまれ！』

　男子はきっとそんな風に周りを囃はやしたて、追い詰めてくるに違いない。

　──そして男子は言うのだ。『そうだなあ、本当に悪いと思ってるなら……脱げ！』そして教室には『脱ーげ！』コールがわき上がり、もはやここは脱がないと収しゆう拾しゆうがつかないところまで生徒たちは《堕落ダウンフオール》し、おまえは恥はずかしさに気が遠くなりながら、スカートの中に手を入れて、お気に入りのアイスクリームのプリント柄がらのショーツをゆっくりと下ろし──

（下ろすかっ！）

　ああ、ここにハリセンがあったら！　そして天使がいたら！

　すぱーん、とやってやるのに！

　絶対やってやるのに！　ちくしょう！

　──はっはっはっ、冗談だ。

（笑えませんよっ！──え？）

　そんな想像はともかく、ふっと目の端はしで人の影が動いた、と思った瞬しゆん間かん。

　凄すさまじい音を立てて、その男子は吹っ飛んでいた。

　後ろのロッカーに逆さになって背中から激突し、扉とびらを豪ごう快かいにへこませ、そのままずるりと頭から落ちて、ごつん、と音を立てたが、本人は痛みなど忘れてしまっているようだった。

　クラスメートも、突然のことに悲鳴すら出ない。

「また、ふざけたこと言ってみろ！」

　その男子の机の上に立って、久く美みは吼ほえた。

「今度はロッカーじゃ済まねえぞっ！　わかったかっ！」

　男子は逆さになったまま、こくこくと頷うなずいた。

　皆、声もない。

　──《憤怒ラース》の本領発揮、といったところだな。

（だ、だな、じゃないですよ……）

　みんな、動けない。

　その中を、久美は鼻を鳴らして机からジャンプした。スカートが翻ひるがえって、体にぴったりした黒いスパッツが、あらわになる。まるで本当の猫のように、机三つも離れた自分の席に着地すると、久美はそのまま座った。

「これで、二人だな」

「え……？」

「え、じゃねえよ、生徒会長。やる奴やつが決まった役がだよ。そろそろ推すい薦せんに移ろうぜ。どうせもう立候補する奴なんかいないだろ？」

　言って、久美は教室を見回した。

　さっきの生徒は腰を押さえながら、まだ何が起こったのか把は握あくできない様子で自分の席へ戻っていく。他ほかの生徒もまだ呆ぼう然ぜんと、けれど久美の言うことが正しいように、誰だれも続けて手を挙げるものはいなかった。

　──気になるな。

　天使の声に、愛あいは表面的には何も気付いていないような顔をした。脳内天使とお喋しやべりをしているなどと知れたら、いじめられるかもしれない。

（……何がです？）

　──悪あく魔まっ娘こが二人も、『小人』役に立候補した。しかも、目立ちたいという欲とは無縁の《憤怒ラース》と《大食グラトニー》だ。

（何か狙ねらっていると？）

　──そう思った方がいいだろう。この話を持ってきたのは黒くろ島しま竜りゆう一いち。そして、白雪姫に出てくる小こ人びとの数は──

（七人……）

　──そういうことだ。

（け、けど、天使様。劇に出られるのはこのクラスの人だけで、ずっと学校に来てない荒あら縁ぶちさんを入れても三人ですよ？）

　──そんなもの、どうにかしようと思えばどうにでもなる。

　うーん、と愛あいは内心で唸うなった。

　確かに。

　この数字の合がつ致ちは、嫌いやな感じだ。といって、何を考えているのかということになると、よくわからない。劇をやって、この七人になんのメリットがあるのだろう？

「あー、白しら鳥とり……」

　すっかり注意する機会を逸いつした来くる栖す先生は、投げられた男子はとりあえず大だい丈じよう夫ぶそうだ、とみると、腕時計をちらりと見た。

「田た名な網あみの言う通り、推すい薦せんに移ってもよいと思うが」

「はあ……」

　正直、気は乗らなかった。推薦となれば、自分たちがやりたくないために他ほかの──自己主張の弱い人間、人の意見に逆らえない人間に、面めん倒どうを押し付けることになるだろう。そしてこの場合、真っ先に狙われるのは光ひかるだが──。

（どうするつもりなんだろう……）

　愛は、久く美みを見た。

　そんなことを、彼女が認めるとは思えなかった。

　無む闇やみに推薦をしたら最後、その場で逆に推薦返しをされるか、それで済まなければ放課後──今も放課後だが──体育館裏うらに呼びだされて、いろいろと酷ひどい目に遭あわされるとか、そんなことを想像してしまうほどには、みんなも、光に手を出す愚おろかさを、この頃ごろは学んでいる。

「おい、いいのかよ？」

「え？　あ、えっと……」

　認めるしかあるまい。もう一度クラスメートをみたが、やはり誰だれも立候補しようという生徒はいないようだった。それは親友の平ひら山やま綾あや香かもそうで、目が合うと彼女は小さく顔の前に立てた手を振った。

「じゃあ、推薦いいな？」

　久美は重ねて言い、愛は頷うなずくしかなかった。何を企たくらんでいるにしても、それを拒否する権限は、愛にはない。しかも議長という立場上、他ほかの人を推薦して光を護まもることもできない。

「よーし」

　久く美みはこれから決闘でもするかのように、何度も拳こぶしを掌てのひらに打ちつけた。

「オレが推すい薦せんするのはひとりだけ」

　腕を伸ばし、指を伸ばし、それを、推薦する人物に突きつける。

（わ、わたし!?）

　愛あいは自分が指されたのだと思った。

　だが、久美の指は止まらず、横につうと動き、黒板に名前を書こうと待まち構かまえていた光ひかるの、その制服の心臓の辺りを指していた。

「オレは光様を、白雪姫に推薦するっ!!」

　…………。

　………。

　……。

　…。

「……えええええええええええええええっ!?」

　愛はのけぞり。

　教室はどよめきに揺ゆれ。

　窓ガラスは悪あく魔まの声に怯おびえたように震ふるえた。

　びりびりと。




　　　　☆




「よくやったと誉ほめて差し上げますわ！」

　ごつい手にはまったく似合わない小さな携帯電話（防水仕様）を赤せき兎とから受け取った明あけ星ほし獅しぃ子こは、ことの次第を美み巳みから聞いて、そう声を上げた。

　ますわ、ますわ、と声が反響する。

　それも当然。

　ここはバスルームなのだ。しかも、広い。ちょっとした温泉ほどの広さはある。

　そこに《高慢プライド》の獅ぃ子以下、《邪淫ルスト》の牧もく鷹おう羊よう子こ、《嫉妬エンヴイ》の宇う美み野の巳み和わ、《怠惰スロース》の荒あら縁ぶち棕しゆ櫚ろ、《強欲グリード》の鏡かがみ倉くら子この五人が揃そろっていた。

　全員が裸。

　全裸。

　幼い頃ころに事故に遭あってそれきり歩けなくなった獅ぃ子の足代わりの赤兎を除けば、誰だれ一人水着を着けることもなく、その肢し体たいを惜おしげもなく晒さらしている。

　初めの頃は赤兎の存在に抵抗を見せた少女もいたが、今ではすっかり慣れたもので、獅ぃ子の『足』としか見てはいない。

　獅しぃ子こは携帯のボタンを押して通話を切ると、それを無む造ぞう作さに放ほうった。いくら防水仕様といっても、湯に沈めば壊れるのは間違いない。だがそれは湯船に落ちることなく、赤せき兎との手によってつかまえられた。

　いちいちそれを確認したりはしない。

「お聞きなさい！」

　獅ぃ子は、ツインテールに縛しばったブロンドの髪を後ろに払い、一いち同どうを見回した。

　すい～、と湯船を横切ってきたのは、羊よう子こだ。裸の足に巳み和わがしがみついている。彼女が離れるのを待って、羊子は体を起こした。ざば、と海底が隆りゆう起きして島ができ上がるかのように、恐ろしく豊かな胸が現れる。

　白い、白い丘。

　一七歳の羊子は現役のグラビアアイドルなのだ。ファンならば、一いつ糸し纏まとわぬこの肢し体たいを見られるのなら、なんだってするに違いない。

　その後ろで立ち上がった巳和は、《七コミ人ツテ委イ オ員ブ セ会ブン》のメンバーの中では一番年が若い（それでも一三歳）こともあって、体の凹おう凸とつはほとんどない。けれどそれは幼いから、というよりも、元から肉があまりついていないからといえた。肋ろつ骨こつや腰骨が浮かび上がっている。が、それでも胸には微かすかなふくらみが見て取れる。

　獅ぃ子は一六歳なのだが、体形は巳和に近い。羊子とは大違いだ。それは、口には出さないものの屈くつ辱じよくだった。人より劣るところが自分にあると認めるなど、ありえない。いくら羊子の持つ《罪シン》が《邪淫ルスト》だといっても、そんなものはなんの理由にもならない。

　すべてにおいて、勝まさっていなければならない。

　それが《高慢プライド》の《罪人シナー》の宿命。

（いずれは手に入れてみせますわ、そのプロポーションも）

　無論、整形などではなく、自然の成長で。もう一六だが、諦あきらめてなどいない。そんなことはありえない。

　獅ぃ子は咳せき払ばらいをして、嫉しつ妬とを無理やり抑えつけた。羊子の後ろで巳和が、片目を隠す長い黒髪を押さえて微かに微笑ほほえむ。彼女の《罪シン》は《嫉妬エンヴイ》だ。それを搔かき立たてられた者を見るのが、悦よろこばしいのだろう。

「今、美巳から連絡がありましたわ。光ひかる様を無事、『白雪姫』役につかせることに成功した、と。まずは第一段階は成功、といったところですわね」

　おほほほほほ、と獅ぃ子は笑った。

　笑い声が反響する。

「まあ、それはいいんだけどさ……」

　そう言ったのは、湯船の縁へりに両腕を引っ掛けてだるそうにたゆたっている棕しゆ櫚ろだ。可愛かわいい、というより、イケてる、という方が似合う男の子フェイスの額ひたいには、前髪がぺとりと張り付いている。非常にうっとうしそうにしているのだが、直そうともしない。

　その向こうで倉くら子こは、こっちの様子が見えているのかいないのか、風ふ呂ろに入るときまで眼鏡めがねを掛けっぱなしにしていて、レンズは真っ白に曇ってしまっていた。服は脱がなければどうしようもないが、身に着けられるものは身に着けておこう、手放したくない、という気持ちの表れだろう。それが《強欲グリード》というものだ。

「いったい、何をしようっていうんだい？　僕としてはあまり光ひかる様に『やる気』を出してほしくないんだけどな」

「わかっていますわ。あなたの《大たい罪ざい》は《怠惰スロース》ですものね。ですけれど、今回はわたくしたちの《大たい罪ざい》を優先させていただきますわよ？」

「たち？」

　棕しゆ櫚ろは、指を立ててそれで獅しぃ子こを指した。

「君と……あとは？」

「もちろん、立案者の巳み和わですわ」

　髪を押さえて、巳和はこっくりと頷うなずいた。顔にはなんの表情も見て取れない。ほんの微かすかに頰ほおが赤いのは、後ろから羊よう子こが抱きついて、胸を触さわっているからだろう。

　羊子はレズというわけではないが、どちらもいける、という話を聞いたことはある。さすがは《邪淫ルスト》というべきか。
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　帝てい開かい中学の生徒会長である黒くろ島しま竜りゆう一いちは、飛び級制度で中学三年をやっているが、本当は一〇歳で、巳み和わの弟だったりする。苗みよう字じが違うのは両親が離婚して、母はは方かたに引き取られたからだ。もっともこの事実を知る者はほとんどいない。

「……わたしと獅しぃ子こ姉ねえさまの《大たい罪ざい》は」と巳和は言った。「条件を揃そろえるのが、難しいことはご存知ですよね……？」

　棕しゆ櫚ろはだるそうに、ああ、と呟つぶやき、頷うなずいた。

「……《嫉妬エンヴイ》と《高慢プライド》……ただ何かをすれば、何かをさせれば、光ひかる様にその《大たい罪ざい》を犯させることができるわけではありません。それなりのシチュエーションが必要です」

「それが、今度の劇か？」

「……はい」

　こっくりと巳和は頷いた。

「……劇という形態を取って、光様を《公開堕落ダウンフオール》させます」

「なんか、《公開処刑》みたいでいいよね～♪」んふふと羊よう子こは笑った。「デスメタル系のバンドの曲名みたい？　聞いたことないからイメージだけど♪」

　どこが、何がいいのか。それは獅ぃ子にはわからなかったので、聞き流しておいた。

「……大事なのは観客の存在です。光様がされることを見て、観客は《嫉しつ妬と》するでしょう。それは光様に《嫉妬エンヴイ》のエネルギーを感じさせるのと同時に、それを人々に与えたのが自分である、という優越感を生みます。その感覚は自分が特別な存在であるという思いに繫つながり、それが《高慢プライド》の温おん床しようになるのです」

「まわりくどいなあ……」

「……仕方ありません。わたしと獅ぃ子姉さまの《罪シン》は……そういうものですから」

　獅ぃ子は、巳和が言葉を選んだのだとわかった。多分、複雑である、とかなんとか。だがそれでは他ほかの《大たい罪ざい》が単純であるという意味に取られかねない。それを避さけたのだ。

「ともかく、そういうことですわ。わかりまして？」

　獅ぃ子がそう言うと、棕しゆ櫚ろは、まあね、と欠伸あくび交じりに答えた。

「それで～？」

　巳和の肩に顎あごを乗せるようにして顔を出し、羊子は首を傾かしげた。その動きがくすぐったかったのか、巳和はぴくんと震ふるえて、ん、と愛らしい声を出す。

「あたしたちは何をするの～？」

「もちろん、光様を《堕落ダウンフオール》させるのですわ。劇中で。わたくしたちが登場人物となって」

　獅ぃ子は、ふっと微笑ほほえんだ。

「まさしく、《公開堕落ダウンフオール》ですわ！」




　　　　☆




　──あっという間まに一週間経たってしまったな。

　下りた緞どん帳ちようの裏から暗い観客席を覗のぞき見ていた愛あいは、天使の声に小さくため息をついた。

　客の入りは結構いい。それはまあ、当然だった。別に、チケットを売りさばいたわけではない。一応、希望者だけ、ということになってはいるが、半なかば強制的に参加させられている生徒がほとんどだ。

　──それにしても、よく形になったものだ。

　ほんとうに。

　天使に言われるまでもなく、よくもまあ、間に合ったものだと思う。

　一週間などあっという間だった。

　寝て起きたら当日になっていた、というような感覚だ。その間かんに、台本を作り、衣装を作り、背景の書かき割わりを造り、台詞せりふを覚えたのだ。

　衣装は、担当者のほとんどが親に作ってもらったらしいが、書割はそうはいかず、ベニヤ板や発はつ泡ぽうスチロールなどを買ってきて自分たちで草や木の形にカットし、色を塗り、それらしく仕上げた。作業は授業の時間にやれたので、生徒のほとんどは喜んではいたが、さすがに大量の塗料に気持ちが悪くなる生徒もいたりして、それなりに大変ではあったものの、小学校の劇レベルよりは、多少、それっぽくはなった気がする。

　そういうことで言えば、一番楽らくだったのは、役者であったかもしれない。

　本を読まなくなった、と言われていても、『白雪姫』クラスの童話になれば、おおよその内容は知っているものだ。本ほん家けのグリム童話版でないとしても。

　──しかし、この一週間、悪あく魔まっ娘こたちには、特になんの動きもなかったな。

（そうですね。田た名な網あみさんたちも真ま面じ目めだったし）

　愛は緞帳の隙すき間まから顔を引っ込めると、長くて歩き難にくいスカートの裾すそを持ち上げるようにして舞台の袖そでに戻った。黒いどっしりとした衣装は、思った以上に重い。頭に載せた宝ほう冠かんも、落ちないように髪に留とめているので、引っ張られて少し頭痛がする。

　薬を飲めばよかったかな、と考えながら、この一週間の悪魔っ娘と光ひかるの様子を、愛は思い返してみた。

　劇の練習は、衣装係や舞台装置係とは別に、図書室で行われた。全部で一二人だから、少し机を片付ければ、広さは十分だった。

　台詞せりふは本番までに暗記してくればよかったので、台本を片手に何度も通しで稽けい古こをしたけれども、途中、美み巳みがしょっちゅうスナックを食べる以外は、特に問題は起こらなかった。久く美みも《憤怒ラース》の《大たい罪ざい》を抱えているとは思えないほど、我が慢まん強く練習を繰り返した。気持ちが悪いほどに。

（にしても……）

　愛あいは自分の衣装を見下ろした。

（どうして、わたしが悪いお妃きさきなんです!?）

　真っ黒。

　これ以上はないというくらいに真っ黒なドレスは、裾すそがふわふわとして動きづらい。元はウェディングドレスだったのを、黒く染めたものだ。確かに綺き麗れいは綺麗だが、闇やみを着ているみたいで……気分が重い。

　──そりゃあ、推すい薦せんされたからだろう。

（わかってますよ、そんなことはっ！）

　舞台装置が置かれて狭い袖そでをすり抜けながら、愛あいは頰ほおを膨ふくらませた。スカートを引っ掛けないようにしないと。もしも今破やぶれたりしたら、取り返しがつかない。

　しかし、どうせ何かしら押し付けられるだろうとは思っていたが……よりによって、悪いお妃（魔ま女じよと二役）とは！

　愛をその役に推薦したのは、やはり、というか、久く美みだった。

　不公平だと思う。

　議長役は誰だれかを推薦することも、立候補することもできないのだから。

　もしそれができたなら、小人役に立候補していた。そうすれば、久美たちが光ひかるに何か悪さを仕掛けても、阻そ止しすることができる。だが、悪いお妃役ではそれもままならない。

（……このまま何もないなんてこと──）

　──まあ、ありえないだろうな。

（ですよね……何してくると思います？）

　──劇中で犯す罪といえばなんだ？

（うーん……）

　愛は、眉み間けんに皺しわを寄せた。

（一応、白雪姫だから主役だし……《高慢プライド》？）

　──何な故ぜだ？

（目立ちますし、主役っていうくらいですから、この劇で一番重要じゃないですか。上う手まくやればみんなにも賞賛されますし──あ、そうか！　ねえ天使様。ひょっとして田た名な網あみさんたち、光君を上手く演じさせるために、小人役に立候補したんじゃないですか？　白雪姫って、七人の小人と一緒にいることが一番多いですし）

　──ありうるな。

（ですよね！）

　愛は勢い込んで言ったが、天使は舌を打った。

　──こんなことなら、神かみ代しろ光の台本にだけ、細工をしておくんだったな。ひとりだけ違う台本を憶おぼえていれば、他の人間と嚙かみあわずに舞台は失敗に終わる。

（そんな！）

　──何が悪い。神かみ代しろ光ひかるは大おお恥はじをかくだろうが、《大たい罪ざい》を犯すよりはましだ。それともおまえは神代光が地じ獄ごくに堕おちた方がいいとでも言うのか？

（そ、そんなこと、ないですけど……）

　愛あいは唇くちびるを尖とがらせた。

　もちろん、光が地獄に堕ちることなど、ない方がいいに決まっている。いるが、光が大舞台で恥をかくのも可哀かわい相そうだった。そうでなくても前に一度、生徒会長選挙のときに、ほとんど回復不可能と思えるような、そのまま登校拒否になってもおかしくないような、大恥をかいているのだ。幸い、そのときの光は《堕落ダウンフオール》していたので憶えていないのだが、今度はそうはいかない。

　──今さらだと思うがなあ。

　天使がそう言うのと、彼が自分の視界の、普通なら意識し難がたい部分を見ているのを感じて、愛は引っ張られるようにそちら側を見、そして、息を吞のんだ。

「……白しら鳥とりさん……」

　恥はずかしそうに白い頰ほおを染めて、光が立っていた。舞台装置の大きな木に半分くらい隠れるようにしながら。

　男子的には長めのキャラメルカラーの髪は、今日は同じ色のウイッグを着けていて、肩に届いている。付つけ睫まつげをつけてアイラインを引いているせいか、元から大きな瞳ひとみが、より大きく見えた。着ているのは肩が大きく膨ふくらんだ白いドレスで、これもやはりウェディングドレスを仕立て直したものだ。

　女の子にしては声が少しだけ低いとも思えるが、もともと声変わりをしていないので、まんま、女の子だった。しかも、

（……か、可愛かわいい……）

　おもわず《嫉妬エンヴイ》の心が動いてしまうくらいの可愛さだった。恥ずかしいのか、おずおずと物陰からこちらを窺うかがうその仕し草ぐさも、思わず唾つばを飲み込んでしまうくらい、はまっている。

「お、おかしくないかな……？」

　愛は、とんでもない、と言うように首を振った。もちろんそれは、おかしいところなどまったくない、という意味で。

「か、神かみ代しろ君……出てこない……？」

　ちゃんと、見てみたかった。半分だけなんて、我が慢まんできない。

　光は怯おびえたように、きゅ、と偽にせ物ものの木の幹を握にぎったが、やがて、こくん、と頷うなずくと横に移動した。ふわ、とスカートがつぼみを開くように広がる。

「どう、かな……？」

　上うわ目め遣づかいにこっちを見る光ひかるの頰ほおは真っ赤で、唇くちびるは微かすかに震ふるえていた。瞳ひとみも、恥はずかしいからなのか、微かすかに潤うるんでいる。

　うん、としか頷うなずけなかった。うん。うん、と。

　可愛かわいい。

　最っ高に可愛い。

　うずく。

　このまま飛びついて抱きついて……キス、したい。

　──愛あいっ！

　天使の声に、愛はハッとした。いけない、いけない。あやうく《邪淫ルスト》にやられてしまうところだった。

「う、うん。よく似に合あってるよ。──あ。男の子に女の子の服が似合ってるっていうの、誉ほめてないかな？」

「ううん、そんなことないです。……よかった。気持ち悪いとか思われたら、どうしようかと思ってたんです。だって、そうだったら、見にきてくれた人に悪いですから」

　そう言って、にっこりとする姿はまさしく、

（お姫様だわあ……）

　うっとりと、愛は思った。

　観客の驚く様子が目に浮かぶようだ。光が男であることは、隠していない。それが芸術的な挑戦なのだ、という説明を、芥あくた木ぎ先生は疑わなかった。本当のところ、久く美みの意い図とはわからないが、それを認めたクラスメートたちは、ただの悪ふざけだ。

　──美しくて当然。

　そんな天使の声がした。

（当然？　どうしてです？）

　──神かみ代しろ光、つまりルシフェルは、元々天使だぞ？　天使といえば美しいと決まっている。それに天使は男と女の美しさ、両方を兼ね備えているのだ。美しくて当然。その証拠に、私もとても美しいだろう？

（……ノーコメントにしときまーす）

　そう言ったとき。

「おおっ、すげえ！」

　そんな声がして振り返ると、簡単な作りの長なが袖そでのシャツにベスト、紐ひもで腰のところを締める形のズボンにショートブーツ、という格好の、久美と美み巳みがそこにいて、きらきらと目を輝かせていた。

「光様、綺き麗れいだなあ！」

「ホント、綺麗～♪」

　そんなことを言いながら近づいてきたかと思うと、

「きゃあ！」

　いきなりスカートを捲めくりあげられて、愛あいは悲鳴を上げた。ははは、という久く美みの笑い声が響く中、必死に翻ひるがえったスカートを押さえた。今日きようはこんなスカートだから、下にスパッツを穿はいてはいない！

（み、見られた……？）

　スカートが下がり、その向こうから光ひかるの姿が覗のぞいた。

　──しっかり見られたようだな。

　天使の言う通り。光の顔はさっきよりもずっと赤く、心臓の鼓こ動どうの高鳴りさえも、聞こえてきそうで、地じ獄ごくに続く穴でもいいから、飛び込んで頭を抱えたかった。




　　　　☆




「鏡よ鏡。この世で一番美しいのはだあれ？」

　枠わくだけしかない、その向こうに黒布を掛けただけの『魔法の鏡』に向かい、愛は大おお仰ぎような仕し草ぐさでそう言った。すると、黒布が左右に分かれて、クラスメートの平ひら山やま綾あや香かの顔が現れた。内側を真っ黒に塗った箱に、首から下に真っ黒な全身タイツを着て、顔だけが浮かび上がっているかのように見える。

「それはもちろん」

　と鏡は言った。

「白雪姫でございます」

「おお！　なんということ！　あの子が！　あの娘が私よりも美しいと!?　そんなことはありえない！　ありえてはならぬ！」

　愛は翻って（スカートが捲れぬよう最大限、気を付けて）、その場に泣き崩れた。そのままの格好で、おうおう、としばらく泣いたあとで。

「……そうだ」

　がば、と顔を上げて、空中を睨にらむようにして、

「あの子がいなければいいのだ。そうすればまた、わたしが世界で一番美しいということになる。誰だれか！　誰かおらぬか!?」

　立ち上がり、舞台の袖そでに立って、誰もいないその奥に向かって話し掛ける。

「おお、そなたか。忠実なる我が狩人かりうど。おまえに頼みたいことがある。とてもとても大切な役目だ。おまえにしかできぬ役目だ。実はな──」

　舞台は暗あん転てん。

　愛が急いで舞台の袖に引っ込むと、生徒たちが一いつ斉せいに飛びだして舞台装置を片付けて、あっという間まに城の中は深い森へと姿を変える。

　舞台『白雪姫』はそんな風にして始まって、


『狩人かりうどに白雪姫が置き去りにされる』

『白雪姫が森をさまよった挙あげ句くに小さな家を見つけて入り込み、七つのベッドの内のひとつに入り込んで寝入ってしまう』



　の二シーンを問題なく終えて、いよいよ七人の小人が森から帰ってくる場面となった。

　──よく見張っておけよ。

（はい）

　舞台の袖そでに立って、愛あいは、反対側の袖を見つめた。その暗がりから、七人の小人は戻ってくるのだ。

　やがて、軽快、というか、七人の小人の登場シーンにしては随ずい分ぶんと荒々しい、どちらかといえば海かい賊ぞくが現れるのが相応ふさわしいのではないだろうか、と思えるような曲が流れだした。

　エイサ、ホイサ、という声も一緒に流れる。

　──む。

　天使がいぶかるような声を出したが、その理由を、愛はすぐに知ることになった。

（な、な、なんで……）

　声に出してそう言いたかった。だが、唇くちびるはパクパクと動くものの、声は出ず、わなわなと体を震ふるわせるしかなかった。何な故ぜなら、

（なんで、あの子たちが、ここに勢せい揃ぞろいしてるのっ!?しかも小人の格好してっ!!）

　であったからだ。

　七人の小人──それは、久く美みと美み巳みだけで、他ほかの五人は別のクラスメートがやることになっていた。だが、袖から現れた小人は、七人が全員、悪あく魔まっ娘こたちに入れ替わっていた。

　結果、とても小人には思えない一団となっていた。

　中でも一番目を引いたのは、やはり、というか、羊よう子こだった。彼女だけ、服装が違う。シャツにベスト、というのは同じだが、ズボンを穿はいていない。シャツの裾すそから長い足がにょっきりと覗のぞいて、歩くたびにその奥が見えそうになって、おお、と言う声が上がった。

　客席の方で、芥あくた木ぎ先生が失神せんばかりに目を白黒させているのが見えたが、どうすることもできなかった。止めれば、不ふ手て際ぎわだと思われる。そんな恥はじを、帝てい開かい中学の生徒及び教師の前で見せたくはないのだろう。

　やがて、観客席がざわめき始めた。

　──どうやら気付いたな。

　そう思えた。

　小人のひとりが羊子であることに、現役のグラビアアイドルであることに、誰だれかが気付いて、それが野の火びのごとく広がったに違いない。はっきり言って、それまで適当に、授業の一環だから仕方がない、という態度で見ていた生徒たちの目の色が、はっきりと変わった。

「やあやあ、疲れた」

　お世辞にも、上う手まいなどとは絶対にいえない大根っぷりを発揮しながら、久く美みは家の扉とびらを開けた。七人の小人の家は、輪切りにされていて、観客席から中の様子がきちんと見えるようになっている。

「今日もよく働いたー。食事をしたら、よく眠ろう。いやそのまえに風ふ呂ろかな？」

　そんなことを言いながら、ぞろぞろと部屋に入っていく。

　当然そこには──

「ややっ!?　誰だれかオレたちのベッドで眠っているぞ？」

「ほんとだ～♪」

「……ずうずうしいですね」

「どこの誰ですの!?」

「でもでも可愛かわいぃ♪」

「わたしのものにしたいです。いえ、わたしのものです」

「僕はどうでもいいけど」

　久美たちは、とても白雪姫の七人の小人とは思えないような台詞せりふを各おの々おの吐はき、ベッドの中の白雪姫──光ひかるを覗のぞき込んだ。

「ふぅん、可愛い子だねえ」

「どうしたんだろう、こんなところで」

　また棒読みの台詞に戻る。

（ど、どどどどうしよう、天使様っ！）

　──当然阻そ止し！

（わかりましたっ！）

　愛あいは舞台に飛びだしていこうとして──しかし、果たせなかった。腕をつかまれたのだ。

「おいっ、何してんだ！」

　小声で叱しかられる。初めは全然やる気がなかったくせに、途中からやけに張り切った『演出』を任された生徒だった。

「何って、部外者が！」

「は？」

　生徒は眼鏡めがねの位置を直しながら舞台へと目をやって、ぎょっとした顔になった。

「ど、どうなってんだ!?　誰だれか幕──いや、待った！　いい、このままだ！」

「ち、ちょっと、何言ってるの？」

「いいじゃんか、こっちの方が面おも白しろい。それに部外者かもしれないけど、あれ、神かみ代しろの関係者だろ？　いやあ、まさかこんな近くで羊よう子こちゃんを見られるだなんて思わなかったなあ」

　そう言うと、生徒はとろんとした顔になった。軽度ではあるが、完全に、羊よう子この《大たい罪ざい》にやられている。

　またしても客席がどよめいて、愛あいは振り返ってその理由を知った。

　羊子が脱ごうとしている！

「ちょ、羊子！」

　車くるま椅い子すに乗った獅しぃ子こが、慌あわてたようにそう言うのが聞こえた。

「いくらなんでも、それはまずいですわっ！　追い出されたら意味はありませんのよ!?」

「あ、そっか」

　羊子はそう言うと、脱ぎかけていたシャツを元に戻した。そうして、ベッドの脇わきに腰を下ろすと、んふふ、と笑って艶なまめかしい仕し草ぐさで、光ひかるの頰ほおを撫なでた。

「ほ～んと、可愛かわいい♪」

　そう言って、眠ったふりをしている光の頰に、羊子は軽くキスをする。途と端たん、怒いかりと、羨せん望ぼうのどよめきが、観客席から起こった。生徒の半分は女子なのだが、羊子はあれで女子の人気も意外とある。

　──そういうことか。

（何がですか、天使様っ！）

　──この劇の目的がわかった。ここは《大たい罪ざい》のエネルギーを効率よく集めるための、一種の装置だ。形、と言い換えてもいいかもしれない。観客を見ろ、愛。現役グラビアアイドルの牧もく鷹おう羊子と絡からめる神かみ代しろ光に対して、男子生徒が《嫉しつ妬と》している。それに、美しすぎる神代光に対しての女子の《嫉しつ妬と》もだ。

（け、けど、それは光君が《嫉しつ妬と》しているわけじゃないし──）

　──愚おろか者もの。《嫉しつ妬と》することが《大たい罪ざい》ではあるが、神代光の場合は他人の《嫉しつ妬と》も吸い取って自らの《大たい罪ざい》とすることができるのだ。

（そんな！）

　──この劇を中止できないのなら、連中の邪じや魔まをしろ。でないと──

　天使の言いたいことはわかった。

「ほら～白雪姫～？　起きないと、お姉ねえさんがいいこと、し・ちゃ・う・ぞ♪」

　羊子はそう言うと、もちろん寝たふりをしているにすぎない光の手を取って、

　むにゅうん、

　と、自分の胸に押し付けたのだ！

「うわ！　わ！」

　さすがの光も飛び起きた。だが、こんな展開はもちろん、台本にはない。光はあちこち視線を走らせ、七人の小人が全員、自分と同居している少女たちに代わっていることに気付くと、目を瞬しばたたいた。

「え？　な、なんで──」

「あなたのことは知っていますわ！」

　光ひかるが続きを口にする前に、獅しぃ子こがそれを圧おして有り余る、よく通る声で言った。さすがは一六にして幾いくつもの会社を経営しているだけのことはある。声の通りが全然違う。

「白雪姫！　わたくしたちにお任せなさい！　ずっとここで暮らせばよろしいですわ！」

「う、うん……」

　圧倒され、光は反射的に頷うなずいていた。そう思えた。

「では！」

　パチン、と獅ぃ子は指を鳴らす。

「小人・羊よう子こ。歓迎して差し上げなさいな」

「は～い」

　そう言うと、羊子は光を思い切り抱き締めた。もとより身長はそれほどない光である。その顔は、見事なまでにもろに、羊子の豊かな胸にうずもれた。見た目はしっかり少女なので、なにやら倒とう錯さく的てきな雰ふん囲い気きがある。

　が、いくら少女らしくても、観客は光が男だと知っている。彼らの《嫉妬エンヴイ》が噴ふき出だした。やばい。そうとうにやばい。そればかりではない。羊子の胸に顔をうずめさせられた光の中でも罪が、《邪淫ルスト》の《大たい罪ざい》が、蠢うごめくのを愛あいははっきりと感じ取った。

　──まずい！　やめさせろ！

（わかってます！）

　愛は思い切り腕を振って、クラスメートの手を振りほどいた。だがもう一度、今度は服をつかまれ、きゅ、と首が軽く絞まった。

「待てって！」

　男子は声を荒あららげた。

「今飛びだしたら筋が滅め茶ちや苦く茶ちやだろ！　自分の格好を見てみろよ！　駄だ目めだ駄目！　駄目駄目駄目駄目駄目駄目駄目！」

　首が振られる。何度も。猟りよう奇き的てきなまでに激しく。

　男子は、服を離してくれるつもりはない。そうだとわかる。愛は首の部分をつかんで息の確保と、それから服が脱げてしまうのを防いだ。

　──排除しろ、愛。

（そうしたいですけど、どうやって!?）

　──キン○マ、蹴けっちまえ。

（キン──って！　天使様は、乙女おとめに気を使うとか、そういう気持ちはないんですか!?）

　──危き急きゆうのときに意味が通じなくてもいいのか？　人間の男はそこを蹴られたら抵抗などできない。さあ蹴れ。とにかく蹴れ。早くしないととんでもないことになるぞ──見ろ。

　天使の言葉に愛あいは舞台に目をやり、絶句した。

　確かに、とんでもないことになりかけている。

　羊よう子こが服を脱ごうとしている!?

「白雪姫ちゃ～ん？　もしかして、お腹なか空すいてるのかなぁ？」

　そんなことを言いながら、羊子はシャツの裾すそを捲めくり上げ始めていた。

　黒いレースのショーツがあらわになり、続いてやたらと細い腰が、その上の肋ろつ骨こつが、そして、恐ろしく巨大な胸のふくらみの下の部分が、少しだけ顔を出した。

　だが、そこで手が止まる。じらすように。

「あ、でも、わたし、母乳は出ないんだった。ごめんね？」

　ぺろり、と舌を出して、羊子はシャツを下げる。光ひかるはホッとした表情になり、観客席は安あん堵どと、残念がる気持ちに、微妙な雰ふん囲い気きになる。だが。

「ご飯なら、あたしに任せてぇ♪」

　美み巳みはそう言うと、ベッドの上にテーブルを置き、いったいどこから出してくるのか、その上に次々と料理を並べ始めた。ハンバーグ。カレーライス。ナポリタン。ステーキ。伊い勢せエビのグラタン、ケーキ、ｅｔｃ。美お味いしそうな匂においが辺りに漂ただよう。

　ぐう、とお腹が鳴った。

（わ、わたしじゃないですよ？）

　──わかっている。今のは神かみ代しろ光の腹だ。連中、このために神代光の朝食を抜いたな？　悪あく魔まっ娘こどもは、《大食グラトニー》の《大たい罪ざい》も犯させようというつもりのようだな。

（冷静に言ってる場合じゃないですよっ！）

　──わかっているなら、止めろ。

（そんなこと言われても──）

　──連中、ここで《七つの大たい罪ざい》の饗きよう宴えんを、衆しゆう人じん環かん視しの中でやるつもりだぞ。止めなければ神代光は《堕落ダウンフオール》する。この一回で、ルシファーとして目覚めてしまうかもしれん。それを許すのか？　ただのクラスメートのキン○マの方が大事だっていうのか？

（キン○マ、キン○マ言うなっ！）

　愛は、

（ていっ！）

　クラスメートの指にチョップを食らわせると、怯ひるんだ隙すきに手を外して振り返り、

（ごめんなさいっ！）

　心の中で謝って、思い切り足を振った。

　むにょ、っというなんともいえない感触が脛すねに広がる。奥の方に、こりっとした硬さを感じながら、それでも容よう赦しやなく振り上げる。

　男子は、きょっ、という変な声を上げて、その場に頽くずおれた。

（う、うひいぃぃぃぃ）

　この微妙な感触！

　股こ間かんを押さえてうずくまった男子に、ごめんなさい、と呟つぶやき、愛あいは舞台装置の陰に隠れてドレスを脱いだ。

　──お。やっとヤル気になったのか？　しかし、舞台の上でというのは大胆にすぎるな。神かみ代しろ光ひかるはあれで繊せん細さいだ。立つものも立たんのではないか？

（ちちちちち違いますよっ！　着き替かえるために脱いだんですっ！）

　愛はすぐ傍そばに置かれてあった魔ま女じよの衣装を引っつかむと、頭からそれを被かぶった。袖そでを通し、籠かごと杖つえを引っつかむ。ストラップのないブラは、どうにも落ち着かなかったが、少し安心できた。あのドレスを着るためには仕方がないとわかってはいたものの、ずり落ちるのではないかと、はらはらしっぱなしだったのだ。

「──白雪姫、あ～ん♪」

　そんな、美み巳みのはしゃいだような声を聞きながら、愛は魔女に変身した。

　ここからシナリオ変更だ。

　本当はこのまま劇を中止にもっていければその方がよいのだけれど、乱入して騒いだところで、せいぜい一時中断になるくらいで、すぐに再開されるだろう。そして、そのとき、舞台にいないのは自分だ。《大たい罪ざい》の誘ゆう惑わくは強い。生徒会長選挙のときのように、大きな、《堕落ダウンフオール》から目が覚めるような何かがない限り、自分に味方してくれる者は多くはないだろう。

　だったら劇中で、劇らしく、光を護まもるしかない。

　本当は、魔女の出番はもう少しあとなのだが、そこまで待っていたら、光は《堕落ダウンフオール》してしまうかもしれない。それでは駄だ目めだ。

　愛は舞台の袖に戻ると、深呼吸をした。

　こっちに気付いた裏方のクラスメートたちがぎょっとした顔になって、慌あわてて手元の台本を調べている。もう遅い。

　愛はスポットライトの中に足を踏みだした。観客たちの視線が、一瞬、自分に向くのがわかる。本当にそれは一瞬だったが、獅しぃ子こたちは気付いたはずだ。

（構かまわないもん）

　それは予想済み。愛は家の、本来ならそこには見えない壁があるはずの表に回ると、暗あん黙もくの了解を無視して家の中に入った。

「しら──ま、魔ま女じよさん……？」

　白雪姫はお妃きさきが変装した魔女を、ただの物売りのおばあさんだと思うはずなのだが、予想外に早く愛が出てきたので間違ってしまったのだろう。

「……んだ、てめぇ!?」

　不良のような口調で、久く美みが肩を怒いからせながら近づいてくる。《憤怒ラース》が噴ふき出だすのが、黒い煙のように見える。

　──愛あい、リンゴだ。

（え？）

　──リンゴにおまえの体を通して《聖なる力》を注ちゆう入にゆうしてやる。そもそもリンゴには破は邪じやの力があるのだ。もっともそれは原種に限った話で、普通にスーパーに売っているようなものでは駄だ目めなのだがな。

（わ、わかりました）

　愛はぶら下げていた籠かごからリンゴを取りだすと、それを手の上に載せるようにして持った。

　すると、心臓の辺りから温かい光りが腕を走り、リンゴを包むのがわかった。まるで、そういう形のランプであるかのように、温かく輝いたように、愛には見えた。

「ここはオレたちの家だぞ！　勝手に入ってくんじゃねぇよ！」

　アドリブにしては感情がこもっている。

「わ、わたしはただ、この美お味いしそうなリンゴを、皆さんに食べてもらいたくて……」

　ずい、とリンゴを突きだすと、久く美みはぎょっとしたような顔になって、後ろに下がった。どん、と獅しぃ子この車くるま椅い子すにぶつかって、彼女をつんのめらせる。

「なんですのっ!?」

　ツインテールを鞭むちのように振って、獅ぃ子は振り返った。

「い、いや……わかんねーんだけど……」

　そう言いながら、久美は怯おびえたように、車椅子を盾たてにするように後ろに隠れる。獅ぃ子は怪け訝げんそうな顔をして愛を振り返ると、目を瞠みはって顔を引き攣つらせた。

　他ほかの少女たちも気付いて振り返り、やはり、ぎょっとなる。

　愛が一歩前に出れば。

　獅ぃ子たちが退ひく。

「な、なんですの、あのリンゴは？　まがまがしいというか、おどろおどろしいというか」

「わ、わかんねえよ！」

「あたしぃ、食べ物が気持ち悪いと思ったなんて初めてだよぉ！」

「まずそ～。いやぁん」

「……鳥とり肌はだ、たっちゃいました」

「わ、わたしが、人のものを欲しいと思わないなんて……」

「……う～ん、ものぐさなボクでも、さすがにこれは逃げだしたくなるね……」

　口々にそんなことを言いながら。

　劇の流れの異常さに観客たちがざわめきだす。

　けれど誰だれかが、

「七人の小人はあれが毒リンゴだと気付いてるんだ！　さすが妖よう精せい！　すげえぜ！」

　と言ってくれた。

　そのおかげか、そうか、と勝手に納なつ得とくしてくれたらしく、そっちは気にしなくてもよさそうだった。

　らっきー。

（天使様すごい！　すごいです！）

　右に、左に、リンゴを向けながら、愛あいは光ひかるのベッドへと近づいていった。悪あく魔まっ娘こたちは隙すきを狙ねらって飛び掛かろうとするが、愛が素早くリンゴを向けると、踏みとどまる。

　こんな場面の映画を見たことがある。

　そのとき主人公が持っていたのは、リンゴじゃなくて手しゆ榴りゆう弾だんだったけれども。

　──ハッハッハッ、当たり前だ。ただし、効果時間は短いがな。

　天使の言う通り、じり、と久美たちがにじりよってくる。

（それを早く言え！）

　愛は慌あわてて前に出て、慌てていたために、やはり、お約束の通りになった。

「あっ！」

　自分で自分の衣装の裾すそを踏み、前へとつんのめる！

　そして、そのままダイブ！

「わっ！」

「きゃっ！」

　派手な音を立てて、テーブルが、食器が、料理が弾はじけ飛とんだ。

　もふ、と柔らかい感触に顔を上げると、目の前に光の顔があって、愛はどきりとした。

　すごく近い。

　それこそ、あとちょっと身を乗りだせば、キス、できてしまう距離。

（ひ、光君……）

　目、閉じてしまおうか。

　──それもいいが、愛。

（なんですか、天使様……？）

　──パンツ、見えてるぞ？

（!?）

　そういえば、腿ももがやけにスースーする。愛は振り返り、魔ま女じよのローブの裾が捲めくれ上がってショーツに包まれたお尻が、観客席に向かって丸出しになっているのが見えた。

「きゃあっ！」

　慌ててローブの裾を直す。そこへ。

「てめえ、何してんだ！」

「幕！　幕下ろして！　いや！　ライト！　ライト消して！」

　スポットライトが消され、辺りは真っ暗になった。

　その中で。

　愛あいは、誰だれかに舞台の袖そでに引きずられていくのがわかったが、光ひかるを《堕落ダウンフオール》から救えたことは実感していた。これで終わりではないだろうけれど。




　　　　☆




（や、やっと……）

　愛はくたくたになりながら、舞台を見つめた。そこにはガラス──は危ないので、アクリルで作られた棺ひつぎがあって、造花が敷き詰められたそこに、光が横たわっている。

　その周りでは。

「わーん」

「ひっくひっく」

「……しくしく」

「えーん、えーん」

　などと。

　七人の小人に扮ふんした七人の悪あく魔まっ娘こが、泣いている。もちろん噓うそ泣なきだけれども。少しは本気があるかもしれない。

　悔くやし涙。

　何しろ結局、劇中では、光を堕だ落らくさせることができなかったのだから。

　あのあとも何度か、七人の小人が入れ代わり立ち代わり、光を誘ゆう惑わく──羊よう子こがスカートの中にもぐり込んだり、久く美みが書かき割わりの木を殴なぐり折おるのを教えたり、獅しぃ子こが観客席に向かって『庶民は豚！　白雪姫は姫なのですから、それをしっかりと覚えておかねば』と言ったり──したが、そのたびに愛は、魔ま女じよの格好でリンゴの『押し売り』に現れて邪じや魔まをし、とうとう光にリンゴを食べさせることに成功したのだった。

　そうなればもう、久美たちも手出しはできない。棺の中で光は、実に穏やかな顔で眠っている。

（……ふり、だよね？）

　──それはわからんぞ？　本当に寝ているのかもしれん。

　十分にありえた。光の性格ならば。

　──油断はできん。最後のダメ押しで悪魔っ娘たちが何かする可能性もある。それに、今の神かみ代しろ光は、水が溢あふれる寸前のコップだ。ちょっとしたきっかけで《堕落ダウンフオール》するぞ。

（えっ!?　どうしてですか！　ちゃんと阻そ止ししましたよ、わたし！）

　──《罪シン》は蓄ちく積せきする。《誘ゆう惑わく》を阻止しても、まったく犯さなかったわけではない。それが澱おりのように積もって、今や《堕落ダウンフオール》寸前だ。このまま劇が終わっても、悪あく魔まっ娘こたちと帰宅すれば、神かみ代しろ光ひかるは容易に堕おちるぞ。そしてそのとき、おまえは傍そばにいないだろう。愛あいよ。チャンスは今しかない。神代光を《浄じよう化か》するのだ！

（えええっ!?　無理ですよぉ！　だって、光君はもう、わたしのむ、む、胸を触さわったくらいじゃ《浄じよう化か》してくれないんですよ!?　どうしろっていうんですか！）

　──それは、《堕落ダウンフオール》していた場合だろう？　今の光はギリギリ《人》に留とどまっている。今ならば、そこまでやる必要はない。接せつ吻ぷんしろ！

（そ、そんなあ！）

　──ぐだぐだ言うな！　ほら、悪魔っ娘たちが動くぞ！

　その声に舞台を見れば確かに、少女たちに動きがあった。羊よう子こがすっくと立ち上がると、棺ひつぎに取りすがったのだ。

「ひか──白雪姫、雪みたいに冷たい……」

　巳み和わも手を伸ばして触れる。

「……本当です。羊──じゃなかった。小人さん。白雪姫が可哀かわい相そうです。温めてあげないと」

「そうだよね～。もしただの仮か死し状態だったら」

　笑いが起こる。

　それはそうだ、皆、そうだと知っているのだから。

「このまま体が冷えたら、本当に死んじゃうかもしれないもの～」

「その通りですわ！」

　獅しぃ子こが拳こぶしを振り上げる。そして指を伸ばすと、びしっと羊子に突きつけた。

「ひか──じゃなくて、白雪姫を、温めて差し上げなさい！　その体で！」

「いやぁん♪　えっちぃ♪」

　羊子はそんな風に言いながら、だが嬉うれしそうに、身を捩よじった。

　──な？

（な、じゃありませんよお！　どどどどどどうしようっ！）

　──だから、ちゅーしろって言ってんだろ！

（人前でそんなことできるかあっ！──あ）

　漫画なら、ここで頭の上に電球が出てきて、ぽっと点ついただろう。

（そうだっ！）

　愛は踵きびすを返すと、同じ袖そでで控ひかえていた王子役のクラスメートに駆け寄って、

「脱いでっ！」

　服をつかんでそう言った。

「え？　え？」

　男子は目を白黒させる。それはそうだろう。愛とて、こんな状況でなかったら、こんな強盗のような真ま似ねはしない。

（ていうか、変態!?）

　愛あいはもう構かまわず、無理やりベストを剝はがし、ボタンを外し、無理やり服を引き剝がした。

「うわ！　え!?　それも!?」

「そうですっ！」

　そう言うと、愛はカボチャパンツをつかんだ。縦に縞しま模も様ようの入った、ギャグ？　と疑いたくなるようなズボンというよりもパンツ。それを、白のストッキングもろとも、

「えいっ！」

　と下ろす。

「わあ！」

　逃げようとした男子はひっくり返って背中をしたたか打ったが、おかげで脱がしやすくなった。他ほかの生徒は何が起こっているのかわからぬ様子で、呆あつ気けに取られて見ている。

（泣きたいっ！）

　唇くちびるを嚙かみ締しめながら愛は魔ま女じよのローブから袖そでを抜き、脱がしたばかりのストッキングとカボチャパンツを穿はいた。まだ体温が残っていて気持ちが悪い。さらに、シャツとベスト、赤いマントも着ける。シャツのボタンが前まえ留どめでよかった。そうじゃなかったら、下着姿をクラスメートに晒さらさなければならなかった。

　だがそれでも、いきなり男子に襲い掛かって裸に剝むいた、という事実は残る。あとは、光ひかるを《浄じよう化か》したときにその副作用で、ここにいる全員が記憶を失ってくれることを祈るしかない。

　──急げ、愛！

　天使の声と、そして、観客席のどよめきに顔を上げると、あろうことか、これで最後だからと言わんばかりに、羊よう子こが全ぜん裸らになっていた。

　いや、ほぼ全裸。

　申し訳程度の水着も、前張りも、ニプレスだってつけていない。残っているのは靴くつ下したとくたびれたショートブーツだけ。そんな羊子が、ぷるるん、と揺ゆれる胸を片手で押さえながら、棺ひつぎに上がろうとしている。ぺろりと舌で赤い唇くちびるを舐なめて。

（駄だ目め！）

　愛は傍そばに置いてあった、スーパーなどにあるカートを改造した白馬の鬣たてがみをむんずとつかむと、思い切り、舞台に向かって押しやった。がーっと音を立てて、カートが悪あく魔まっ娘こたちをめがけて突進する。

「危な──」

　獅しぃ子しが言ったが遅かった。

「にぎゃー！」

　という変な悲鳴を上げさせて、カートは七人の小人を直撃し、蹴け散ちらした。そのカートには作り物の馬の首（なんとなく小こ憎にくらしく笑っている）が付いていて、歯を剝むいて笑っているようにも見える。

　羊よう子こも、胸をぷるるんと、いやそれどころか下の大事なところも放ほうりだしたまま、大開脚で倒れ、最前列に座っていた男子に、輸血が必要なくらい豪快に鼻血を噴かせた。

　そんな騒ぎであったのに。

　光ひかるは目を開けることも、もちろん、起き上がることもしなかった。

（今！）

　愛あいは赤いマントを翻ひるがえし、舞台袖そでを飛びだした。

　与えられた役をきっちりとこなす──光が、そういう気持ちからなのか、それとも本当に熟じゆく睡すいしているのかはわからなかったが、目をつぶっていてくれるのはありがたかった。

　あとは、皆がすべてを忘れてくれることを祈るしかない。

　愛は棺ひつぎに取り付くと、腕を差し入れて光を抱き上げた。

「何をするつもりですのっ！」

　斬きりつけるような獅しぃ子この声に愛は体が少し硬直するのを感じたが、あえてねじ伏せた。

「おお、なんと美しい姫だ！　以下略！」

　右手を腕の下に回して背中を抱き。

　左手で首を固定して。

「ああーっ！」

　七人の悪あく魔まっ娘こたちの叫び声を聞きながら、愛──強ごう奪だつした王子は、光──白雪姫にキスをした。

　かっ、と光の瞳ひとみが見開かれる。
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　その瞬しゆん間かん。

　光の体から温かい光りの波動が溢あふれだし、津波のように体育館の中に広がっていく。

　もちろん最初に吞のまれたのは、獅ぃ子たち。

　光の《罪シン》を洗い流す《浄じよう化か》の輝きは、悪魔の使し徒とたる彼女たちにとっては、劇薬に等しい。触れた途と端たんに、獅ぃ子たちの服は燃え上がり、灰と化していく。

　──解説しよう！　《悪魔の使徒》の着けている衣服は、神かみ代しろ光の《罪シン》が浄化される際に発せられる輝きから灼やかれるのを護まもるため、肉体の身代わりとなって失われてしまうのだ！

（知ってますよ！　誰だれに説明してるんですか！）

　愛は光から唇くちびるを離すと、手をかざして輝きをさえぎりながら、気持ち良さそうに気を失っていく光と、その周りで、あらわになる肌を隠そうと慌あわてる少女たちを見た。

　──いや、そろそろ忘れてるかと思ってな。

（憶おぼえてます！）

　そのとき、観客席の方から地じ響ひびきが聞こえて、愛は振り返った。

　身長が二メートルを超える大男が、舞台をめがけて突進してくる。愛あいが思わず後ろに下がると、大男は一ひと跳とびで段差を上り、脇わきに抱えていた毛布のようなものを少女たちに次々と掛けたかと思うと、光ひかるを含ふくめた八人をあっという間まに脇に抱え、踵きびすを返すと風のように体育館を飛びだしていってしまった。

　あとには、ただひとり気を失わずにいられた愛だけが、ぽつんと残された。

　──赤せき兎と、とはよく言ったものだ。

（なんです、それ？）

　──あの男の名前だろう？　元ネタは、三さん国ごく志しに出てくる武将、呂りよ布ふの馬だったが、後に回り回って関かん羽うのものとなった名馬だ。おまえの知識の中にあったものだぞ？

　そういえばどこかでそんな話の載っている漫画だか本だかを読んだ気がする。だが、すっかり忘れていた。

「どうでもいいですよ」

　愛はその場に女の子座りをして、長いため息をついた。

「今のこと、みんなが忘れてくれてさえいれば」

　ただそれだけを、今このときに望む。悪あく魔まっ娘こたちには、それは望めないだろうけれど。

　だけど。

　愛は、そっと自分の唇くちびるに指を当てた。

　光ひかるの唇くちびるの感触は、ずっと憶おぼえていたい──そう、願った。




　　　　☆




「まったく、本当に腹立たしいですわ！」

　その日の夜。

　やっぱり教会の食堂に集まった少女たちを前に、獅しぃ子こはテーブルを拳こぶしで叩たたいた。

　光はもう、部屋で眠っている──というか、寝っぱなしだ。

「白しら鳥とり愛あい！　またしても邪じや魔まをしてくれて！　許せませんわ！」

　どうしてこうタイミングよく邪魔ができるのか、わからない。見えない運命の糸のようなもので結ばれているのだろうか？　断じて認めたくはなかったが、偶然、というにはあまりにもいつもタイミングがよすぎる。

「けど、実力で排除はできないからねえ……」

　どうでもいいことのように、棕しゆ櫚ろが言う。

　その通り。そうなのだ。

　悪あく魔ま神しん《ルシファー》として覚かく醒せいしつつある光が心から望むことには、獅ぃ子たちは逆らうことはできない。そして彼は、愛に危害を加えることを許さない。

「ですけれど、このままでは済ませませんわよ！」

　獅ぃ子は、全員を見み据すえた。

「近い内に必ず、光様には《完全堕落ダウンフオール》していただきますわ！　それが、わたくしたち、《罪人シナー》の幸福！　ひいては光様の幸せ！」

　そうして、テーブルに打ち付けた拳を天てん井じように向かって突き上げた。

　天を打つように。

　目に見えぬ何かをつかむかのように。

「ええもう、必ず！　どんな困難が！　何があっても絶対に！」








　　　えぴろーぐ　愛あいの独ひとり言ごと・Ｒ









　はああああ……よかったああああ……。

　え？

　何が、って、決まってるじゃないですか、天使様。

　あの事件のこと、みんながちゃんと忘れてくれてたことですよ。今度は随ずい分ぶん、長い時間分を忘れてくれたみたいで、助かっちゃいました♪

　ええ、わたしが光ひかる君にキスしたことはもちろん、魔ま女じよと七人の小人の、壮そう絶ぜつな光・白雪姫の争そう奪だつ戦せんも、みーんな、ですもん。

　それにしても、《堕落ダウンフオール》前の光君にだったら、キス、だけでも効果があるんですね。

　えへ。

　いいこと発見しちゃった♪

　だってそうじゃないですか。キスだけでいいんだし、しかも、忘れてくれてるし。

　これからはそうやって光君を《堕落ダウンフオール》から救って、のんびりと気持ちを高めて、そうですねえ、高校を卒業するくらいまでには、そういう関係になれるかも。

　駄だ目め？

　どうしてですか？　すっごく良い方法だと──

　えっ!?

　次は、キスだけじゃ、戻、らない……？

　や、やだなあ、天使様。またそんなこと──マジですか？　マジにマジですか!?

　そんなあ……。

　一回《浄じよう化か》するたびに、どんどん戻もどし難にくく、方法も過激になるぞ、って！　そんな脅おどし方やめてください！

　わかってます！　わかってますってば！

　光君を真に《堕落ダウンフオール》から救うには、その、ち、ち、《契ちぎる》しかないってことは！

　……はぁはぁはぁ……。

　うー、熱い。

　汗かいちゃいますよ。

　けど、本当に本当にそうしようと思ったら、大変なんですからね！　光君はあんなだから、やっぱり、わたしがリードしなくちゃならないだろうし。

　けど、わたしだって初めてだから、そんなに詳しいわけじゃないし……。

　え？　資料ならある？

　前に綾あや香かが持ってきた本の内容を、しっかり記憶している？

　あっ！　いや、今見せなくていいです！

　いいですってば!!

　きゃー！

　きゃー!!

　やめろっていってんだろぉ！

　このっセクハラ天使いいいいいいいいいっ！！！！
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　　　ぷろろーぐ　愛あいの独ひとり言ごと









　え？

　なんだその大荷物は、ですか？　天使様。

　やだなぁ。

　もう忘れちゃったんですか？　学外研修旅行ですよ、学外研修旅行。

　知ってました？

　修学旅行とも違うんですよ？

　千ち代よ神がみ宿じゆく区だけのものなんです。まあ、参加したい人だけがする、申し込み制なんですけどね……大たい抵ていみんな、参加するんですけど。

　でも、いいんですよー！

　なんたって、今回は沖縄！

　これって、公立の中学じゃ、なかなかないですよ？

　だってほら。

　千代神中学の修学旅行、どこだか知ってます？

　日につ光こうですよ、日光！

　や、まあ……日光が悪い、って言ってるわけじゃないんですけど……東とう照しよう宮ぐう、そんなに嫌いじゃないですし……。

　でも！

　やっぱり、沖縄には敵かなわないです！

　碧あおい海！

　蒼あおい空！

　美お味いしい食べ物！

　ラフテー！

　ラフテー！

　ラフテー！

　え？

　ラフテー、ってなんだ、ですか？

　簡単に言うと、豚の角かく煮にですけど、沖縄のお酒──確か、泡あわ盛もり、っていうんですけど、それと、黒砂糖を使って作るから、普通の角煮よりもコクがあるんです。

　しかも、脂あぶらも全然くどくなくって、口に入れた瞬しゆん間かんにとろりと溶けて、お肉の部分は筋がひとつひとつほろりと崩れて、それがお口の中でじんわりと……。

　はあ……喰くいてぇ。

　えっ！

　い、いえっ！　そんな！

　違います！

　全然違います！

　まさか！　このわたしが！　天使様の使し徒とである、この白しら鳥とり愛あいが、《大食グラトニー》の罪に囚とらわれようとしてたなんて、そんなことあるわけないじゃないですか～。

　やだなあ、もう。

　…………。

　……こほん。

　とにかく、そういうことで、わたしは明日から旅行に出掛けますから。

　天使様は、お留守番ですね？

　ついてきたくても、お家から出ることできないんじゃしょうがないですもんねー。

　い、いえっ！

　そんな、嬉うれしがってるなんて、そんなことあるわけないじゃないですか！

　寂しいなあ、うん。

　…………。

　……。

　……本当ですよ？

　え？

　光ひかる君は、参加するのか、ですか？

　ええ、まあ……だと思いますけど……な、なんですか、その顔は。

　にんまりと笑ったりして……。

　チャンス？

　何がチャンスなんですか？

　え、ええ……それはもちろん、泊まりですけど……。

　あっ！

　天使様、また、えっちぃこと考えてますねっ！

　そんなことはない──って、噓うそばっかり！

　わかってるんですから！

　どーせ、夜にこっそり光君のところに行って、それで、今度こそ、ちっちっちっちっ契ちぎってこいとか言うんでしょー！

　びしぃ！

　って、指だって突きつけちゃいますよ！

　はぁはぁ。

　うう、顔熱い……。

　よくわかってるんじゃないか？

　そりゃあそうですよ。こう毎回じゃ、いい加減、天使様の考えだって読めますもん。

　だったら早くしろ？

　わ、わたしだって努力してますよ？

　毎日、腹筋とか、腕立て伏せとか、頑がん張ばってるの、天使様だって知ってるじゃないですか。

　え？　それがなんの役に立つのか、ですか？

　そんなの、決まってるじゃないですか。

　ダイエットですよ、ダイエット！

　だって、いよいよ光ひかる君と、ちぎっちぎっ契ちぎることになったりしたらっ！　裸を見られるってことじゃないですか！　さすがに真っ暗じゃ、で、でできないしっ！

　そのときに、二の腕がたぷたぷしてたりとか、お腹なかがぽっこりとか、そんなの、絶対ありえないし！

　だから、ああやって毎日、努力をですね！

　……え？

　そんな努力より、もっと男をやる気にさせる《技わざ》を覚えろ、ですか？

　それって、グラビアアイドルがテレビとかでやってる、恥はずかしいポーズのことですか？　Ｍ字開脚と……か……って、できるかっ！

　そんなことして誘ゆう惑わくしたら、光君、引きまくりですよっ！

　絶対にしませんからねっ！

　え、違う？

　そうじゃなくて、もっとこう……って、その手の動きはなんですか？

　シェイクシェイク！

　んで、ぺろぺろ？

　…………。

　……わけわかんねー。

　あーもう、とにかく行ってきますから！

　大だい丈じよう夫ぶ、わかってます。

　わたしだって、光君を地じ獄ごくに堕おとしたりしたくないですもん。

　機会があったら頑がん張ばってみますから。

　……まあ、学校の授業ですし、夜は先生の見回りとかもあるしですから、そんな可能性はほとんどないとは思いますけどね。

　けど、もちろん光ひかる君が堕だ落らくしたりはしないように、頑がん張ばって見張ります！

　光君が来るんなら、きっと、悪あく魔まっ娘こたちも何人か──少なくとも、那な賀が花はなさんと、田た名な網あみさんは来ると思うし。

　用心します！

　それで……。

　できたら、光君ともう少し、仲良くなれたらいいなあ。

　だってほら、夏は女を解放的にさせるっていうじゃないですか。だから、恥はずかしがりやのわたしも、少しは、ほんの少しは、大胆になれるかなーって……。

　ほら、見てくださいよ！

　じゃーん♪

　セパレーツの水着！

　な、なんで舌打ちですか！　え？　ビキニじゃないのか？

　そ、それも少しは考えましたけど……無理！

　だって、ビキニって知ってます？　天使様！　あれって素材が違うだけでほとんど下着とおんなじですよ？

　無理無理！

　絶対無理！

　スクール水着だって恥ずかしいんですから。今はこれが精一杯です。

　そ、それは……いざっていうときにはもっと恥ずかしい格好なのはわかってます！　だから、今度の旅行で、少しでも慣れるように頑張ってきますから。

　天使様は、おとなしく待っててくださいね。

　待ってるしかないでしょうけど。

　あ。

　お土産みやげ、何がいいですか？




　　　　☆




　まあ、予想通りといえば、予想通りではあったのだけれども。

（……はあ）

　愛あいはそれでも、漏もれるため息を抑えることはできなかった。

　日ひの出で桟さん橋ばしまでのバスでの移動は、まずまず、楽しかった。

　光──悪魔の神（おかしな言葉だけれども）《ルシファー》の転てん生せいした存在である神かみ代しろ光を、堕落させて再び悪魔のトップに返り咲かせようと悪魔が送り込んだ七人の使し徒と──《七つの大たい罪ざい》者である、七人の少女、その内の二人、《憤怒ラース》の大罪者、田名網久く美みと、《大食グラトニー》の大罪者、那な賀が花はな美み巳みが、光ひかると共に現れたのは、彼女たち二人が光とクラスメートである以上、驚くことではなかった。

　来ると思っていたし。

　むしろ、ホッとしたくらいだった。ついてきたのが二人だけであったことに。

　他ほかの罪人たちは──同じクラスメートなのに《怠惰スロース》の罪で顔を出さない荒あら縁ぶち棕しゆ櫚ろは別にして──とても残念がっていたけれども、それぞれにすることがあって、仕方なく二人だけが一緒に来たらしいことを、光に聞かされて、愛あいはそれを信じたのだが。

（……あれが間違いだった……）

　光が悪いのではない。

　光は悪くない。

　彼自身、それを信じて疑ってなどいなかったはずだから。それは《彼女たち》を見たときの顔でわかる。

　もちろん。

　美巳と久く美みの二人は、初めから知っていたに違いないのだけれども。

「そりゃあ、この船には一般のお客さんも乗れるけど……だからって、ついてくる？」

　綾あや香か──親友の平ひら山やま綾香は、バスを降りて、沖縄行きの大型フェリーの甲かん板ぱんで、ずらりと勢せい揃ぞろいして光を出迎えた、残る五人の罪人──悪あく魔まの使し徒との少女たちを見て、こそっとそう囁ささやいたものだ。

「過保護っていうか……ちょっと変だよね？　親が神かみ代しろの両親に世話になったからって、それだけであんな風にべったりする？」

　もちろん、それは本当の理由じゃない。

　光は今、七人の大罪者たちと共に暮らしていて、表向きの理由はそういうことになっているけれども、本当は違うことを、愛は──愛だけは知っている。

　彼女たちは、光に《大たい罪ざい》を犯させ、地獄に堕おとすために悪魔に遣つかわされたのだ！

　愛だけは、そのことを知っている。

　もちろん、それは誰だれにも──綾香にも言ったりはしない。

　愛の元には、それを阻そ止しするべく大天使《ラファエル》が降こう臨りんし、日々、光を堕だ落らくから救う唯ゆい一いつの方法である《契ちぎり》を求められている、などというにいたっては、決して信じてなどもらえないだろうし、それだけならいいが、友達をやめられてしまうかもしれない。

　それは嫌いやだ。

　それは、あまりにも悲しすぎる。

（なので、わたしはひとり、七人の悪あく魔まっ娘こたちを向こうに回して、光君を護まもるため、孤独な戦いを繰り広げているのであった！……なーんて）

　愛はもう一度ため息をつくと、ベッドの上で体を起こした。

　部屋には今、ひとりきりだ。

　船の客室は五人部屋で、綾あや香かたちと同室になれたのだが、彼女たちは探検に行く、といって出掛けてしまい、愛あいはひとり、部屋に残されたのだった。

　別に、仲間はずれにされている、というわけではない。気持ちでは行きたかったけれども、体がそれを許さなかったのだ。

　簡単に言うと……酔ったのである。

　──だらしないな。

　頭の中に天使の声が響いた。彼は制約で、愛の家からは出られないが、こうしてどこにいても話をすることができる。愛の肉体を通じてものを見、聞き、感じて、愛が意識していない事こと柄がらに気付いて、アドバイスをしてくれもする。

　まあ、ほとんどはセクハラまがいではあるけれども。

（仕方ないじゃないですか）

　愛は学校指定のジャージ姿で、頰ほおを膨ふくらませた。そうして、ベッドに足を投げだし、背中を壁に預ける。ぐらり、ぐらりと、世界が揺ゆれている。気のせいでもなんでもなく、本当に揺れている。

　小さな舷げん窓そうの向こうは真っ暗で、厚いガラスの面を激しい雨が叩たたいている。時折、雷が海を白く浮かび上がらせて波は頭とうを輝かせるが、それは巨大な怪かい物ぶつの歯のようにも思え、背中を冷たいものが走って、肌を粟あわ立だたせた。

　日ひの出で桟さん橋ばしを出港して二日。

　桜さくら島じまを遠くに見ながら、南へ進路を取った途と端たん、船は低気圧に突っ込んだ。台風とまではいかないけれども、それなりに大きな低気圧で、海は恐ろしく荒れて、愛ばかりではなく、多くの生徒が船酔いにやられて、一緒についてきた保健の先生は、船医さんと共に、薬の処しよ方ほうに忙ぼう殺さつされていた。

　愛は、別段、乗り物酔いをしやすい質たち、というわけではない。バスやタクシーにも酔ったことはなかった。船にしても、嵐あらしに突っ込むまでは軽い揺れを楽しむくらいには余裕はあったのだが、さすがにこれは度を越していた。

　──そんなことで、神かみ代しろ光ひかるを《堕落ダウンフオール》から護まもれると思っているのか？　今この瞬しゆん間かんにも、神代光はあの悪あく魔まっ娘こたちに誘ゆう惑わくされているのかもしれないのだぞ？　なのに……

　愛は、天使が鏡に映った姿を見た気がした。

　──その格好はなんだ？　よりによって学校指定のジャージとは！　体操服というならまだしも、色気も何もない！　挙あげ句くの果てに、右手にはビニールの袋とは……神代光が今のおまえの姿を見たら、百年の恋も一遍に冷めるわ。

（だから、こうして部屋でおとなしくしてるんじゃないですか──う）

　大きく船が揺れて、軽く、込み上げて、愛はビニール袋を口に当てた。体の内側から波が来る。けれど、それはなんとか去ってくれた。胃の中は空っぽだから、そうそう出るものではないけれども、苦しいことには変わりない。

「……はぁ」

　息をつき、両腕を投げだす。苦しいは苦しいけれども、横になっているより楽らくだった。寝ていると、体全体が揺ゆすられているような気分になる。

（……それに、大だい丈じよう夫ぶですよ）

　──どうして言い切れる。

　愛は、ちょっと前に見た光景を思いだして、ほんの少しだけ微笑ほほえんだ。

（だって、彼女たちも、わたしとおんなじだったんですもん……）




　　　　☆




「うえーっ！」

　もう何も胃の中には入っていないはずなのに、久く美みは口を両手で押さえると、広いベッドの上をごろごろと転げまわった。

「死ぬっ！　マジで死ぬっ！　うおえええおうええええっ！」

　だが、まだ今日きようは吐はいてはいない。

　が、そのえずきを聞くだけで、こっちまで吐きそうで、獅しぃ子こ──明あけ星ほし獅ぃ子は、壁を平手で叩たたいた。特等船室に、ばぁん、と乾いた音が響き渡って、さすがの久美も暴あばれるのをやめる。

「うるさいですわよ、久美！　それだけ騒げるなら死にはしませんわ！──うっ」

　胃の奥の方から熱いものが込み上げてくるのを感じて、獅ぃ子は深呼吸をした。嘔おう吐と感かんがゆっくりと、波が退ひくように引いていく。喉のどが震ふるえる。それを感じながら、体の様子を確認していく。久美と同じく、獅ぃ子も今日は何も食べていない。水だけは飲んでいるけれども。

「ふぅ……まったく。気持ちが悪いのは、あなただけではありませんわ。そもそも、騒いで暴れれば治るというものではないでしょう」

「治んねーでも、少しはマシなんだよーっ！　ちくしょーっ！」

　久美は、叫んで、ばたばたと足を振り回す。ジャージの裾すそが捲まくれて、細く引き締まった腹部があらわになったが、気付いた様子もない。

　それを横目に、しかし、獅ぃ子の他ほかには誰だれも、久美を確かめることはしなかった。君くん子し危あやうきに近寄らず──否いな、触さわらぬ神に祟たたりなし、の心境というのもあるだろうが、それどころではない、というのが、他の少女たちの正直なところだろう。久美や獅ぃ子ばかりではなく、全員が船酔いにかかってしまっているのだ。

　美み巳みはさっきからずっと、舷げん窓そうの傍そばの椅い子すに座って、両手で口を押さえている。しかしながら、そんな状態でも、膝ひざの上に載せたお菓子の箱から、まるで機械のように定期的に、船内の土産みやげ物店で買った饅まん頭じゆうを押し込むように食べているのは、さすがに《大食グラトニー》の《罪人シナー》、というところだろうか。しかし、決して美お味いしそうではない。涙目の、ふっくらとした顔からは血ちの気けが引いていて、緩ゆるいウェーブのかかった髪は、ふるふると震ふるえている。見ている獅しぃ子こも、いつ、食べたものを噴水のように噴ふき出だすか、と気が気ではなかった。

　目を転じれば、《強欲グリード》の《罪人シナー》である鏡かがみ倉くら子こは、命よりも大事なのでは、と思えるノートパソコンを抱えて横になって唸うなっていて、ずれた眼鏡めがねを直すことも、ポニーテールの端はしが口の中に入っているのを吐はきだす気力もない様子だ。

　隣で、最年少の《罪人シナー》である《嫉妬エンヴイ》の宇う美み野の巳み和わは、黒いワンピースも脱がず、自分で濡ぬらしたタオルを顔の上に載せて、くたびれたテディベアを抱き締めていて、大きな抱き人形のようだった。

　すぐ傍そばには、羊よう子こが寝そべっているが、タンクトップの端からは大きな胸がこぼれるようにはみ出している。《邪淫ルスト》の大たい罪ざいのなせる業わざだろうが、現役のグラビアアイドルである羊子のファンならば、この光景は大喜びなのだろうが、少女ばかりで、同じ《罪人シナー》しかいないここでは、まったくの無駄だ。

　部屋の隅すみにはもうひとり、荒あら縁ぶち棕しゆ櫚ろが、やはりシャツ姿で大の字になっている。それが船酔いをしているからなのか、いつもの《怠惰スロース》の大罪のためなのかはわからなかったが、顔色は幾いく分ぶん、悪いような気もする。

（まったく……だらしないったらないですわ）

　自分も含ふくめて、《七コミ人ツテ委イ オ員ブ セ会ブン》のメンバーの不ふ甲が斐いなさに、獅ぃ子は苛いら々いらした。七人が七人、船酔いなどにやられてしまうとは。これでは、光ひかるを誘ゆう惑わくして《堕落ダウンフオール》させるどころの話ではない。もっとも、獅ぃ子自身は、おそらく自分の《大たい罪ざい》の出番はないだろうと思ってはいたが。巳和の《嫉妬エンヴイ》と並んで、《高慢プライド》の大罪は、簡単には犯せない。

（まったくっ……！）

　獅ぃ子は椅い子すの肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをつき、乗馬服の襟えりを緩めた。少しだけ呼吸が楽らくになる。

　まるで、初めて馬に乗ったときのようだ。

　あのときは調子に乗って、ほとんど一日中乗っていたために、お尻しりは痣あざになるし、三さん半はん規き管かんが揺ゆさぶられて酷ひどい目に遭あった。乗り物酔いなど、あれ以来だった。こんな船を造船した会社は即刻、売却すべきだと父親に進言しなくては。記憶が正しければ、これを造ったのは《ヴィーナス・グループ》傘さん下かの企業だ。

（それにしても、光様は大だい丈じよう夫ぶでしょうか……？）

　机に置かれた時計を見て、獅ぃ子はわからぬほど微かすかに眉まゆをしかめた。彼が部屋を出て行ってから、三〇分は経たっている。赤せき兎とを──歩けない獅ぃ子の足代わりの大男のボディガードを共に行かせたので、大きな間違いはないとは思うが、それにしても遅い。

「光様は、まだかあーっ！」

「やかましいと言っているでしょう、久く美み！──う」

　またしても胃がぎゅぎゅぎゅう、と動いて、獅しぃ子こは慌あわてて口を閉じた。本当に、我が慢まんが足らない。久美は、キャットファイトなどというものをやっているだけあって、痛みには強い。骨が折れたくらいでは、泣きもしない。が。その反面、吐はき気けや頭痛、それに……腹痛や生理痛といった、体の内部からの痛み、それも、怪け我がとは違う痛みや、気持ち悪さには弱い。

「……もうじき、戻られますわ」

　根拠もなくそう言った途と端たん、舷げん窓そうの向こうが真っ白に光った。一いつ拍ぱく遅れて雷らい鳴めいが辺りに轟とどろき、それは空気の振動として船を揺ゆさぶった。ぢかぢかっと室内灯が明めい滅めつし、けれど、消えることはなく、獅ぃ子は、ほう、と息をついた。と──

「──お待たせしましたー」

　そんな、明るい声と共にドアが開いて、獅ぃ子は動かぬ下半身はそのままに、体を捻ひねってドアを振り向いた。扉とびらを押さえた赤せき兎との大きな手をくぐるようにして飛び込んできたのは、ふわふわしたキャラメルカラーの髪の男の子。同年の男子に比べると顔立ちは幼く、可愛かわいらしい、という表現がぴったりとくる少年だ。

「光ひかる様！」

　嬉うれしそうに声を上げたのは、獅ぃ子だけではない。そしてそれは何も、彼が自分たちの王、神、支配者だから、というだけではない。待っていたのだ、心から。

　光はにこにことしながら部屋の中に入ってくると、ビニールの手提げ袋を机に置き、中から小さな紙袋を取りだしていった。

「すいません、遅くなっちゃって。医務室も、保健の先生の部屋もすごく込んでて……なかなか、お薬、手に入らなくて」

　そう言いながら、ぷちぷちと、錠剤を包装から押しだしていく。ごくり、と喉のどを鳴らしたのは美み巳みだ。食べ物じゃありませんわよ、と突っ込みたかったが、気持ちはわからないではなかった。何な故ぜなら、光が今用意してくれているのは、酔い止めの薬である。即効性のあるものではないだろうが、少しでも楽らくになるのなら、全部を買い占めたっていい。

　光はペットボトルを手に、一人分ずつ、薬を獅ぃ子たちの元へと運んでくれた──それも、一番最初に獅ぃ子のところへ。

　一番じゃなければ嫌いや、という獅ぃ子の《高慢プライド》の罪を、無意識にわかってくれている、と実感できて、胸が少しだけ熱くなった。

　雛ひなが餌えさをもらうかのように口を開き、そこへ薬を押し込んでもらう。ペットボトルが唇くちびるに当たり、冷たい水が流れ込んでくると、それだけで楽になった気がした。

　獅ぃ子は息をついて背中を椅い子すに預け、同じように光が、少女たちに薬を吞のませていくのを見守った。美巳が光の指を食べてしまいそうな勢いでしゃぶりつくのを見、羊よう子こが口移しを甘えてねだるのを聞きながら、一分でも早く、薬が効果を表してくれるのを待ちつつ、まったく意外だ、と思った。

（光ひかる様……意外とお強い……）

　そのことである。

　平へい衡こう感かん覚かくなど、まったく無縁そうに見えるのだが、少しも酔った様子がない。むしろどこか嬉うれしそうで、楽しそうだ。子供はよく、台風などを喜ぶものだが、光はそうしたことからは無縁に思えたのだが、そうでもないのだろうか？

「……光様さぁ」

　手て負おいの獣けもののように唸うなりながら、久く美みがどこか恨うらめしそうに言うのを、獅ぃ子は聞いた。

「なーんか、嬉しそうだよな。なんで？」

　言げん外がいに、オレたちが苦しんでるのが面おも白しろい？　と言っている。だらしなく放ほうりだした四し肢しはときおり震ふるえ、口の端はしからは、飲みそこなった水が顎あごへと伝っていた。

　その態度に、獅しぃ子こは小さく舌を打った。苦しいのはわかるが《憤怒ラース》を向ける相手が違う。

　が、光はまったく気付いた様子もなく、久美の言葉を、はい、と肯こう定ていした。

「嬉しいです。いつも、皆さんにお世話されるばっかりだから。──あ、でも、不ふ謹きん慎しんですよね。皆さん、苦しいのに。ごめんなさい」

　言って、光はぺこりと頭を下げた。そうして、自分の指が濡ぬれていることに気付いて、ぺろりと舐なめる。腰の奥の方が、とくん、と甘く疼うずいた。軽く鳥とり肌はだが立つ。今……彼が舐めたのは、誰だれかの唾だ液えきだ。薬を貰もらったときについた、指に舌を絡からませた、そのときについた。

　甘、と小さく呟つぶやくのが聞こえた。

　ぞくぞくする。

　まるで、自分の全身を舐められたかのような気分だ。

　他ほかの少女たちも同じなのか、どこか潤うるんだ瞳ひとみで光を見つめている。もっとも、当の本人はまったくその視線に気付いた様子はなかったが。いっそこのまま、全員で飛び掛かって押し倒してしまって──という考えがよぎったが、堪こらえた。

　光を完全堕だ落らくさせ、《ルシファー》に戻したあとであるならそれもいいかもしれないが、今はまだ駄だ目めだ。どうして駄目なのかは、簡単な話。バランスである。《邪淫ルスト》の大たい罪ざいに耽ふけるには、それを自ら望んででなければならない。無理やり童どう貞ていを奪って、それを日に何十回も繰り返したところで、それでは駄目なのだ。

　そんな簡単にいくのであれば、これほど苦労はしない。

「あ」

　光が不意にそんな声を上げて、たたらを踏んだ。

　一瞬、獅ぃ子はどうしてそんなことになったのか、わからなかったが、理由はすぐにわかった。船が大きく傾いたのだ。怒いかりに任せて机をひっくりかえしたかのような、急激なものではなかったが、まるで何かのアトラクションのように船は傾かしいで、座っていた椅い子すが絨じゆう毯たんの上を滑すべり、獅しぃ子こが咄とつ嗟さに壁に手をついたほどだった。

　外で、悲鳴が上がっている。それほどの傾斜。ベッドの上の少女たちは、シーツをつかんでなんとか転がるの防いでいたが──

「うおえおおおおおおお！」

　ひとり、久く美みだけはそのまま、はた迷惑にもごろごろとベッドの上を転がって、上うわ掛がけの毛布にほとんど簀す巻まきにされながら少女たちの体を下敷きにし、派手に壁にぶつかった。

「……お馬ば鹿か」

　ため息をつくと、船はゆっくりと船体を水平に戻したが、その感覚は重い生理痛のような、そんな、いやあな感覚で、一気に気持ち悪さが倍増した。だから。

「ぐわあああああっ！　ちきしょおおおおおっ」

　毛布にぐるぐる巻きにされて、ミイラのようになった久美が、ちょっとイっちゃった目をして、口から涎よだれを垂たらしながらそう叫んだ気持ちは、わからないではない。

「頭いてええええっ！　きもっ、気持ち悪いいいいいいいいいいっ！　殺せっ！　誰だれかオレを殺してくれっ！　うがああああっ」

　そんな風に叫びながら、丘に打ち上げられた魚のように、びちびちと跳ねる。器用なものだ。

（──などと、感心してもいられませんわねっ！）

　何な故ぜなら。

　久美の影がおかしくなってきていたからだ。壁に映る、外れかかった毛布が、まるで巨大な翼のように見える。耳の上の、そんなところにはないはずのつむじが、渦うずを巻いているかのように髪も乱れ始めている。

　ばき、とおかしな音がした。ひょっとすると、奥歯が折れたのかもしれない。そればかりではない。直後、今度こそ明確な破壊音が響いて、久美の足元でベッドが真っ二つになった。

「わあ！」

　光ひかるが驚いて声を上げる。そんな彼に。

「いゃあああん、モック、こわぁい♪」

　羊よう子こが──モックというのは、彼女のファンが付けたニックネームだ──そういいながら、光にするりと巻きついて、その頭を巨大な胸の谷間にうずめて視界をさえぎる。が、急に動いたからなのか、うぷ、と嫌いやな音を発して、ぷく、と頰ほおを膨ふくらませる。

「羊子、耐えなさい！──赤せき兎と！」

　獅ぃ子が膝ひざの上に置いた乗じよう馬ば鞭むちを鳴らすと、ラバーマスクに燕えん尾び服ふく、という格好の大男は、その巨体に似合わぬ素早さで一気にベッドとの距離を詰めた。傍そばで寝ていた少女たちは、またか、といった様子でシーツの海を這はうように離れだしたが、酔っているとはいえ、その動きは余りに遅い。

「ぐるぅあっ！」

　久く美みは体を折り曲げ、獣けものじみた声を上げた。影が、ばさりと翼を広げ切ったように伸びる。鈍い音がして、壁に亀き裂れつが走る。

「このお馬ば鹿かっ！」

　こんなところで無秩序に《力》を解放すれば、こんな船、どうなるかわかったものではない。一瞬遅れて、赤せき兎とが巨体を躍おどらせて飛び掛かる。が。その体は、まるで空中に見えない糸で縫いつけられたかのように停止した。そして。

「……るらあっ！」

　見えない巨大な手で殴なぐられたかのように、赤兎は後ろに吹っ飛び、背中をしたたか壁にぶつけ、そのままめり込んだ。周りに、蜘く蛛もの巣のようにひびが走る。

「わあっ！」

　その音に、光ひかるが羊よう子この胸の中で首を竦すくめる。

　獅しぃ子こは舌を打った。船酔いによって、久美は完全に我われを忘れている。目は完全にイってしまっているし、まるで怒いかれる犬のように唇くちびるを剝むいている。他ほかの少女たちは、なるべく被害を受けないように、と久美から遠ざかるが、恐れは見せてはいない。

　獅ぃ子は肘ひじ掛かけをつかみ、力を込め、動かぬ体を持ち上げた。

「おサルっ！　いいかげんになさいましっ！　いくらわたくしだって、これ以上は許しませんわよっ！　まだ続けるというなら──」

　いうなら、こちらもタガを外すつもりだった。その結果、この船がどうなって、乗り合わせている生徒がどうなろうが、知ったことではない。光を護まもるためならば、他の連中のことなど知ったことではない。

　だが、遅かった。

　こちらが外すよりも早く、久美のタガが、音を立てて外れ、そして──




　　　　☆




　──まずい！

　これまでになく焦あせりのこもった声が頭の中に響いて、愛あいは思わず首を竦めた。こちらの心臓が縮み上がるような、そんな声。頭の中で天使の声がするのは、もういい加減慣れっこになったが、誰だれだって耳元で不意に大声を出されれば驚く。それと同じだ。しかも聞こえるのは耳よりも奥、頭に直接、である。

（な、なんなんですか……？）

　ジャージの上から胸を押さえて、愛は訊きいた。心臓が、痛いくらいに脈打っている。さっきの急な傾きにも驚かされたが、今度はもっとだ。それにしても、綾あや香かたちは遅い。そろそろ戻ってきてもいいようなものだが。

　──人の心配をしている場合ではないぞ、愛あい！

　こんどは、どこか怒ったような声がして、愛は眉まゆをしかめた。

（だから、なんなんですか？）

　──この部屋には救きゆう命めい胴どう衣いがあったはずだ！　それを着けろ！

　愛はぎょっとした。そんなものを着けろとは、穏やかではない。それに、愛は知らなかった。この部屋に救命胴衣があったなどとは。

　だが、天使がそれを知っていても不思議ではない。彼は愛の五感を使って周囲の状況を把は握あくするが、その際、愛が見ていても認識をしていない部分にまで、気を回すことができるのだ。

　──悪あく魔まっ娘このうちの誰だれかが、その本性を現した！　この船は沈むぞ！

（ええええええっ!?）

　驚いた瞬しゆん間かん、波や風の揺ゆれとは明らかに違う、下から突き上げるような衝しよう撃げきが来て、愛はベッドから投げだされ、したたか、床に肩を打ちつけて、う、と呻うめいた。

　──大だい丈じよう夫ぶか、愛！

　返事ができなかった。息が詰つまって、じん、と腕が痺しびれている。骨は……無事な気がする。折ったことがないから、それがどんな痛みなのかわからないので断言はできないが、もしもそうならもっともっと痛い気がする。

　──愛！

（だ、大丈夫です……）

　愛はベッドの端はしにつかまってなんとか立ち上がろうとした。だが、果たせなかった。床が、船が傾いていく！

　──ベッドの下だ！　早く救命胴衣を着けろ！

　言われるままに腕を突っ込み、まさぐると、何かが指に触れた。迷うことなく引きだすと、ビニール袋に入った黄色いベストを見つけた。急いでそれを破やぶく。袖そでを通し、前のチャックを締め、そうして、紐ひもを引く。すると、ぼん、という音と共に、ベストは厚く膨ふくらんだ。

　──急いで部屋を出るんだ！　沈没に巻き込まれれば──

　けれども、天使の声は途切れた。

　接続が切れたのではない。鼓こ膜まくで聞いているわけではないのだから、なんの影響もないはずなのだが、凄すさまじい、恐ろしい音に、他ほかのすべての何もかも、頭で直接聞いていた音すら、かき消されてしまったのだ。

　そして、愛は見た。

　壁に、床に、巨大な、クレバスのような亀き裂れつが走り、裂け、そこから真っ黒な水が、海が、咆ほう哮こうを上げながら襲おそい掛かかってくるのを。

　それは、圧倒的な暴力。

　絶対的な潮ちよう力りよく。

　抗あらがうことなど不可能な、力。

　その腕に、南の海のはずなのに恐ろしく冷たい水に、絡からみつかれ、吞のみ込まれ、穴という穴から入り込まれ、愛あいは翻ほん弄ろうされた。

（助け──）

　──愛！

　天使の声が聞こえた瞬しゆん間かん、ブレーカーが落ちたみたいに、自分の意識がおしまいになるのを、愛ははっきりと感じながら、そんなときにも考えたのは、彼のこと。

（──無事でいて！　光ひかる君！）




　　　　☆




　にゃーにゃーと、猫が鳴いている。

　随ずい分ぶん遠くで。

　後ろで猫が鳴いている。一匹、二匹、三匹……数え切れない。家の近所にそんなにたくさん猫がいたとは知らなかった。それはまあ、住宅街ではあるし、一匹や二匹なら、見掛けたことがないとはいわないけれど。

　それにしても体が重い、と愛は思った。布団を掛けすぎたのだろうか？　夏だし、使っているのは毛布一枚なのだけれど。それに、なんだろう……生なま温あたたかい。そして──

「しょっぱ！」

　愛は、口の中に入り込んできた、生なま温ぬるく塩しお辛からい水に跳はね起きた。

「猫!?　猫のおしっこ!?」

　初めに思い浮かんだのは、それ。

　窓を開けっ放しにしてしまっていて、そこから入り込んできた猫が、顔に、おしっこを盛大に掛けていったのではないか、と。そう思ったのだ。だが。

「あ、あれ……」

　愛は、目を瞬しばたたいた。雫しずくが睫まつげから滴したたる。

　かっと照りつける太陽に、現れたのは、決して、最近少しごちゃごちゃとしている自分の部屋ではなかった。ざぁーん、と耳に繰り返し聞こえる波の音も、テレビから聞こえているのではない。生温い水が手足を浸ひたす感覚に下を見ると、泡あわ立だつ波が足を、尻しりを、掌てのひらを濡ぬらして、そうしてまた、引いていく。

（これ……夢……？）

　愛は、訳がわからないままに振り返った。

　そこにあったのは、海。

　ただ、海。

「海……!?」

　愛あいは立ち上がり、怪かい物ぶつから逃げるように飛とび退すさった。途と端たん、濡ぬれた砂に足を取られて尻しり餅もちをつく。びちゃ、と濡れた布の音がして、じわり、と生なま温あたたかい湿り気が下半身に広がったが、あと回しだ。

「ど、どうなってるの!?　なんでわたし、こんなところに!?　これって夢!?」

　愛は、自分でも軽いパニックになっているのがわかりながら、辺りを見回した。

　ここは……やはり、砂浜だ。

　部屋なんかじゃない。

「ち、ちょっと待って……」

　愛は、濡れた手で顔を押さえた。

「そ、そうよ……部屋にいるのもおかしいんだったわ……だってわたし、船に──」

　思いだした。

　愛は慌あわてて自分の格好を見下ろした。着ていたのは、肌に張り付いているジャージ。そしてその上に、袖そでのないダウンジャケットのように羽は織おっていたのは、救きゆう命めい胴どう衣い。
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　ぶるっと震ふるえて、愛はその場にへたり込みそうになって、堪こらえた。

　目の前に浮かんだのは、船室の壁が裂けて、そこから流れ込んできた凄すさまじいまでの海水。吞のみ込まれ、意識まで流された。

　ぞっとするような冷たさが、骨の奥に残っている気がする。奥歯がカチカチと震ふるえそうになって、濡ぬれた砂をつかむように、足の指を強く締め付けた。が、砂はさらさらと海水と共に海うな原ばらへ──すべてを吞のみ込んでしまった水の元へと戻っていく。そういえば、靴下がない。穿はいていなかったのか、それとも流されたのかは憶おぼえていなかった。

「生きて……るんだよ、ね……」

　声にして確認してみる。

　波の音に、ウミネコの声に──ニャーニャーいっていたのは彼らだ──混じって聞こえる自分の声は、震えてはいたけれど、確かに生の声だった。

　──幸い、ここはまだ天国、というわけではないな。

「天使様！」

　思わず声に出してしまったが、構かまわないだろう。見渡した限りにおいて、今この海岸にいるのは、自分ひとりだった。たとえ自分の声でも、人の声を聞いていたかった。天使のそれは、やはりどこか違うので。けれど、すっかり馴な染じみになった天使は、泣きたくなるほど冷たくなった心を温めてくれた。ひとりじゃない。それはこんなにも嬉うれしい。

「天使様、光ひかる君はっ!?」

　──開口一番、それか。

　天使は苦笑したようだった。顔は見えなくても、声の調子でわかる。

　──まあ、それでこその我が使し徒と、ではあるが。

　自分でも、まったく、と愛あいは思った。何よりも光。けれどそれを恥はずかしいとは思わない。好きな人のことを何より一番に思うのは仕方がない。心の一番近いところ──そこにいるのが光なのだから。

　──安心しろ。とりあえず、死んではいない。

　愛はそれを信じた。

　天使がそう言うのだ。間違いはあるまい。それに、噓うそをつく理由もない。

「他ほかのみんなは……？」

　──さあ？

「さあ、って！」

　──仕方あるまい。私は基本的に、おまえの感覚器官を通じて情報を得ているのだ。おまえの視覚、聴覚、嗅きゆう覚かく、触覚の及ぶ範囲内の事象以外はわからん。しかしまあ、おまえの家の中であれば動くことができるようになったことではあるし、その内におまえの両親が戻ってくれば、事情はわかるだろう。それよりも、だ。まずは自分自身のことだ。こんなところにいても仕方がない。まずは人じん家かを探せ。海に落ちた場所から考えて、日本を出てはいないだろう。数時間、漂流していただけだからな。

　愛は頷うなずいた。

　光ひかるが無事であるというのなら、自分にできることは確かに、天使の言う通りのことしかない。

　まずは、見渡す。さっきもそれはしたが、もう一度、今度は心を落ち着けて。強い陽ひ射ざしをさえぎるため、額ひたいに掌てのひらを当てて。

　海は、とても綺き麗れいだ。

　東京近郊の海とは、海と名前は同じでも、まったく別のものであるかのように澄んでいる。遠とお浅あさ、というのだろうか。かなり先まで海底を見通すことができる。

　そして、砂はどこまでも白い。

　が──その上にはあちこち、船の残ざん骸がいのようなものや、多分、他の生徒たちや乗り合わせた客のであろう荷物が散らばっていた。量はそれほどではないが、ぞっとする光景だ。

　ずん、と肩が重くなった。

　もちろんそれは気のせいで、何かが本当に載ってきたということではないのだけれど。それでも、重かった。

　いったい、何人助かったのだろう、と考えてしまうと。

　クラスメートにはろくでもない奴やつもいたけれど、そんなのはほんの数人だ。ほとんどの生徒は、友達、と呼べるほどではなかったけれど、嫌いなわけでもなく、クラスメート、という、他人以上、友人未満の人たちではあったけれど、それでも、胸は詰つまった。

　それに、本当に友達といえる生徒もいた。

　綾あや香か。

　彼女はどうしただろう。もしも船酔いをして、同じ部屋にいたのなら。そうすれば助かった可能性はぐんと上がっただろう。だって、天使がいたのだから。救きゆう命めい胴どう衣いを着ける間まは、あっただろうか？　そうであってほしい、と思う。

　涙ぐみそうになるのを堪こらえ、愛あいは陸地の方を振り返った。

（…………？）

　違和感を感じた。

　右を見て。

　左を見る。

（……短い？）

　砂浜が。

　目の届く範囲で、終わっている。陸を向いて左を見れば、海岸線は右手にぐっと曲がって消え、右を見れば今度は、海岸線は左手にぐっと曲がって、消えている。つまり──

　──ここは陸地の突とつ端たんか、それとも島、ということだな。

「し、島!?」

　──うむ。先ほどからおまえの五感を通して周囲の様子を私なりに探たん索さくしているのだが、可能性としては島の方が高い。風の流れ、水の流れ、音、そして何より景色。もしもこれが半島の一端なら、どこかに陸地の影が見えるはずだ。お前には認識できない微かすかな影でも、私にならできる。しかし、どこにもない。

「まさか……無人島ですか!?」

　──それは、もう少し探ってみなければわからぬが……しかし、人の生活音はしないな。とにかく探たん索さくだ。生きる手段を確保する必要がある。まずは海岸沿いを歩いて、おまえと共に漂着した荷物の中から、使えそうなものを探せ。

「は、はい……」

　そう返事をして、愛あいは歩きだしたが、濡ぬれた砂のせいなのか、足元がやけにふわふわとして頼りなかった。無人島、という言葉が、頭の中でぐるぐると回っている。

　船が沈んだことは、もう知れているはずだ。捜索も、すぐに始められることだろう。

　だが、救助隊がここにたどり着くのは？

　一日？

　二日？

　それとも……一週間？

　数日ならなんとか、何もなくても、頑がん張ばれば生き延びられるかもしれない。けれどそれ以上は無理だ。

　それに、もし本当にここが無人島なのだとしたら──どうやって、ここにいることを誰だれかに知らせたらいいのだろう。




　　　　☆




「ここはいったい──」

　獅しぃ子こは、握にぎり締しめた拳こぶしを震ふるわせながら、照りつける太陽を仰あおいだ。

「──どこですのーっ！」

　声は、ざーん、と打ち寄せる波の音に溶けた。獅し子しのように唸うなって、獅ぃ子は帽子を脱いで髪を撫なで付けるようにして水気を払った。

　ニャーニャー、と、ウミネコは鳴く。

　が、返事はない。

　しかし、ひとりきり、というわけではない。赤せき兎とが一緒ではあった。彼は、船体が裂け、怒ど濤とうのごとく海水が押し寄せた瞬しゆん間かん、獅ぃ子を抱きかかえ、決して離さなかったのだ。

　そうして。

　気が付いてみれば、共に塩しお臭くさい体でいつものように赤兎の肩に座って、じりじりと、高い位置にいる分、それだけ強い陽ひ射ざしを受けて（ただの気分だが）、見渡す限りの海が、獅ぃ子を迎えたのだった。

「……まったく、あのおサルはっ！」

　帽子を赤せき兎との頭に載せ、獅ぃ子は、ひゅん、と乗じよう馬ば鞭むちをふるった。

　こんなことになったのは、すべて久く美みのせいだ。ただでさえ馬ば鹿か力ぢからなのに、それを制御するという術すべを、彼女は知らなすぎる。もちろん《憤怒ラース》が彼女の大たい罪ざいであるから、それによって我われを忘れるというのは、理解できなくはない。しかし、それにしたところで、限度というものがある。よりにもよって、

「……光ひかる様を危険に晒さらすなど、ありえませんわっ！」

　それは、許せない。許されることではない。自分たちは、彼を護まもる立場にあるというのに、それと逆のことをしてどうするのか。いくら船酔いで我を忘れたからといっても、そんなものは言い訳にはならない。

「──それで？」

　背中で、そう声がした。

「光様は？」

「無事ですわ」

　振り返りながら、獅ぃ子は答えた。

　そこには、男子の制服を着て、びしょ濡ぬれのシャツを肌に張り付かせた棕しゆ櫚ろが、気けだるそうに立っていた。ブラを着けていないので、微かすかなふくらみも、浮いた肋ろつ骨こつも、今ははっきりと浮いてわかる。

「無事なのはわかるけど」

　棕櫚は額ひたいに張り付いた前髪を剝はがして、軽く塩気を絞るようにした。

「どこ？」

「そこまではわかりませんわ」

　正直に、獅ぃ子は認めた。光がもし命を落としたのであれば、使し徒とである自分たちには絶対にわかる、という自信がある。何も感じない、不安すら抱いだかない、ということは、光は間違いなく無事だということだ。だが、ではどこに、ということになると、それは『？』である。

「それよりも今は、ここがどこか、ということですわ」

「島、かな」

　棕櫚は腰に手を当てて、辺りを見回した。

「南の。それっぽいよね。その椰や子しの木とか、海の感じとか」

「ええ」

　まるで、観光案内のパンフレットを見るかのようだ。碧あおい海。白い砂浜。蒼あおい空。陸を見れば……緑の密林。見渡す限りにおいて、どこにも人じん家かなどはなく、漁師小屋や、桟さん橋ばしなども見当たらない。まるで──

「無人島みたいだね」

　こともなげに、棕しゆ櫚ろは言った。あくびをしながら。《怠惰スロース》の罪人ゆえの吞のん気きさではあるが、こういう場合には少々、うらやましい、と感じながらも、獅しぃ子こはそれをおくびにも出さなかった。それは《高慢プライド》にかかわる。

「それで？」

　棕櫚が髪を搔かき上げた拍子に、水が弾はじけてきらきらと輝く。

「助けはどう？」

「残念ながら携帯は使えませんわ」

　獅ぃ子は、少々ごついそれを棕櫚に見せた。アンテナが立たない、ということではない。この携帯電話は衛星電話だ。ＧＰＳ機能も搭とう載さいされており、こちらから連絡をしなくても、《ヴィーナス・グループ》の救援隊が数時間の内にやってくる──壊れていなければ。

　だが、そうではない。

　壊れていた。

　完全に。完かん璧ぺきに。乾いたところでどうすることもできないだろう。

　獅ぃ子は携帯を、砂浜に投げ捨てた。

「いつまで動いていたかによりますけれど、助けが来るには少々時間がかかると思いますわ」

「どのくらい？」

「上う手まくいって一週間。下へ手たをすれば、半月か……一ヶ月」

「ふうん」

　棕櫚は、立っているのが面めん倒どうになったかのように、その場に胡坐あぐらをかいた。

　ふうん、じゃありませんわっ、と怒ど鳴なりたくなるのを、獅ぃ子は堪こらえた。

　状況は、実に由ゆ々ゆしい。

　自分たちのことはいい。生きて日本に帰れることは、露つゆほども疑ってはいない。

　問題は、光ひかるのことだった。

　自分たちがここでぐずぐずとどうすることもできずにいる内に、《堕落ダウンフオール》できなくなってしまうのではないか、と思うと、いてもたってもいられない気持ちになる。

　何な故ぜなら、光は《ルシファー》だからだ。

　悪あく魔ま神しん《ルシファー》は、元々は大天使。地じ獄ごく界かいから《ルシファー》が失しつ踪そうし、人界へと転てん生せいを果たし《神かみ代しろ光》として存在している今の彼の状態は、地獄と天国、どちらに振れてもおかしくないのだ。

　獅ぃ子たちは、その天てん秤びんを地獄へと傾かせるためにいる。が、元々、光は《馬ば鹿か》がつくほどのいい人だ。せっかく、ようやく、普通の人並みに反抗心などが芽生えて（それでも依然、いい人であることは変わらないのだが）きたのに、今ここで長く間まをあけるのはよくない。

（……といっても、どうすることもできませんけれどっ）

　獅ぃ子は、ぽこっと赤せき兎との頭を叩たたいた。もちろん、びくともしない。叩いた自分の手が痛んだだけだ。それでも、少しは気が晴れた。

（……とにかく、助けが来るまで生き延びること、まずはそれですわ。それにはまず──）

　獅しぃ子こはもう一度、砂浜を見渡した。

　白いそこに点在しているのは、船の残ざん骸がい──というか、積み込まれていた荷物やら、だ。それに交じって、人の姿がぽつぽつとある。獅ぃ子はそのひとつひとつを睨にらみつけてから、大きく息を吸い込んだ。そして。

「──あなたたち、いつまでそうして寝ているつもりですのっ！」

　吼ほえた。

　その声に、少女たちはびくっと震ふるえて目を覚ます。五人。それだけの少女が、荷物の間あいだで、むくりむくりと体を起こした。そして、それぞれに辺りを見回すと、驚きの声やら、悲鳴やらを次々と上げた。

「いやぁん、びしょびしょ～」

「……濡ぬれ濡れです」

「わ、私のパソコンがっ!?」

「お腹なか減ったぁ」

「な、なんだこれっ！　なんでオレ、こんなとこにいるんだっ!?」

「なんだ、じゃありませんわっ！」

　その怒声に、久く美みは──最後に声を上げた小柄な、猫のような少女は、ぎょっとした様子で落ちた影に天を仰あおいだ。その視線が捉とらえたのは、大男の肩の上で、濡れた乗馬服もそのままに、ありとあらゆるものを見下した目で見た、獅ぃ子の姿だったはずだ。

「あなたがっ！　酔いに任せて《力》を解放してっ！　わたくしたちの──光ひかる様の乗った船を沈めておしまいになったのでしょう!?」

「そ、そうだっけ……？」

　へへっ、と笑い、頭を搔かく。

「だっけ、じゃありませんわっ！」

　獅ぃ子が言い終わるか終わらぬかという段階で、赤せき兎とがその巨大な拳こぶしを振り下ろした。久美は、うわ、と声を上げて体を捻ひねる。その背中を掠かすめて、拳は砂浜にめり込み、濡れた砂を爆発的に吹き上げた。

「うわ、ぺっぺっ──てめ……」

　口に入った砂を久美は吐はきだし、怒いかりに燃えた目を向けたが、その鼻先に、赤兎の拳が突きつけられて、さすがの《憤怒ラース》の罪人も勢いを殺そがれた。格かく闘とうをやっているものだからこそ、わかるのだろう。赤兎の怖さ、すごさが。

「反省、してませんの？」

「そりゃあ……」

　久く美みは唇くちびるを尖とがらせると、他ほかの少女たちを見回した。ほとんどの娘は、態度も表情も平へい素そと変わらなかったが、ただひとり、鏡かがみ倉くら子こだけは、今にも久美を喰くい殺ころしそうな目で睨にらんでいた。胸にしっかりと、壊れたノートパソコンを抱いて。

　その怒いかり、いかばかりか。

　倉子の大たい罪ざいは《強欲グリード》である。自分の物は自分の物、他人の物も自分の物、というのが彼女である。ゆえに、正当な理由なく船を沈めた久美を、持ち物のひとつであるパソコンを壊した彼女を、呪のろうような目で見るのは至し極ごく、自然な話だ。

　とはいえ獅しぃ子こは、倉子が襲おそい掛かるようなら止めるつもりだった。これ以上、仲間同士で争うのは得とく策さくではない。今は、救出チームが来るまで、力を合わせて生き延びなくてはならないのだ。

（とはいえ……）

　獅ぃ子は、ジャージ姿で砂浜にへたり込んで力が抜けた様子の美み巳みを見た。

（今回は、あの娘こだけは、一緒じゃない方がよかったですけれど……）

　何しろ、美巳の大罪は《大食グラトニー》。字のごとく、その食欲は凄すさまじいものがある。サバイバルで何より切実な問題となるのは、水と食べ物。ここで、どれほどのものが採れるのかわからないが、期待するのは危険だろう。

　餓が死しなど、冗談ではない。

　それに、あまりにも空腹になったら、美巳がどういう行動に出るかもわからない。久美が船を沈めてしまったように、美巳もまた、暴走の果てにとんでもないことを引き起こす可能性がある。

　だからといって、排除──始末してしまうわけにもいかない。

　美巳は、光ひかるに大罪を犯させるために欠かせないのだ。

　否いな。

　彼女だけではない。ここにいる全員の、誰だれかひとりが欠けても、光を堕だ落らくさせることはできなくなる。それだけは避さけなければならなかった。でなければ、決して魂たましいの平安を得ることはできない──そう、わかっていた。

（……美巳は、食いしん坊だけあって、食べ物に対して鼻は利ききますわ。鞭むちで打ってでも少し我が慢まんをさせれば、助けが来るまで保もつかもしれませんわね）

　そう、獅ぃ子は自分を納なつ得とくさせると、気持ちを切り替えるために、自分の掌てのひらを、持っていた鞭で、ぴしり、と叩たたく。ピリッとした痛みが、心を奮ふるい立たせ、意識を新たにしてくれる。

「わかったら、とっととお立ちなさい！　助けが来るまで、なんとしても生き延びますわよ。そのためにはまず、食と住！　特に久美！　あなたには人の一〇倍は働いてもらいますから、そのおつもりで」

「えー……」

「えー、じゃありませんわっ！」

　ひゅん、と鞭むちを鳴らす。

「誰だれのせいでこうなったと──」

「わかった！　わかったよ！……はぁ」

　大きくため息をついて、久く美みは立ち上がった。どうやら船酔いはすっかり治ったらしい。その背中を呪のろい殺ころすような目で見ながら、倉くら子こも立ち上がる。濡ぬれたスーツが重たそうだ。壊れたノートパソコンを離すつもりはないらしい。

（要よう監かん視し、ですわね）

　獅しぃ子こはこっそりとそう考えた。久美はおサルではあるけれども、やはり、失うわけにはいかない。倉子は普段冷静だが、今は何をするかわからない。

「……お腹なか空すいた……」

　ポツリ、と美み巳みが呟つぶやく。同時に、ぐぐう、と恥はずかしいほど盛大に、腹の虫が鳴るのが聞こえた。こちらも対処が必要だ。早めになんでもいいから腹に収めないと、仲間に嚙かみ付つきかねない。限界を超えれば見み境さかいがなくなるのは、久美に劣らない。

「わかってますわ。その辺に何かなくて？　最初の一口だけは、あなたが食べて構かまいませんわ」

「ホント!?」

「最初の一口だけですわよ！　あとはみんなで分けるんですから！」

「うん！」

　首が外れんばかりの勢いで頷うなずくと、美巳は早さつ速そく鼻を犬のようにフンフンと鳴らして、食べ物を探しだした。こうなるともう、見つけるまでは何を言っても聞こえないだろう。

「ねー、獅ぃ子ちゃーん」

　そんな、甘ったるい声に振り向くと、羊よう子こがいつものように巳み和わを後ろから抱き締める格好で、ゆらりゆらりと左右に揺ゆれていた。大きすぎる胸が、挑発的に骨ばった巳和の両肩に乗っている。柔らかくはあるが形は崩れていない胸が揺れるたびに、巳和の頰ほおにむにゅうと押し付けられて、それが恥ずかしいのか、巳和の頰はほんのりと赤かった。

「なんですの？──というより、あなたはどうして裸ですのっ!?」

　下半身はどうか知らないが、上半身は、波でもまれている内に脱げてしまったのか、それとも脱いだのか、裸で、白い肌を惜おしげもなくさらけだしている。

「そんなにカリカリしないでよー。獅ぃ子ちゃんたちも脱ぎなよー。塩をたっぷり含ふくんだ服、そのまま着てたら、お肌、荒れ荒れになっちゃうよー？」

「そのぐらい、大したことではありませんわ」

「わかってないなー」

　羊子はくすくすと笑った。肩を竦すくめるたびに、巳和の顔は胸に埋もれて、小さな顔をますます赤くする。

「これから救援が来るまで、頑がん張ばらなくちゃ駄だ目めなんでしょー？　お肌、荒れちゃったら、そこからばい菌入って、病気になるかもよ？　熱だって出るかもしれないしー。お薬あるー？」

「それは……」

　確かに一いち理りある話だった。服は真水で洗って、乾かした方がいいだろう。だが、替えがない。見渡す限り、服などない。それに。

　獅しぃ子こは、空を仰あおいだ。

　この陽ひ射ざしだ。塩をたっぷり含ふくんだ服を着ているのも肌に悪いかもしれないが、陽ひ焼やけも同じくらい肌に悪そうだ。あれは、言ってしまえば火傷やけどだ。普段から、久く美みのように野生児全開で気にも留とめていない娘なら平気かもしれないが、獅ぃ子は事故以来、それほど丈じよう夫ぶというわけでもないので、陽焼け止めはほぼ毎日使うようにしていた。事実。陽に晒さらされている頰ほおや鼻の頭は、もう、熱い。

「獅ぃ子ちゃんの考えてることはわかるよー」

　んふふ、と羊よう子こは笑った。

「でも、大丈夫ー。ほらー」

　手を後ろに回して、羊子が取りだしたのは、おそらくは化粧品の容器。

「もしかして……陽焼け止めですの？」

「せいかーい♪」

　ず、と砂ごと押すようにして羊子は後ろから小さなトランクを出した。

「沈む、って思ったから、これだけはつかんだんだー。お肌はわたしの命だしー」

「ったく……」

　他ほかにつかむものがあるでしょうに、と言いかけたのを獅ぃ子は吞のみ込んだ。光ひかるの腕とか、と続けたかったのだが、人のことは言えなかったからだ。

　が、倉くら子こよりはずっとましだ。壊れたノートパソコンなど、今は何の役にも立たないが、プロのグラビアアイドルである羊子の使っている陽焼け止めなら、間違いなく紫外線を遮しや断だんしてくれるだろう。あとは──

「虫むし除よけとかもあるよー？　薬はないけどー」

「助かりますわ」

　正直に、そう言った。ならば、もはや迷うことはない。獅ぃ子は乗馬服のボタンに指を掛けるとそれを外し、ジャケットを脱いだ。襟えりのリボンも外し、シャツも。乾いた布が欲しいが仕方がない。ブラも取り、片手で器用に、ブーツ、パンツ、そしてショーツも脱いでしまう。そうして、羊子に向かって手を伸ばした。

「さあ、分けてくださいますわよね？」
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　──まずは、漂着物を調べることから、だな。

　救きゆう命めい胴どう衣いを脱いで海岸を見つめる愛あいに、天使はそう言った。

　──救援がいつ来るかわからんが、とにかくそれまで生き延びなくてはならない。そのためには、使えるものを集めておく必要がある。

「はい……」

　──なんだ？　声に覇は気きがないな。神かみ代しろ光ひかるのことが心配なのはわかるが、案じても仕方がない。思い悩んで奴やつの堕だ落らくを防げるのであれば大いに悩むがよいが、実際には、なんの役にも立たん。時間を浪費するだけだ。

「わかってますよ」

　正論は時に腹が立つ、と思いながら、愛は歩きだした。

「ただ、気持ちが悪くって」

　──吐はくか？

「いえ、そうじゃなくって、濡ぬれた服が」

　愛はジャージを引っ張った。この天気だから、すぐに乾くかと思ったら意外と乾かず、その上、なんだかひりひりする。

　──だったら、脱いでしまえばよかろう。どうせ誰だれもいないのだ。

「そうはいきませんよ。まだ、無人島だって決まったわけじゃないんですし。それに、助けが来たときに裸じゃ、恥はずかしいじゃないですか」

　──つまらんことを気にして、体を悪くしたら意味がないだろう。

「そのうち乾くからいいんです」

　言って、愛はジャージを引っ張るのをやめた。とはいえ、このまま着ていたら下着まで乾くのに、どのくらいの時間がかかるか、ちょっと予想もできなかった。脱いで、木の枝に結んでおけば、ひょっとしたら合図になるだろうか？　ふと、そう思ったが、すぐにそれは打ち消した。もしもここに誰かが住んでいて、それが男だったりして、砂浜に裸の少女がうろうろしていたら、どんな行動に出るかわからない。必要もないのに、危険を増やしたくはなかった。

（だけど……）

　愛は、くるりと海岸に背を向けた。

　──おい。

「すぐに調べに行きますよ」

　言って、愛は木の、いかにも南国といった感じの木のところまで行くと、ジャージを脱ぎ、それをざくざくした木の肌に引っ掛けた。

　──なんだ、やはり脱ぐのか。

「違います」

　言いながら、一応辺りを警戒し、木を背中に海岸の方に向かって立ち、ブラのホックに指を掛けた。見られていない、とわかってはいてもドキドキする。ぷちん、と外して紐ひもを肩から抜き、それをジャージと同じように幹に掛けて、ショーツの端はしに指を掛けて、エイッと一気に引き下ろす。

　すう、と風が腿ももの間を抜けていく。その感触に震ふるえながら、脱いだそれを手にして、ぎゅう、と絞しぼる。たっぷりとしみ込んだ海水が、ぼたぼたと落ちて砂浜に染しみを作った。いっそこのまま干ほしておきたい気になったが、我が慢まんしてもう一度、それを穿はいた。同じように、ジャージの海水も絞る。手では限界があるので、幹みきに回して捻ひねった。だばだばと海水が溢あふれ出す。重たかったはずだ。ブラだけは、絞るわけにもいかないので、そのままにして、濡れたジャージをもう一度着ると、愛あいは再び波打ち際ぎわに向かった。

「あ」

　早さつ速そく、いいものを見つけた。スリッパだ。まさかこの綺き麗れいな砂浜にガラス片などないだろうが、漂着物の中には危ないものもあるかもしれない。足の裏を護まもるものがあった方がいい。砂の熱は意外と強烈でもある。

　──とりあえず、死体はないようだな。

「…………」

　嫌いやなことを言う、と思いながら、その可能性もあるのだ、ということに愛は今さらながらに思い至った。全員、無事ならよいけれど、こればかりはわからない。

　ひとつひとつ、漂着物を見ていく。

　量は意外と多い。シーツや毛布のようなものがあったので、一応それを拾っておく。乾かせば使えるはずだ。食料品は、期待してはいなかったけれども、やはり駄だ目めだった。まったくなかったわけではなく、ポテトチップスやクッキーの袋なども見つけはしたのだが、どれもこれも、どこかが破れていたりして、中はぐちゃぐちゃになってしまっていて、とても食べられるものではなかった。

　缶詰とか、そういうものならよかったのだろうけれど、その手のものは、おそらく海の底。

　他ほかの漂着物は、木材の破片であったり、紙切れであったり、と役に立ちそうなものはほとんどなかったけれど、段ボール箱一杯のプラスチック製のライターはありがたかった。

　何をするにしても、火は必要だ。

　得え体たいの知れない植物の実も、火を通せば安心できる。もちろんそれで毒をどうにかできるわけではないかもしれないけれども、生なまで食べるのは怖い。

　ひとつ取りだして試しに着火してみると、無事に火は点ついた。

「食べ物……あると思います？」

　──何かはあるだろう。これだけ植物があるのだ。食って食えないことはない。塩もたっぷりとあるしな。

　それは確かだ。いくら汲くんだところでなくなる心配などいらないほどある。それに、海水から真水を作る方法も知らないではない。この前、ＴＶでやっていたのを、おぼろげにだが憶おぼえている。

　愛あいは見つけたものを、波が届かない場所まで運ぶと、ひとまとめにして置いた。布はブラと同じように木に引っ掛けておけば、そのうちに乾くだろう。真水で洗わないと塩しお臭くさくてしょうがないかもしれないが、あまり贅ぜい沢たくはいえない。

　生きている。それだけでとても贅沢なのだから。

　──ビニールの袋やシートも取っておくとよいぞ。

　天使の声に、愛は、う、となった。

　言われるのでは、とは思ったのだ。あったことは知っていた。だが、わざと見ないふりをして、素通りしたのである。

　──雨が振ったときに水を溜ためておいたり、いろいろと便利に使える。

「は、はあ……」

　行きたくねー……。

　強烈にそう思った。何な故ぜなら、そのシートには昆布などが張り付いて、かなり汚れていたからだ。触さわるのにも勇気がいる。それに。

「天使様……なんか、不自然に膨ふくらんでませんか？　あれ」

　さっきから、そう思っていたのだ。まるで、その下に何かがあるように。大きさからいえば丁ちよう度ど、人くらいのふくらみだと思うのは、考えすぎだろうか？

　──そんなこともあるまい。

「そうですか？　絶対、下に何かありますって」

　──食糧かもしれぬぞ？

「まさか」

　──可能性がないわけではあるまい。

「それはまあ、どんな可能性も、ゼロじゃないとは思いますけ──」

　そのとき、ビニールシートの盛り上がりが、もこもこと動いた。

　間違いなく動いた。

　愛はその場で跳び上がり、脱げたスリッパが逆さになって落ち、熱い砂浜が足の裏を焼いたが、それよりも何よりも、そこに何かいるという事実に、熱さを忘れていた。

　だが、それきりシートは動かなかった。

　いくら待っても同じこと。

　その内に愛は、もしかして幻まぼろしを見たのじゃ、と思い始めたが。

　──いや、確かに動いたぞ。

　愛の視覚を通して外の世界を見ている天使は、断言した。

　──魚かもしれん。だとしたら、ありがたい。あれだけの大きさだ。上う手まく保存すれば、数日は保もつ。天の恵みだ。

「わたしが料理するんですか!?」

　──当たり前だろう。他ほかに誰だれがいる。包丁の代わりは……そういえば、空き缶があったな。その蓋ふたを使えば適当にだろうが、さばけるだろう。

「無理ですよっ！」

　愛あいは後ずさった。

「魚なんてさばいたことないですもん！」

　──案ずるな。おまえが見ていた料理本で、基本は憶おぼえている。私が指導してやろう。ま、こんなところでひとり寂しく餓が死ししていくのが望みだというのなら──

「わかりましたよう！」

　全部は言わせず、愛は大きくため息をつくと肩を落として歩きだした。

　確かに、天使の言う通りではある。あれが魚なら、逃のがすのは愚ぐの骨こつ頂ちようだ。それに、動いているということは生きているということだから、新鮮ということで、とりあえず、安心して食べることのできる唯ゆい一いつの食糧と言ってもいい。

　愛は、近くに落ちていた棒を拾った。

　いくらなんでも、手でシートを捲めくる気にはなれない。もしも鮫さめだったら、がぶり、とやられてしまうかもしれない。食べるつもりが食べられたのでは笑えない。

　おそるおそる棒を伸ばし、その端はしにシートを引っ掛けた。

「えいっ」

　一気に捲る。シートは、丁ちよう度ど吹き寄せた風にばさりと舞い上がり、陸の方へと飛んでしまったが、愛も、そして天使も、そんなことは気にもならなかった。

　何な故ぜなら。

「ま、また、光ひかる君ーっ!?」
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「それにしても……本当に何もないところですわね」

　赤せき兎との肩に乗って辺りを見回しながら、獅しぃ子こはため息交じりに呟つぶやいた。その後ろには、旗のように服を木棒に縛しばり付けて持った少女たちが続き、スカートが、パンツが、下着が、風にばたばたとはためいている。

「見渡す限り、樹ばかりですわ」

　海を離れ、森の中に分け入って二時間は経たっている。その間かん、見つけたものといえば、樹、樹、樹、樹、である。食べ物になりそうな木の実も、動物も、もちろん、人の姿、その痕こん跡せきすら、どこにも見つけることはできなかった。

　だが、森は遠目から見るのと違い、分け入ってみれば、密林、というほどには木々は密集してはおらず、十分な日光が足元にまで差し込んでいて、しかしそれが逆に、むしむしとした暑さを辺りに生みだしてはいて、汗が流れるのを止めることはできなかった。

（陽ひ焼やけ止めがなかったら、大変なことになってましたわ）

　手の甲で汗を拭ぬぐい、獅しぃ子こは葉っぱで作ったブラを軽く引っ張って、溜たまった汗を落とした。そう。服はすべて、乾かすために脱いだが、獅ぃ子たちは全ぜん裸らというわけではなかった。海岸の近くに自生していた植物の葉を使って簡易な下着を作って、着けていた。とはいえ、それは胸と股こ間かんが隠れるように植物の蔓つるで葉をつるしただけのものではあったが。それと、やはり草を使ったサンダル。

[image: ]

「本当は、Ｔバックとかして、その上に着けるんだけどねー」

　と、言いながら、羊よう子こは葉っぱの下着を次々と作った。グラビアの撮影でよく使うものなのだそうだ。Ｔバックと違って、股間のものは暖簾のれんのようにただ下げているだけなので、風が吹いたら簡単に捲めくれ上がってしまうようなものだが、それでも、あるとないとでは、気持ち的に意外と違った。全裸は、風ふ呂ろのような限定された空間ならなんでもないが、自分たち以外には誰だれもいないとわかっていても、外ではやはり慣れない。もっとも、羊子だけは堂々としたもので、わざわざ一番小さい葉っぱを選んで着けているとしか思えなかった。

「おい、美み巳み」

　久く美みは巨大な服の旗を軽々と持って歩きながら、ひぃふぅ言いながら歩く美巳を振り返った。

「おまえはどうなんだよ？　なんか、食くいもんの匂においとかしねーの？」

　大した段差でもない場所を、よいしょ、と越えながら、美巳は、ううん、と唸うなった。

　ぽっちゃりな彼女は、一歩ごとに、羊よう子ことはまた別の意味で、ぷるん、とふくらみが揺ゆれる。つきたての餅もちのような肌は、まさにつきたてであるかのように湯気を上げ、大量の汗が、ひとりだけ雨の中を歩いているかのように流れている。

「し、しないかなぁ……」

「んだよ、役に立たねぇなあ」

「き、きっと……実をつける時季じゃないんだよぉ……ふぅふぅ……た、多分……」

「じゃあ、どうするんだよ、飯めしは！」

「あ、あたしに当たらないでよぉ……」

　ぐぐぅ、と美巳の腹の虫が鳴って、獅しぃ子こは眉まゆをしかめた。

　空腹は伝染する。

　特に、美巳のそれは特別だ。何しろ《大食グラトニー》の《大たい罪ざい者しや》のものなのだから。他人の空腹を喚かん起きするのに、事欠かない。現に、食べ物を目の前にしたわけでもないのに、胃が激しく動き、口の中に唾つばが湧わいてきた。

「森の中に何もなければ、魚を獲とればいいですわ」

　赤せき兎とが折った枝を手にした鞭むちで避よけながら、獅ぃ子は海が見えないかと目を凝こらした。そろそろこの小さな島の峠とうげのはずだ。

　ここが島だということは、まず間違いないと思えた。海岸線は左右それぞれの先で途切れて切り立った崖がけとなっていたが、美巳が泳いでそこを少し先まで回ってみると、左右共に陸地は見当たらず、島だと考えるのが妥当だった。

　だとしたら、次にはここが無人島か否いなかを調べる必要がある。人がいるのなら、なんらかの通信手段を確保しているはずだから、それを使って助けを呼べばいい。そのために、獅ぃ子たちは葉っぱビキニを身に着けて森へと分け入ったのだが──

（やはり、無人島のようですわね……）

　そんな予感はしたのだ。

　何な故ぜなら、ここへ至るまで、獣けもの道みちひとつ見つけることがなかったからである。反対側にも海岸はあるのかもしれないが、こちら側とて、遠とお浅あさで、漁には適しているはずだ。なのに、まったく痕こん跡せきがないのは、おかしな話だった。

（反対側の海岸だけで済んでしまっている、という可能性もありますけど）

　できればそうであってほしい、とは思う。

　光ひかるが無事でいることに確信を持ってはいるが、だとしても、一刻も早く、傍そばに戻りたいという気持ちには変わりはない。

　が、本当に無人島であった場合のことも、考えておかねばならなかった。

　今のところ、雨が降りだす様子はないが、この先はわからない。雨は、体力だけでなく、気力を奪う。適当な洞どう窟くつでもあればいいが、なければ自分たちで『家』を造る必要がある。そのための力仕事は久く美みと赤せき兎とにやらせればいい。

　それに、水。

　ここに来るまでに、泉らしきものや、川は見つけられなかった。とすると、少々問題だ。海水から真水を作る方法を知らなくはないが、時間がかかる上に量が圧倒的に足りない。雨が一番であり、それを凌しのげる場所を確保したあとに降ってもらうのが一番だが、そんな都合よくはいかないだろう。

「あっ！」

　不意に、後ろをだらだら歩いていた美み巳みのそんな声が聞こえて、獅しぃ子こは赤兎の肩の上で振り返った。明らかに今までとは違う、張りのある声。彼女がこんな声を出す理由はひとつしかない。

「美巳、食べ物を見つけたんですの？」

「うんっ！」

　と言ったときには、もう走りだしていた。速い。速い速い。あっという間に峠とうげを越えて下り始めようとする。だが。

「赤兎」

　その猪ちよ突とつ的てきな猛もう進しんは、赤兎の手で阻はばまれた。地響きを立てて脇わきを駆け抜けようとした美巳の首を、後ろからつかむ。が、勢いは思った以上で、車が激突してもびくともしない赤兎が、思わず前に数歩、進んでしまった。

「何すんのっ!?」

　体ごと捻ひねるようにして振り返った美巳の頭を、もう一方の手ががっしりとつかむ。その下で、綺き麗れいに並んだ歯が、ガチガチと鳴った。危ないところだった。人間の嚙かむ力というのは、恐ろしく強いのだ。もう少し遅れたら、赤兎の腕の肉を、ぱっくりやられただろう。

「何、じゃありませんわ。ひとりで行かせたら、全部ひとりで食べてしまいましたでしょう？」

「そ、そんなこと──」

「しますわよね？　あなたは《大食グラトニー》の罪人ですもの。空腹の状態で食べ物を目の前にして、それを我が慢まんできるはずがありませんわ。我慢できてしまうようなら、《大たい罪ざい》の罪人とはいえませんもの。ですから止めたんですわ。……独ひとり占じめは許しませんわよ？」

　遅れて、全員が追いついてきて美巳を見つめる。

「うううー……」

　美巳は泣きそうな、けれどもその奥に怒いかりのこもった目で、獅ぃ子を見上げた。否いな、目の奥にあるのはそれだけではない。敗北感……屈くつ辱じよく感かん。そうしたものが美み巳みの目には揺ゆれている。

　獅しぃ子こは背せ筋すじがぞくぞくするのを感じた。

　たまらない。

　他人が自分に膝ひざを屈くつする姿は、罪を──《高慢プライド》を刺激して、たまらない気分になる。それがたとえ仲間であっても、関係ない。

（もしもこれが光ひかる様だったら……）

　そんなことを考えて、獅ぃ子は漏もれそうになった笑みを嚙かみ殺ころし、心の中で自分を叱しかり飛とばした。想像だけでも、不ふ遜そん極まりない。自分たちにとっての《神》を、目の前に跪ひざまずかせようなどとは！　もちろん、それをさせるなら今の光ではない。それでは駄だ目めだ。普通すぎる。夢と憧あこがれるのは、《堕落ダウンフオール》した光。

（考えただけで……）

　体の奥の方から熱くなり、獅ぃ子は唇くちびるを舐なめた。

「おい！」

　久く美みの声がして、獅ぃ子は内心を見み透すかされたのかと思い、ぎくりとした。が。

「マジか、美巳！　てめぇ、ひとりで──」

「そ、そんなことしないよぉ！」

　美巳は頭をつかまれたまま、必死な声で言った。

「お魚だから、早くしないと猫とか、犬とか、そういう動物に持っていかれちゃって、危険だと思ってぇ！」

「おまえが一番、危険だっつーの！」

　久美は駆け寄りざまに腰を捻ひねって、美巳のふくよかな腹に拳こぶしを打ち込んだ。あう、と呻うめいて美巳は腰を折ったが、久美のそれが戯たわむれ程度にすぎないことは、見ればわかる。本気のパンチであったら、いくら美巳であっても平気で立っていられるはずはない。

「ううう」

　美巳は諦あきらめたのか、赤せき兎とが腕を離しても、ひとりで駆けだすようなことはなかった。

「それで」獅ぃ子はそれでも一応はまだ警戒しながらそう訊きいた。「どっちにありますの、その魚は？　どんな魚ですの？」

　おいおい、と久美は苦笑した。

「いくらなんでも、魚の種類まではわからねーだろ」

「そうかしら？」

　獅ぃ子はふっと微笑ほほえんで、美巳を見た。

「美巳ならありえましてよ？──そうでしょう？」

　その言葉に、撫なでるように頭に触れながら、美巳は頷うなずいた。

「……鮪まぐろ」

「鮪まぐろ!?」久く美みは、ごくりと喉のどを鳴らしたように思えた。「ひょっとして、トロとか大トロとか中トロの、あれか!?」

「ひょっとしてなくても、そうだよぉ……」

　ぷう、とむくれて、美み巳みは背中を向けて歩きだした。今度は、普通の速さ──否いな、普通というには遅い、いつもの美巳の歩速に戻って、なだらかな坂を下り始めた。案内する、ということなのだろう。みんな、後に続いて再び歩きだしたが、どこに向かっているか、獅しぃ子こにはもうわかっていた。

　海岸だ。

　まず間違いなく、自分たちが打ち上がった海岸の真ま裏うらに、迷った鮪が打ち上げられるような海岸があるのだ。

　いくらなんでも、海の中にいる魚の匂においまでは、嗅かぎ分わけられまい。人の鼻はそんな風にはできていない。

　もっとも、たとえ砂浜にあっても、徒歩で何時間もかかるであろう場所に転がっている魚を、その種類まで確定するのも、人知を超えているとは思うが。

（それにしても……）

　高みから、森を進んでいく少女たち、それから自分を見て、獅ぃ子は小さく息をついた。

（我われながら、なんて格好……）

　今さらではあるが、一五歳前後の少女たちが、揃そろいも揃って大事なところを申し訳程度の葉っぱで隠して山を下っているのだ。

（露ろ出しゆつの多さはともかく、わたくしがこんな安っぽい葉っぱしか身に着けられないということが、何よりの屈くつ辱じよくですわ。まったく、光ひかる様がここにいらっしゃらなくてよかったですわ）

　それだけは不幸中の幸い、と思えた。こんな格好、見せられたものではない。そんなこと《高慢プライド》が許さない。

「もう、早くぅ」

　じれたように美巳が言うのが聞こえ、獅ぃ子は赤せき兎との胸をかかとで軽く蹴けるようにして、少しだけ先を急がせた。促されたからそうしたのではない。あくまでも自分の意志、ということがわかる程度に。

　木々の間を抜けてくる潮の香が強くなっていくのがわかる。

　海岸は、きっともうじき。




　　　　☆




「ま、また光君っ!?　しかも、なんかすごいの抱いてるしっ！」

　愛あいは信じられない気持ちで、気が付けば、一歩──二歩、下がっていた。光がこうして愛のところにいきなり、予期せぬ形で現れることは、それほど珍しいことではないのだが、それでもその都つ度ど、何かしら驚かされる。

　──しかしまあ……やはり、縁があるのだな。

　しみじみと天使がそう言うのを、愛あいは頭の中に聞いた。

（そうじゃなくちゃ困りますよ）

　もしも気が付いて、独ひとり言ごとをブツブツ言う危ない女の子だと思われるのは嫌いやなので、愛は天使との会話をいつものように声に出さずに頭の中で話す方法に切り替えた。

　それにしても……なんていう格好だろう！

　着ているのは、愛と同じくジャージだ。それは別に珍しくもなんともない。靴くつ下したも穿はき、しっかりと上うわ履ばきも履いている。生き真ま面じ目めというか──よく脱げなかったものだ。だが、愛と違って、光ひかるは救きゆう命めい胴どう衣いを着けてはいなかった。気を失ったままで、よくもまあ、溺おぼれてしまわなかったものだと思う。

（これが理由だと思います？）

　愛は、心の中で《それ》を指差した。

　鮪まぐろが一匹。

　青と銀色の肌が太陽に照らされて、眩まぶしく輝いている。パクパクと、けれどもう随ずい分ぶんと力なく鰓えらを上下させ、ときおり、ゼリーのような目を、ぐり、と動かしている。

　が、逃げることはできない。

　海はすぐそこなのに、どうすることもできずにいる。

　何な故ぜなら──光はそれを、しっかりと抱き締めていたからだ。しがみついていたからだ。もしかすると、ひょっとすると、そのおかげで助かったのでは？　と思ってしまう。

　鮪が、光をここまで運んでくれたのでは、と。

（……なわけ、ありませんよね）

　──ともかぎらん。

　茶ちや化かすようでもなく、天使はそう言った。

　──人になっても、神かみ代しろ光は元・天使。持っている運の絶対量が違う。

（だけど、おっきな反動があるんじゃないですか？　不幸と幸せの量は同じなんですよね？）

　確か、そんなことを前に、天使に言われた気がする。

　学校でも習った諺ことわざ──『禍か福ふくは糾あざなえる縄の如ごとし』。それは本当のことらしい。つまり、いいこともあれば悪いこともある、ということで、否いな、いいことがあれば悪いことがある、か。つまりそういうことらしいから、命が助かるような大きな幸福があったなら、その反動は相当大きいのではないだろうか。

　が、天使はそれを、

　──それはない。

　と、言げん下かに否定した。

（どうしてですか？）

　──神かみ代しろ光ひかるを、人の基準で測ることには意味がない。

　ああ、と愛あいは納なつ得とくした。

　それはそうかもしれない。今の光は確かに人間ではあるけれど、元は大天使で、そして悪あく魔まの神であったのだから、鮪まぐろを操って《死》を免まぬかれることぐらい、『幸福』の内にも入らないのだろう。とはいえ。

　愛は光に近づくと、その腕に触れた。冷たい。それはそうだろう。いくら南の海といっても、風ふ呂ろではないのだから。

　──何をするのだ？

（逃がすんですよ）

　光の腕を剝はがし、次は尾に絡からんでいる足を解ほどきにかかる。何をしようとしているのかがわかっているのか、それとも単にもう動く力がないのか、鮪はずっとおとなしくしていた。

　──逃がす？

　ありえない、とでも言いたげな声だった。

　──本気か？

（ええ）

　足を解き終えると、愛は巨大な鮪を光の体を支えに、よいしょ、と転がした。鮪は光の足の上を転がって、砂の上に横たわった。だが、ここまでだ。これ以上はどうしようもない。相手はどう見ても一〇〇キロ以上はある。今、転がせたのは元々斜めになっていたからだ。

（だって、光君の命を助けてくれたんですよ？　そのおかげで浜に打ち上げられたっていう不幸に遭あったのなら、幸福をあげなくちゃ）

　──大切な食糧だぞ？

（それはわかってますけど……光君の命の恩人ですよ？──って、人じゃないけど）

　──そうか。

　天使が頷うなずいたように思えた瞬しゆん間かん、鮪が突然、びちっと跳ねて、海の方へ跳とび上がった。それは最後の力だったのかもしれない。けれど、海まではとても届かず、濡ぬれた砂浜へ落ちた。鰓えらの動きがさらに弱まる。

（そうだ、水！）

　愛は、海水を掛けたらどうだろう、と思い至って辺りを見回した。遠くに、ドラム缶が幾いくつも打ち上げられているのを発見したが、あれを担かつぐのは無理だ。

　──大だい丈じよう夫ぶだ。

　そんな声に振り返ると、ひときわ大きな波が押し寄せるところだった。それが鮪を吞のみ込んだと思うと、引いたあとには何も残ってはいなかった。

　鮪まぐろは、海に帰ったのだ。

　あれだけ弱っていたら、もしかしたらそのまま海の底に沈んでしまったかもしれない。だがそうではない、と愛あいは思いたかった。天使は、大だい丈じよう夫ぶだ、と言ったのだ。それに、光ひかるの命を救った鮪には、きっと神の加か護ごがある。

　そう、思いたかった。

　──せっかくの食糧だったのに、損したな。

　何な故ぜか少しもそんな風には思えなかった。

　単にまだ、飢える実感がないだけなのかもしれないが、あの鮪を食べるようだったら、とても光を《堕落ダウンフオール》から救うことなどできない、と思えた。

　綺き麗れいごとでもなんでも、そう思った。

　──ま、食糧は他ほかにも見つけられるだろうが……神かみ代しろ光をどうにかした方がよくはないか？

（え？）

　愛は光を振り返り、初めて、その様子がおかしいことに気が付いた。

　白い。

　光は確かに、元から色白ではあったが、それにしても白すぎる。青い、といってもいい。それはそれで、抜けるようで綺麗ではあったが、この場合、この状態は。

　──死にそうだな。

（冷静に言ってる場合ですかっ！）

　愛は飛沫しぶきを跳ね上げて光に駆け寄ると、飛び込むように膝ひざをついてその頰ほおに手を触れた。

　冷たい。

　恐ろしい想像に、ぶるっと震ふるえてその手を滑すべらせて鼻と口に当ててみる。微かすかに呼吸はしている。少しだけほっとして、愛は天使の言葉を思いだした。そういえば、光は生きていると断言したのは天使であった。

（天使様っ！）

　怒いかりを隠すことなく、叩たたきつけるように愛は強く呼び掛けた。

（わたしを驚かせて楽しいですかっ!?）

　──何を言っている。私はまったく噓うそは言っていないぞ。死んだといつ言った。私は、死にそうだな、と言ったのだ。そして、それは間違いではない。このまま体温が低下すれば、心臓が止まるぞ。それがわからんのか。私をなじる時間があるのなら、なんとかしろ。

（は、はい！）

　天使の言葉に愛は背せ筋すじを伸ばし、しかし……何をどうすればいいのか思いつかなかった。そのとき、ひた、と足に冷たさを感じて見下ろすと、波が寄せているのに気付いて、まずはここから動かさなくては、と思い立った。

　立ち上がり、光を背中から抱きかかえるようにして、砂浜を陸の方へと引きずる。前も思ったが、完全に力の抜けた人間というのは、とても重い。だが、波打ち際ぎわから離れると、砂浜は太陽の熱を吸収して熱く、愛あいはホッとした。

　──まだだ。

　戒いましめるように、天使の声が頭に響いた。

（もしかして……脱がせ、とか……？）

　──ほう、わかってきたじゃないか。

　どこか嬉うれしそうに、天使は言った。

（それは、まあ……）

　何かにつけて、光ひかると自分を一刻でも早く《契ちぎらせ》ようとする天使であるから、このくらいのことは予測できる。濡ぬれた服が体に悪いとかなんとか。そんな理由だろう。事実、体に悪そうではあるが。

（付き合い、いい加減、長いですからね）

　──まだ数ヶ月だろう。

（十分長いですって。いっつも一緒なんですから）

　二四時間。

　このままだとおそらく、三六五日。

　まあそれも、光と《契って》しまうまでだろうが──それは果てしなく先の、遠いことのように思えなくもない。

（とにかく、ジャージは脱がせますけど……）

　愛は言いながら、ジャージのファスナーを下ろし、前をはだけた。下はＴシャツ一枚。しかも無地、だ。Ｔシャツというよりも、下着に近いのかもしれない。濡れて引っ掛かる腕を抜いてまずは上着を脱がし、それを力の限り絞しぼって砂浜に広げる。

　そうしておいてから、やはり肌に張り付いたＴシャツを脱がして、こっちも絞って、それで光の体を拭ふいた。彼の裸を見るのは初めてではないが、心臓が、どどっと激しく鼓こ動どうを打つのを愛は感じた。

　光は、一四歳にしては肉付きも薄いし、体毛も薄い気がする。別に見たくて見たわけではないが、クラスの男子は腋わきに毛が生えている人も少なくはない。

　だが、光はまだ全然だった。

　体臭もほとんどなくて、今はただ、潮の香りが色の薄い髪からするだけだ。

　愛は光を横にすると、絞しぼって水気を切ったＴシャツを掛けた。色の薄い光の肌には、自分よりもよほど南の島の太陽光線は毒のように思えた。

（パンツは、しませんからね）

　言いながら、愛はジャージのズボンの腰のゴムに手を掛け、こういうことは勢いだ、と自分に言い聞かせてずり下げた。が。

「きゃっ！」

　声を上げて手を離して顔を覆おおってしまった。

　何な故ぜなら、光ひかるの穿はいていた白のブリーフは、ぐっしょりと濡ぬれて、その下の、男の子の部分が張り付いて透すけていたからだ！──と、きょっ、と奇妙な声が、光の声が聞こえて、愛あいは、ハッとして指を開いた。

　すると光は、砂の上で体をエビのように曲げて、ぴくぴくと震ふるえていた。両手は股こ間かんを押さえるようにして、その手を腿ももで挟んでいる。そして、ブリーフはジャージと共にずり下がって、お尻が半分以上見えていた。

　──あー……ジャージのゴムが股間を直撃したのだな。ううむ、これは痛い。

「ご、ごめん、光君！」

　腕を伸ばしかけ、しかし、どうしたらいいのかわからず、愛はおろおろした。

　──痛みを感じているところを撫なでてさするのだ。

（あ、はい──って、できるかっ！）

　想像で天使の後頭部を、すぱーん、と叩たたき倒たおして、愛は鼻を鳴らした。

（本当に、もうっ！）

　とにかく、愛は光の背中をさすった。背骨にそって、何度も。神経の一番太いところがここを通っている。だから、痛みも少しは和やわらぐのではないかと思い。そんなこと、ないのかもしれないけれど。

　──ふむ。どうやら生命の危機は脱したようだ。今のおまえの一撃によって、神かみ代しろ光の体の防衛本能が目覚めたらしい。

（ほんとですか？）

　どうにも、いちいち噓うそ臭くさい。が、光の体がほんのり温かくなってきたのは、確かだった。おそらくそれは、太陽のおかげだろうとは思うが。

「ひか──神代君、大だい丈じよう夫ぶ？」

　まだ背中をさすりながら愛がそう訊きくと、光は咳せき込んで、少々の海水を吐はき出し、濡れた唇くちびるを手の甲で拭ぬぐって、かすれた声で、

「……白しら鳥とり、さ……ん……？」

　と呟つぶやいた。

　愛が、うん、と答えると、光はどこかまだ呆ほうけた様子で辺りを、それから海を見て、ええと、と言いながら首を捻ひねった。

「……僕たち、どうしてこんなところに……？」

「わたしにもよくわからないんだけど……多分、船がどうかしたんだと思う。わたしは危ないところで、救きゆう命めい胴どう衣いを着けることができたから助かったけど……」

「え──」

　光ひかるは腰を下ろしたまま振り返った。ズボンはもちろんそのままだ。が、股こ間かんはギリギリで隠れていて、愛あいはホッとした。しかし、光はそんなことにはまったく気付いていない様子で、瞳ひとみに驚きと不安を滲にじませている。

「──あ、あの！　じゃあ、みんなは……？　明あけ星ほしさん──その、そうだ、那な賀が花はなさんや、田た名な網あみさんは……？」

「ごめん……わかんない」

　光の顔が悲しく翳かげる。彼に、こんな顔をさせるのは本意ではなかったが、けれど、どうしようもなかった。本当に知らないのだ。

「田名網さんたちだけじゃなくて、クラスのみんなも──先生たちも、どうなったかわかんないの。どっと海水が流れ込んできて、あっという間まに、わたし、吞のまれちゃったから」

「そんな……」

　光の目が、本格的に潤うるんだ。声も微かすかに震ふるえている。見られたくないからか、愛から目を背そむけてうつむくと、小さく肩を震わせた。

　愛は、掛ける言葉が見つからなかった。何を言っても、慰なぐさめにならない気がする。

　久く美みたちは、自分にとっては光を地じ獄ごくへ堕おとそうとする悪い人、だが、光にとっては、親の受けた恩をけなげに返しに来てくれたいい人、という認識なのだから。

　否いな。

　愛にしても、彼女たちの無事を祈っている。それはそれ。これはこれ、だ。諦あきらめてくれるならともかく、こんな形での退場は望んではいない。望みたくもない。

　──相変わらず甘いな。

　そう聞こえた天使の声に、愛はこっそりとむくれてみせた。

（甘くてもいいですよ。誰だれかが死んじゃったりするのなんか、嫌いやですもん）

　──おそらく向こうはそうは思ってくれぬぞ？　おまえが我われの使し徒とだと知られれば。

（それは……だけど、だからって怪け我がさせたりとか、死んじゃったらいいのに、とかなんて思えませんよ）

　天使は、ふん、と鼻を鳴らした。

　──まあ、そんなおまえだからこそ、選ばれたともいえるか。

（そうですよ）

　──まあいい。それより、この状況は非常に理想的だ。

（何がです？）

　──何が？　何がだと？　そんなの決まっているだろう。ここにはおまえたち二人きり。誰も邪じや魔まをする奴やつはいない。今こそ神かみ代しろ光と《契ちぎり》を結び、魂たましいを救済するのだ！

　力ちから瘤こぶを作っていそうな天使の、毎度の要求に、愛は深いため息をついた。

（そんな気になれるわけないじゃないですか。状況、わかってます？　みんな、死んじゃったのかもしれないんですよ？　綾あや香かだって……）

　彼女の──親友の安あん否ぴを思うと、光ひかるではないが、鼻の奥がつんと熱くなって、じわ、と涙で景色が滲にじんだ。とても、二人きりだ、と浮かれる気分にはならない。それは光も同じだろう。

　すると、再び天使は鼻を鳴らした。

　──安心しろ。船は沈んでいない。

（え──？）

　──今、下に来ているのだがな。おまえの母親がＴＶにかぶりついている。丁ちよう度どニュースをやっている。船は傾いてはいるが、沈んではいない。生徒も、ほとんど無事だということだ。数名の行ゆく方えの確認が取れていない、と言ってはいるが、思ったほどの惨事にはなっていないようだな。

（ほんとですか？　わたしに《契ちぎらせ》ようと思ってそんなこと言ってるんじゃ……）

　──おまえも疑うたぐり深いな。信じるものは救われる、という言葉を知らんのか。まあいい。それほど言うなら、見せてやろう。

（え──）

　何を、と訊たずねる間まもなかった。

　不意に目の前が真っ暗になったと思った次の瞬しゆん間かん、愛あいは自分の家にいた。そのリビングに。ＴＶが点つけっぱなしになっていて、隅すみにテロップで『大型客船沈没寸前！』と書かれており、大小さまざまな大きさの船に囲まれている客船の姿が映しだされていた。

「わ！」

　──慌あわてるな。おまえ自身が家に帰ってきたわけではない。私が見ているもの、聞いているものをおまえに転送しているだけだ。おまえは相変わらず砂浜にいる。だから、おかしな声を出すな。神かみ代しろ光におかしくなったと思われるぞ。

　それはとてもとても嫌いやだったので、愛は口をつぐんだ。

　確かに。

　見えている景色は、音は、家のそれだけれども、足の裏には相変わらず熱い砂を感じるし、画え的てきには立っているはずなのに、尻しりにも砂浜の熱を感じる。

　それに、見ているといっても、自分の目で、というのとは少し違う。いうなれば、視界一杯に映画のスクリーンがあるような、そんな感じだ。

　天使はいつもこんな風にわたしの見ている景色を見ているのか、と愛は思いながら、見慣れているはずの家の中を見回した。

　廊下で母の声がする。誰だれかと電話をしている。クラスメートの親とか、学校とかと情報を交換しているのかもしれない。その声は、冷静さを装っていても、はっきりと不安が、それもとても大きな不安が、感じられるものだった。

（……天使様）

　──なんだ？

（あたしが無事だってこと、伝えられますか？）

　──ふむ……直接的な方法では無理だが、確証はない確信なら与えることはできるぞ。

（なんです、それ？）

　──おまえが無事だと信じる気持ちだ。そうあればいい、という祈りではなく、なんの証拠もないけれどそうだとわかっている、と思う心だ。

（よくわからないけど……それでいいですから）

　──そうか。

　天使がそう言ったのと、母が電話を切ったのは同時だった。そうして、戻ってきた母親の顔を愛あいは見、そして、安あん堵どした。けろりとしている。椅い子すに座り、ニュースを見始めてもそれは変わらず、愛が帰ってきたらどんなだったか聞かなくちゃ、と、行ゆく方えの確認が取れない数人の生徒に自分の娘が入っているとはまったく思っていない様子に変わっていた。

（ありがとうございます、天使様）

　──おまえの気持ちが乱れて、神かみ代しろ光ひかると《契ちぎる》どころではなくなると困るからな。

（結局、それですか）

　愛は内心で笑った。

　そうして再びＴＶを見ると、もう少し船の様子がわかった。

　船せん腹ぷくの一部が、縦に大きく裂けている。ただそれは約二階分ほどで、喫きつ水すい線せんを越えてはいるけれども、今は船を大きく傾けて傷の部分を海の上に出しているので、海水の流入は止まっている様子だった。傷はまるで、大きな引っ搔かき傷のようだ。

　何かが体当たりをしたようですが、とキャスターが言っている。が、その正体となると、潜水艦だとか、鯨くじらだとか、いろいろと説が出てまとまってはいない。

　行方不明の生徒の正確な数、名前などはまだわかっていないらしい。どうやら一般客の中にも安あん否ぴの確認が取れていない者が、数名いるようだ。

（天使様、今の……お母さんにしたのと同じこと、光君にもできますか？）

　──悪あく魔まっ娘こたちの無事を信じさせるのか？

（だけじゃなくて、クラスメートも）

　──残念だが、神代光には利きかん。人の身とはいえ、大天使《ルシフェル》であることには違いないのだからな。おまえがなんとかしろ。必要なら、噓うそをつくことも咎とがめぬぞ。

（噓……）

　愛は、どんな言葉なら光を安心させられるだろう、と考えた。噓……噓でいいなら？　けれど、噓は本当のことがわかったときに、相手を傷つけ、さらに自分も傷つけるだろう。

（だけど……）

　愛は心を決めた。すると、天使はそれを感じたのか、自分の見ている映像を切ってくれて、海岸の、光ひかるが傍そばにいる光景が戻ってきて、愛あいは息を吐ついた。

「神かみ代しろ君」

　光の肩が、小さく跳ねる。

「でも、船は沈んでないから」

「え……？」

　驚いた顔で振り返った光の頰ほおには、確かに涙の跡があった。目にもまだ、それは少し溜たまっている。さらに安心させるように、愛は頷うなずいた。

「さっき、ラジオで聞いたの。船は沈んでないって。行ゆく方え不ふ明めいの人もいるみたいなんだけど、ほんの少しだって。もしかしたら、わたしたちだけなのかも」

「ほんとですか!?」

「う、うん……」

　ちくり、とした胸の痛みを隠して、愛は笑顔を作った。

「ラジオは、それで壊れちゃって、流されちゃったんだけど……そう言ってたよ」

「…………」

（……やっぱり、駄だ目め……？）

　黙って目を瞠みはる光に、愛の胸はざわめいた。余りに稚ち拙せつな噓うそだと自分でも思うけれど、他ほかに思いつかなかったのだから、仕方がない。

「よ──」

「よ？」

「よかったぁ……」

　演技でもなんでもなく、光は長い長いため息をつくと、笑顔になった。

「じゃあ、そんなに酷ひどくはなかったんですね。明あけ星ほしさんたちも、無事かも……」

　愛はホッとした──光が前向きに物事を考えてくれて。光が流されたのだから、獅しぃ子こたち、悪あく魔まっ娘こたちが一番、共に行方が知れなくなった可能性が高いのに。もしかしたらそれをわかっていて、それでもこれ以上心配をかけないために、あえて、言ったのかもしれない。心の優しい光なら、十分ありうる。

　愛は胸が、きゅうん、となって、ジャージの胸元をつかんだ。

　気持ちが明るくなったからか、肌に血行も戻ってきたようだ。青みも消えて、ほんのりと赤くなり始めている。

「あの、神代君……」

「はい？」

「気持ち悪いかもしれないけど……そろそろ、ズボン、穿はいてくれると、いいんだけど……」

「え──あっ！」

　光はようやく自分がズボンを脱ぎかけであると──愛がしたことなのだが──気が付いて、慌あわてて、引き上げようとジャージの腰の部分をつかんだ。

　が。

「きゃっ！」

「わあ！」

　無理な体勢で、しかも慌てて引き上げたために、光ひかるはズボンをつかんだまま後ろに倒れた。背骨をさすっていたのだから、そこには愛あいが！　二人はもろとも倒れ、光は慌てて体を起こして、そこで、動きが止まった。

「…………」

「…………」

　どくん、と愛は心臓の音を聞いたと思った。

　風に吹かれて、Ｔシャツが飛んでいった。

　光が目の前にいる。好きな男の子が、上半身裸で、こんな間近に。足は、腿もものところにスボンが引っ掛かって、まともには動けないでいる。しかも、そこは愛の足の間だった。これは。この体勢は──。

　──愛、脚の間を見てみろ。

（え？）

　天使の声に素直に従ってしまったことを、愛は後悔した。膝ひざを立てて大きく開いた脚のその間には、光が逆に足を閉じて膝立ちになっていたが、そこには当然、まだ濡ぬれたままのブリーフがあって、そのふくらみがすぐ傍そばにあるのだった。

　ごくり、と愛は唾つばを飲んだ。

　そして気付いた。自分のジャージの胸元が、微妙に開いてしまっていることに！　あの《邪淫ルスト》の羊よう子このような誘ゆう惑わく力りよくはないが、それでも、たとえ横になっても、ほんの少しぐらいはまだ、ふくらみは残っている。

　しかも──今はノーブラだ！

（あっ）

　愛は、胸の先がむずむずし始めるのを感じて慌てた。

（ば、ばれちゃう……）

　ブラをしていないことが。ジャージは布が厚いといっても、今は濡れて生なま乾がわきの状態だ。少しの変化でも、気付かれてしまうかもしれない。

（み、見られてる……）

　それが、はっきりとわかる。光は、愛の両りよう脇わきの下に手をついて、顔は丁ちよう度ど胸の真上にある。そして無言で、じっと、首の下にできた白いデルタを、覗のぞく肌から目を離せずにいる。

（や……そんなにじっと見られたら……）

　鼓こ動どうが速くなる。

　体が熱くなる。

　足を閉じたい。だが、それはできない。それでは光ひかるの体を挟はさみ込む格好になってしまう。それではまるで、誘さそっているみたいだ。

　──いいではないか、誘えば。

　そんな、天使の声が頭に響いて、愛あいは我われに返った。

　──誰だれもいない。暑い浜辺。いつ来るかわからない助け。島に取り残された二人の男女が、その寂しさや不安を埋めあうように肌を重ねる──素す晴ばらしいシチュエーションだ！

（やですよ、そんなの！）

　愛はどっと汗をかきながら、そう反論した。

（光君と結ばれるのは、お互いが愛し合ってじゃなきゃ！　こんな、何かの代わりになんて、そんなの絶対に嫌いやですっ！）

　──細かいなあ……やるこたおんなじなんだからいーじゃねーか。

（よくないっ）

　愛は、呪じゆ縛ばくを振り切るように腕を上げ、胸のファスナーを上げた。光もそれに、ハッとしたように、顔を赤くして目を逸そらした。張り詰めていた空気が緩ゆるんで、ほう、と息をつく。

　安心すると同時に、少しだけ残念に感じるのは、勝手だろうか？

　けれど、やはり初めてには夢を持ってもいいと思う。それがたとえ、光を救うためでも、初めての《えっち》には変わりはない。それに……何も、何がなんでもここでは嫌、と言っているわけではないのだ。

　たとえば。

　これから夜が来て、美しい星空が天上を覆おおい尽つくしたその下で、光が自分の気持ちを──もちろん、愛のことを愛している──ということを言ってくれれば、そのまま身を任せてもいいかな、と思うかもしれない。

　それを待っても構かまわないと思うのだ。この島で過ごす時間は、そんなに短いというわけではないのだろうから。

　──いや、それがそうでもないのだ。

（って、もしかして、もう助けが!?）

　──残念ながら、違う。しかし、もはや二人きり、というわけにはいかないようだぞ。

（え……？）

　だが、その言葉の意味は、すぐにわかった。

　背せ筋すじに、ぞわっと寒気が走り、愛はむちうちになってしまいそうな勢いで振り返り、そして見た。巨大な重機に似た何かが、樹をなぎ倒し、突っ込んでくるのを。巨大な幹がへし折れて空に舞い、大地が爆発するように弾はじける。

　破片と土つち埃ぼこりの中に、愛は見た。

　それが来るのを。

「……あああああああーっ！」

　そんな声を上げながら。

　木々の間から、ぽおん、と飛びだしてきたのは。

「な、那な賀が花はなさん!?」

　に間違いなかった。

　だが、なんという格好か！　ほとんど裸で、大事なところを申し訳程度の大きさの葉っぱで隠しているにすぎない。そんな彼女が飛びだしたそのあとで、まるで目に見えない巨大な生物が通り抜けたかのように、木々が左右に弾はじけ飛とぶ。

「あっ！」

　光ひかるも彼女に気付いたのか、嬉うれしそうな声を上げる。そして、

「こらーっ！　待ちやがれーっ！」

　砕くだけた森の奥から、そんな声が追いかけてくる。久く美みの声だ！　彼女だけではない。砕けて開けた木々の間に、六人の少女とひとりの大男の姿が見えた。

　やはり、美み巳みと同じ。

　赤せき兎とだけは違うが、少女たちは全員、美巳と同じ葉っぱのビキニ姿だった。うわ、と光が驚いたように呟つぶやく。それはそうだろう。ありえない。あんな格好！

　天使が、ため息をついたのがわかった。

　──連中も、流れ着いていたのか。

　だろうと思った、と言いたげな声だった。

（予想してたんですか!?）

　──奴やつらはおまえと同じだ。神かみ代しろ光と《縁》がある。しかし……あの娘、本性が漏もれているぞ、まったく！　愛あい、神代光を連れて早く移動しろ。今の那賀花美巳は、我われを失った巨象も同じ！　踏ふみ潰つぶされるぞ！

（そ、そんなこと言われても！）

　よろよろと愛は立ち上がったが、美巳はもう目の前だ！　間に合わない！　愛は咄とつ嗟さに、光に飛び掛かるようにして押し倒し、その上に覆おおい被かぶさった。

「何──わぷ」

　光の頭を、ぎゅうと抱き締める。

　地響きが迫る！

（神様っ！）

　愛は、そう祈った。

　それが効いたのだろうか。愛は、見えない象の足に踏み潰される自分を想像していたのだが、そうはならなかった。

　地響きは途中で曲がり、そうして、激しく水みず柱ばしらを上げた。

「ああああああああ……」

　魂たましいが抜けていくような、この世の絶望をすべて集めたかのような声。

　愛あいは顔を上げ、そして、見た。美み巳みが、ばしゃりと膝ひざをつき、

「いっなあああああいっ！　いないいないいないいいいいいいっ！」

　わあわあ、と泣なき喚わめきながら、拳こぶしで何度も何度も海面を叩たたくのを。

「な、何……？」

　呆あつ気けにとられて呟つぶやくと、まるで聞こえたかのように美巳は、

「鮪まぐろっ！」

　と叫んだ。

　鮪？　ひょっとしたら、あの鮪のことだろうか？　光ひかるがしがみついていた、おそらくは光の命を救った、海に帰した巨大な。

　──ひょっとしなくてもそうだろうな。黙っておいた方がいいぞ？　あの娘の《大たい罪ざい》は《大食グラトニー》だ。食べ物の恨うらみは海よりも深い。それこそ、地じ獄ごくに届くほど、な。

　愛は頷うなずいた。

　人の世界にだって、食べ物の恨みは恐ろしい、という諺ことわざがあるのだ。普通の人でそうなのだから、まして美巳なら。恐ろしくて、逃がしましたなどと言えない。

「待てよっ──って!?　光様っ!?」

　そう、久く美みの声がして、愛はそちらを振り返った。

（うわあ……）

　やはり、傍そばで見るとインパクトが違う。葉っぱのビキニは。羊よう子こなど、ほとんど着けている意味がない。胸も、そして下のヘアも、ほとんどはみ出してしまっている。ちら、と見ると、光は顔を赤くして目を背そむけていた。でも、見てしまったのだろう。
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「それにっ、白しら鳥とりっ!?」

（気付くのが遅いよ！）

　愛は、つくづく悪あく魔まっ娘この連中は光のことばかり考えているのだな、と思いながら、作り笑いを浮かべた。

　──おまえも同じではないか。

（一緒にしないでください。わたしは純粋に光君が好きだから、ついつい考えてしまうんです。どうやって堕だ落らくさせようかってことで光君のことを考えるのとは違いますー）

　天使に言いながら、少女たちが近づいてくるのを見ながら、愛は立ち上がった。光もズボンをもぞもぞと引き上げながら続く。

　そうして。

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

　愛あいは悪あく魔まっ娘こたちと対たい峙じした。

　ばしゃばしゃと水を蹴け立たてて、美み巳みがそれに加わる。全員、どうして愛がここにいるのか、という表情をしている。

　どうして？

　冗談ではない。船を沈めかけたのはそっちではないか。わかっているのだ。

　しかし、それを言うことはできなかった。それこそ、どうして、ということになる。どうして知っているのか、と。

　それは駄だ目めだ。まだ、天使のために働いていることを知られるわけにはいかない。

　微妙な緊張感が、辺りに満ちていく。疑っている。疑われている。こんな偶然があるのか、と考えているのだろう。

　──ないな。

　天使は断言した。

　──もちろん、同じ場所で海に投げだされたのだ。同じ海流に乗り、同じ島に流れ着くということはあるだろう。だが、神かみ代しろ光ひかるにおまえたちが引き寄せられているのも事実だ。

　納なつ得とくできる話だった。陰いんと陽よう。Ｎ極とＳ極の違いはあるだろうけれど。

　その光は。

　潤うるんだ瞳ひとみで少女たちを見渡すと、すん、と鼻を啜すすった。

　悪あく魔まっ娘こたちの表情が緩ゆるむ。それを見れば、彼女たちが決して、義務だけで光に接していないことがわかる。好意は持っている。恋、とは違うのかもしれないけれど。

「……無事で何よりですわ、光様」

　大男の肩の上で、獅しぃ子こが、そう口を開いた。

「心配したんですのよ？　もちろん、生きてらっしゃることは疑っておりませんでしたけど」

「ごめんなさい」

　えへ、と笑って、ぺこりと頭を下げる。

「にしても……」

　獅ぃ子は頰ほおを震ふるわせた。

「いったい、ここで何をしていたんですの、光様？　そのように乱れた格好で……」

「え？」

　光は自分の体を見て、やっと上半身裸であることに気付いたように辺りを見回し、砂の上に敷いていたジャージの上を拾い上げると、女の子のように胸を隠した。

「えっと……わかりません」

　ぺろ、と子犬のように舌を出す。悪魔っ娘たちはそれを見て、う、とよろめいた。気持ちはわかる。それほどに可愛かわいらしい。

「で、では」獅ぃ子は咳せき払ばらいをした。「……自分で脱いだのではないのですね？」

　光は頷うなずく。

「つまり」

　じろり、と睨にらまれた。七人の──一四の悪魔の瞳に貫かれ、愛あいは固かた唾ずを吞のんだ。

（て、天使様……）

　──認めて構かまわんぞ。事実だしな。それに、神代光を救おうとしてやったことだ。悪魔っ娘たちも文句はあるまい。

　天使の助言に愛は心の中で頷くと、獅ぃ子を真まっ直すぐに見た。

「はい。わたしが脱がしました」

「てめ──」

　拳こぶしを握にぎり締しめた久く美みを、獅ぃ子が制した。

「何な故ぜですの？」

「すごく濡ぬれてたからです。塩水に濡れた服は体に良くないと思ったし、それに、とても体が冷えてたから、とにかく水から離して温めなくちゃって思って。それは、お陽ひ様さまがやってくれましたけど」

　獅しぃ子こがじっと見つめてくる。愛あいはその視線をしっかりと受け止めた。威い圧あつ的てき、高圧的ではあるけれど、もう、恐ろしくはない。それでも。

「……わかりましたわ」

　小さく息をついて獅ぃ子がそう言うのを聞いたときには、愛は胸を撫なで下ろした。

「信じるのかよ！」

　久く美みが嚙かみ付いたが、大男の肩の上で獅ぃ子はそれを黙もく殺さつした。

「それで？」と獅ぃ子は続けた。「あなたはどの程度、状況を把は握あくしていますの？」

「ええと……船に何かあったみたいだってことと、この海岸に流れ着いたのは、わたしと神かみ代しろ君だけみたい、ってことぐらいです」

「他ほかに人はいませんのね？」

　愛は頷うなずいた。もちろん、森の方はまったく調べていないので、無人島なのかどうかは、なんともいえなかったが。

「それより鮪まぐろ！」

　もう我が慢まんできない、といった様子で、美み巳みが足を踏み鳴らした。葉っぱで隠された大きな胸がブルンブルンと揺ゆれて白い砂が舞い上がった。今にも、ぽろりとこぼれてしまいそうだ。

　光ひかるは、と見れば、必死に目を逸そらしている。

　迷惑そうに獅ぃ子は顔の前で手を動かすと、眉まゆをしかめた。

「鮪など、どこにもいないじゃありませんの。本当にいたんですの？」

「いたよ！」

　ふっくらした頰ほおをさらに膨ふくらませて、美巳は断言した。言葉もはきはきしている。

「あたしが間違えるわけないじゃない！　わかってるでしょう!?」

　それはもちろん《大食グラトニー》の罪ゆえ、だろう。だが、獅ぃ子はこちらがそれを知っていることを知らない。彼女は美巳を諫いさめるように睨にらむと、

「だからこそ、ですわ。お腹なかが空すきすぎて、一瞬、海の上に飛びだした鮪の匂においを嗅かいだだけのことだったのかもしれませんわ」

「それはそうだけどぉ……」

　まだ諦あきらめきれない様子で美巳は唇くちびるを嚙かみ、さらに、ボロボロと涙をこぼした。

（そ、そんなに……？）

　愛は、酷ひどく自分が残ざん酷こくなことをしてしまったかのような気分になった。だからといってやはり、光の命の恩人ならぬ恩魚を食べる気にはなれなかったけれども。

「また別の食べ物を探しなさい。幸い海は遠とお浅あさですわ。鮪は無理でも他ほかの魚ならいくらも獲とれるでしょう。幸い、おサルもいることですし」

「誰だれがサルだ！」

　うきー、と久く美みは叫んで歯を剝むく。

「うるさいですわよ、久美」

　自分で挑発しておいて、そんな風にさらりと流し、獅しぃ子こは光ひかるを見下ろした。

「……光様。とりあえず森へ移動しましょう。ここへ来る途中で、廃はい屋おくを見掛けましたわ」

「本当、獅ぃ子ちゃん？」

　と訊きいたのは、愛あいでも光でもない。巳み和わを背負った羊よう子こだった。

　獅ぃ子は、ええ、と言った。

「気付かなかったのは無理もありませんわ。赤せき兎との肩の上という、絶対的な位置からだからこそ、見つけることのできた場所でしたもの」

　どこか誇らしげに言って、獅ぃ子は光に向き直った。

「今はともかく、この島、かつては人が住んでいたようですわね。ということは、ここは人が住める場所であるということですわ。発電機などもあるかもしれません。運が良ければ無線機も。わたくしの行ゆく方えが知れなくなった以上、《ヴィーナス・グループ》が総力を挙げて私を捜そう索さくいたしますから、救助が来るのは間違いありませんけれど、それでもおそらく、数日はかかるでしょう。ですが、これだけの人数がいれば、そのくらいならなんとか生き延びられますわ。ご安心なさって、光様」

「う、うん……」

　光は頷うなずくと、愛を振り向いた。

「じゃあ、白しら鳥とりさん、行きましょうか」

　ええ!?　と少女たちから反対の声が上がる。……まあ、予想はしていたことだが、居い心ごこ地ちの悪い、むずむずした感じが胸に広がる。

「こ、この娘も連れて行きますの……？」

「？　もちろんですよ。皆で助け合って、頑がん張ばりましょう！」

　光には珍しくやる気を出した様子で、光は拳こぶしをぐっと握にぎってみせる。その様子に、獅ぃ子はおそらくは反対のために開きかけた口を閉じ、息をついた。

「……わかりましたわ。光様の言うことには、わたくしたちは従うしかありませんもの」

　その言いようは明らかに、本意ではない、そうじゃなかったらここに置き去りだ、と言っていた。

　愛は曖あい昧まいな作り笑いを浮かべて、何も言い返さなかった。

　やはり、ひとりでこんなところにいるのは寂しいし、不安でもあるし、何より、光を彼女たちに預けて放ほうっておくことなど、絶対にできない。《堕落ダウンフオール》は阻そ止ししなくては。

　──だが、危険ではあるな。

　天使の声は、茶ちや化かすようではなかった。あくまで真剣。

（何がです？）

　──ここには連中とおまえしかいない。もしも《浄じよう化か》を行い、神かみ代しろ光ひかるの《堕落ダウンフオール》が阻そ止しされれば、連中はおまえが私の、《大天使アークエンジエル》の命めいで動いていることを察するかもしれぬ。そうなれば、絶ぜつ海かいの孤島だ。神代光には黙って、おまえをここに置き去りにするということもありうる。救出部隊が《ヴィーナス・グループ》の連中であるなら特に、な。

（だけど、放ほうっておくわけにもいかないですよ）

　──とにかく、《堕落ダウンフオール》しないようにするしかあるまい。《浄じよう化か》は最後の最後の手段だ。

　愛あいは光にそっと寄り添うように近づきながら、心の中で天使に頷うなずいた。

「そこ、近い！」

　乗じよう馬ば鞭むちが突きつけられ、愛は仕方なく光から一歩離れる。

「ったく……。白しら鳥とり愛！　あなたには、身の程というものを教えて差し上げますわ！　よろしくて!?」

「あは、お願いします」

　にこやかに返したつもりだったのだが、何か気に障さわったのか、獅しぃ子こは頰ほおを引ひき攣つらせた。そうして、乗馬鞭で赤せき兎との肩をかなりの強さで打つ。濡ぬれたままのタキシードの表面で、雫しずくが散って、大男は砕くだけた森の方へと踵きびすを返した。

「行きますわよ。雲行きも怪しくなってきたことですし。まずは屋根と水の確保ですわ。このわたくしが見つけたのだから、わたくしの廃はい屋おくへ！──赤兎！」

　もう一度鞭を鳴らすと、赤兎は光を軽々と抱え上げ、獅ぃ子と反対の肩へ、助手席へと乗せて、歩きだした。少女たちも続く。

　一番後ろを、愛は少し離れてついていった。もちろん、目だけは離さずに。その頰ほおに、ぽつり、と雨が落ちて流れる。




　そして、辺りはスコールに包まれた。










　　　　☆




　──で、結局おまえもその格好か。

　重い足取りで斜面を歩く愛は、天使のそんなからかいの交じった声に、穴があったら入りたい気持ちで一杯になっていた。

（うう……仕方ないじゃないですか……もう、着るものなかったんだから……）

　どんな格好かといえば──例の《葉っぱ》である。

　草の蔓つるを使ってただ葉っぱを留とめただけのビキニ。

　着けてみると意外と丈じよう夫ぶで、紐ひも代わりの蔓つるは切れる心配はいらなそうだったが、代わりに、腰の葉っぱは少しの風でも翻ひるがえるから油断がならないし、胸の方も、まるで隙すきあらば、といわんばかりに胸からずれようとするので、常に気にしていなければならなかった。

　そうすると、どうしても光ひかるに気を配るのがおろそかになってしまい、まるでそれがわかっているかのように、ちょっとした合間にも、獅しぃ子こたちは光を誘ゆう惑わくする。

　相手は七人もいるのだから、まったく気が休まらない。

　しかも、愛あいの扱いは、

（奴ど隷れいかっての！）

　と吼ほえたくなるようなものだった。

　今だって、廃はい屋おくに転がっていたバケツを二つ、長い棒のそれぞれの先に紐でぶら下げたものを担かつがされて、少し離れた場所にあった井戸にまで水を何往復も汲くみにやらされているのだった。

「僕も手伝いますよ」

　そう、光は言ってくれたのだが、愛はＯＫでも、それは悪あく魔まっ娘こたちが許さなかった。そんな重いものは持たせられない、という理由で。

　わたしならいいのかよっ！──という不満は無理やり吞のみ込んだ。

「嫌いやならひとり、海岸で助けを待ってもよろしくてよ？」

　獅ぃ子に肩の上からそう言われては、逆らえない。あそこには、水も、屋根もある。廃屋は床と屋根だけの、南国のサマーハウスみたいだったが、初めから壁がなかったのかどうかはわからなかった。

　明かりも一応、白熱灯がひとつ備え付けられていて、それを使うための古い発電機が一緒にあったものの、動くかどうかはわからなかった。まだ半分ほど、燃料は入っているようだったが、機械が無事とは限らない。

　獅ぃ子はそれらを、自分のものだと言い張った。最初に見つけたのだから、すべての所有権は自分にあると。

　むちゃくちゃな言い分だとは思ったが、それにも、愛は異議を唱えなかった。

　代わりに、反抗したのは倉くら子こである。

　それはわかる。彼女の大たい罪ざいは《強欲グリード》。自分が手に入れられなかったものを、他ほかの人間が持っている、というのは我が慢まんならないに違いない。すると獅ぃ子は、

「だったら、ここにあるすべての物は、倉子、あなたのものということにして差し上げますわ。わたくしはそれを恒こう久きゆう的てきに借り上げているということで。どうかしら？」

　倉子は納なつ得とくした。

　するのかよ、と突っ込みたかったが、自分にまたとばっちりが来るのを恐れて、愛はやっぱり、にこにこ聞いていた。

　で。

　濡ぬれた服を木に干し。

　美み巳みと久く美みの二人は、海に漁に出掛け。

　棕しゆ櫚ろは床に寝転がり。

　獅しぃ子こは羊よう子こと巳み和わ、それに倉くら子こに掃除の指示を出し。

　光ひかるは何をすることも許されずにちょこんと正座をし。

　愛あいは水みず汲くみをやらされている。

　と。

　今は、そういう状況であった。

　それにしても、重労働だ。水は一往復では済まず、何度も何度も繰り返し運ばされて、木の棒が肩に食い込んで、泣きそうだった。どうして、そんなに何回も運ばされているのか、といえば──

「よいしょ……っと」

　愛は、家の前の木々を切り開いて作った庭に並べられたドラム缶に、汲んだ水を注ぎいれた。

　これは海岸に漂着していたものを、赤せき兎とが運び、ブロックで作った台の上に並べたものである。その台は真ん中が空いていて、そこに薪まきを並べられるようになっている。

　これは何かといえば、風ふ呂ろだ。

　もちろん直接入ったら火傷やけどをしてしまうから、木の板を浮かせて、その上に乗って入るものらしい。ドラム缶の縁へりには布きれが被かぶせられて、それを縄でぐるりと縛しばっていて、手をついても大だい丈じよう夫ぶなような工夫がされている。

　この風呂は、光の指示で作られたものだった。

　体を洗いたい、という獅しぃ子こたち──愛もだが──の望みをかなえるべく、地面に絵を描かいて、こういうものがある、と教えてくれたのだ。

「ふぅ……」

　ドラム缶は七個。まずは最初に光が入り、そのあとで獅ぃ子たちが。最後に愛が入ることになっている。最後の自分が一番重労働をさせられるのは納なつ得とくできないが、それをいっても仕方のないことだ。

（なんか、シンデレラを思いだすな……）

　バケツと棒を放ほうりだしてその場に座り込み、愛は大きく息をついた。体中の筋肉が悲鳴を上げている。震ふるえている。

　──なんだ、それは？

（ヨーロッパの童話ですよ。意地悪な継まま母ははと継姉に家のことを全部やらされて意地悪をされる女の子の話です。まあ、最後には幸せになるんですけどね）

　──ああ、思いだした。あの残ざん酷こくな娘の話か。

（は？　なんでシンデレラが残ざん酷こくなんです？）

　──知らんのか？　あの娘は確か、自分の結婚式で継まま母ははに焼けた鉄てつ靴ぐつを履はかせて、狂ったように踊るのを王子と二人で見て復ふく讐しゆうを遂とげたのだぞ？

（まさかぁ！）

　ははは、と愛あいは乾いた笑いを漏もらした。そんな童話、子供に読ませたら絶対にトラウマになる。ありえない。

　──まあ、私もうろ憶おぼえだから、定かではないがな。

（でしょ？　そんなの噓うそで──ん？）

　そのとき、すぐ傍そばの草むらでガサガサと音がして振り返った愛は、そこに、今のシンデレラの話と同じくらい、ありえないものを見た。

（背せ鰭びれ……？）

　に見える。

　海外のパニック映画で有名になった、あの海の生き物の。だが、ここは紛まぎれもなく陸だ。そんなことはありえ──

「！」

　それがありえた。

　草むらから巨大な魚影が跳ね上がり、そのまま真まっ直すぐに自分をめがけ落ちてくる。見えたのは、ぱっくりと開いた口と、そこに並ぶノコギリのような歯。

　巨大な、恐ろしく巨大な……鮫さめ！

「きゃああああああ──っ!!」

　ぱっくりと。

　愛は鮫に頭から吞のまれて、恐ろしく生なま臭ぐさい暗くら闇やみの中で、気を失った。




　　　　☆




「っとに、だっらしねーなー！」

　けけけ、と笑いながら、久く美みが湯面をばちゃばちゃと叩たたく様子に、獅しぃ子こは眉まゆをしかめた。が、彼女はそんなことには気付いた様子もなく、ドラム缶風ぶ呂ろの端はし、布きれを巻きつけて熱が直接肌を焼かないようにしたそこに腕を乗せ、さらに顎あごを乗せて、サマーハウス風になった廃はい屋おくを振り返って見た。

　そこには、愛が大の字になって伸びていて、額ひたいに濡ぬれたタオルを載せて唸うなっている。おそらく、これ以上はないという悪夢を見ているのだろう。傍には光ひかるがちょこんと正座をして、心配そうに、巨大な葉を団扇うちわ代わりにして扇あおいでいる。

「あのくらいで普通、気絶するかあ？」

「するでしょうね、普通は」

　獅しぃ子こは顎あごまでお湯に使って、ぷう、と息をついた。

　お湯を張ったドラム缶が七つ。円を描くように並べられて、その中心で赤せき兎とが鉄パイプを手に火の調整を行っている。

　ひとつにひとり。

　七人の大たい罪ざい者しやがぐるりと並んで、ほこほこしたお湯を楽しんでいる。重要な会議はいつも、巨大なバスルームで行っているが、これはその簡易版ともいえる。もっとも、光ひかるが傍そばにいる今は、肝かん心じんな話はとてもできる状況ではないが。

「しねーだろ、普通は」

　久く美みはそう言い張った。

「大げさなんだよ、あいつは。それだけだろ？」

「久美。世の中すべてが、あなたみたいだと思わないことですわよ？　突然、頭から巨大な人ひと喰くい鮫ざめに──ホオジロザメに吞のみ込まれたら、誰だれだって気絶くらいしますわ。普通の人間なら。しかも海じゃなく、ありえない陸で襲おそわれたら、パニックになって意識がぷっつり切れてしまっても仕方がありませんわ」

「大したことねぇと思うけどなあ……」

　本気で言っているのが、始末に悪い。

「……それは、あなたがおサルだからですわ」

「サル言うな！　っ殺すぞてめぇ！」

　ぼこん、と派手な音がして、久美の入っているドラム缶の側面が、内側から外に向かって膨ふくらんだ。膝ひざでも叩たたき込んだのだろうが、スピードの減げん衰すいする水中であれだけのことをやってのけるのだから、恐ろしい。

　もっともそうでなければ、一五メートル級のホオジロザメを素手で獲とってくることなどできはしないだろうが。

　結局、獲え物ものはそれ一匹で、久美はひとりでそれを運んでいたのだが、途中でいい加減飽きたのか、面めん倒どうくさくなったのか、ここまであと少し、というところでホオジロザメを投げ、それが運悪く、白しら鳥とり愛あいの上に降ってきたのである。

（いえ。異常に運がいい、というべきかしら）

　何な故ぜなら、怪け我がひとつしなかったからである。ノコギリ状になった輪の中に吞み込まれて、素肌がほとんど露ろ出しゆつした格好だったにもかかわらず、かすり傷ひとつなし。ぬるりとした鮫の体液に塗まみれて、ひどい臭においにはなったが、それだけといえばそれだけだ。

（まあ、本当に運がいいのなら、そもそも、遭難などしていないでしょうけれども……にしても、縁がありますわね。いえ。光様が呼び寄せているんですの？）

　その可能性はあると思えた。

　何な故ぜなら、神かみ代しろ光ひかるは白しら鳥とり愛あいに好意を寄せている。

　それも、かなり重症に。

　どうしてわかるのかといえば、《堕落ダウンフオール》したあとの光までもが愛を庇かばうような、どころか、俺おれの女的な発言をしているからだ。

（頭痛いですわ……）

　獅しぃ子こは小さく唸うなると、お湯を片手ですくって顔を撫なでるようにした。少しひりつくけれども、海風のべたつきがなくなって、気持ちいい。

　しかし、本当に頭が痛い。何故なら。

　白鳥愛は、神代光のお気に入り。

　そうでなかったら、手段を選ばずとっくに遠ざけているところだが、光がそれを許さないのだから、どうすることもできない。白鳥愛を本当に海岸に置き去りにせずにここに連れてきたのも、光の願いだったからだ。

（でなければ、誰だれが……）

　獅ぃ子は愛を睨にらんだ。

　雑用には便利だけれども、光との仲が発展する危険性を考えれば、彼女は、彼の傍そばにいてもらいたくない人間のリストの、ナンバーワンだ。

　なのにどうすることもできない。

　それが、もどかしい。

　みんな、感じていることだろうが、特に獅ぃ子は強い苛いら立だちを抱いだいていた。光が、自分よりも彼女を大切に思っている──彼の一番ではない、ということを。自分が、他人よりも劣っていることを認めるのは《高慢プライド》の大たい罪ざい者しやである獅ぃ子には耐たえ難がたいことだった。

（今だって、ああして光様を独ひとり占じめですわ）

　心配そうな顔で愛のことを覗のぞき込んでいる光を見ると、胸がちくちくと痛む。

　何故、が渦うず巻まく。

　いったいあの娘と比べて、何が劣っているというのか。

　前方不注意、注意散さん漫まんで、しょっちゅう何かにぶつかったり、転んだりしているあの娘の、どこが良いというのか。

　だが、光に訊きいたところで明確な答えは返ってはこないだろう。

『んー、なんとなく？』

　そんなところだ。それがまた、

（腹が立ちますわ）

　であった。

　もちろん光に対してではない。そんな風に彼に思わせる、愛に対してだ。

「獅ぃ子ちゃあん……」

　情けない声がして、獅しぃ子こは光ひかるから無理やり目を引ひき剝はがし、振り返った。

　ドラム缶に詰つまってしまっているのでは、と思わせる様子の美み巳みが、なんとも情けない、切なげな顔でこっちを見ていた。

「お風ふ呂ろ、もういいんじゃなぁい？　あたし、お腹なか空すいちゃったぁ。夕御飯にしようよぉ」

「……そうですわね」

　獅ぃ子はドラム缶の縁へりに手を掛けて立ち上がった。もっとも、足が利きかないから、立ち上がっているといっても、お湯の中に浮いているにすぎないが。

　すぐに赤せき兎とがやってきて、お湯の中から引き上げてくれ、肩に乗せてくれる。反対側の肩に掛かっていた乾いた布で体を拭ふきながら、少し離れた場所に敷かれたブルーシートの上に横たわる、既すでに解体されているホオジロザメを見た。

「……美巳？」

「なぁに？」

　ざばぁ、と大量の湯ごと美巳はドラム缶を出た。ふくよかな胸が、ふるんと揺ゆれる。まさにつきたての餅もちのように柔らかそうではある。鮫さめを解体したのは、もちろん彼女だ。この廃はい屋おくには幸い、砥と石いしと、錆さびた包丁が残されていたのだ。

「あー、オレも限界！」

　久く美みもそんな風に言って、お湯から出る。上気した肌を、よくしまった筋肉質の体を、雫しずくが流れ落ちていく。その腹筋は綺き麗れいに割れている。

　他ほかの少女たちも、次々と上がる。

　羊よう子こは、こんなときにも無駄にポーズをとっていて、実に艶なまめかしい。完かん璧ぺきといっていいプロポーションには、獅ぃ子の《高慢プライド》も敗北をいやおうなしに認めさせられる。

　欠伸あくびをしながら立ち上がった、肋ろつ骨こつが浮きでるほど薄い肉付きの棕しゆ櫚ろの、まさにその肋ろつ間かんをお湯が流れ落ちていく。

　普段のスーツ姿からはなかなかその下を想像し難にくい、倉くら子この意外性のある豊かな胸と腰。

　世のロリ好きが狂喜しそうな、くびれのない、全体の肉がとても薄い巳み和わの裸。

　本当にわからない。

　これだけいろいろな特徴を持つ少女たちが、ウェルカムで心も体も開いて待っているのに、どうして光はあんな娘がいいのだか、が。

　ちら、と見ると、光は完全にそっぽを向いて、獅ぃ子たちの裸を見ないようにしている。恥はずかしすぎて、まともに見られないのだ──《堕落ダウンフオール》していない光は。

　ここで光を完全に《堕落ダウンフオール》させるのは、難しかった。そうではない、一時的なものであるのなら簡単だろうが、すべての罪を《堕落ダウンフオール》のレベルまで犯させるのは困難だ。

　特に《高慢プライド》と《大食グラトニー》は。

　魚は豊富に獲とれるかもしれないが、ろくな道具も、調味料もない状態では、《大食グラトニー》を満足させるほどの料理は、いくら美み巳みでも作れないであろうし、《高慢プライド》になろうにも、光ひかるが、自分は他ほかの人よりも優れている、と感じるための比較対象がない。自分たちだけでは、たとえそこに愛あいを加えたとしても、足りなすぎる。それに……ここで光を《ルシファー》モードに変えた場合、その横にまるで女じよ王おう然ぜんとして座るのは、間違いなく愛だ。そして、自分たちは、その下げ僕ぼくのように扱われるだろう。

（まったく）

　考えるだけで、苛いら々いらしてくる。せめて何か、思い知らせてやらなくては。そうでなくては、気が済まない。何か──と、辺りを見回した獅しぃ子こは、ある物に気付いて、いいことを思いついて、唇くちびるに笑えみを浮かべた。

「美み巳み」

「なぁに、獅ぃ子ちゃん」

「あの鮫さめを、どう料理するつもりですの？」

「んー」

　長い、緩ゆるいウェーブのかかった髪をまとめて捻ひねり上げて、美巳はぎゅうと絞しぼった。お湯が滴したたり落おちて乾いた土を湿らせていく。

「やっぱり、焼き、かなぁ？　お塩だけは結構いっぱいあったからぁ、それで。あ！　あとあと、愛ちゃんがキノコ見つけたからぁ、それでホイル焼きとかも！」

「鮫って、おいしいんですの？」

「どうかなぁ……あたしもホオジロザメを食べるのは初めてだからぁ。他の鮫は食べたことあるんだけどぉ……」

　美巳にもまだ食べたことのないものがあったということに、獅ぃ子は軽い驚きを覚えたが、考えてみれば、彼女もまだ一四歳。しかも、取り立てて裕福な家に生まれ育ったというわけではないのだから、食べたことのある物より、ない物の方が多くて当たり前だった。

「期待していますわよ。それで……あの白しら鳥とり愛のメニューなんですけれど」

　獅ぃ子は、小こ悪あく魔まが笑ったらこんな風だろう、というように微笑ほほえんだ。

「光様を保護したということで、特別な料理を差し上げたいと思いますわ。わたくしの言う通りに作ってくださいましね」

　それを聞くと、美巳は自分もとても食べたそうな顔をしたが、料理の内容を聞けば、すぐに思い直すだろうことは、獅ぃ子にはよくわかっていた。




　　　　☆




「あ、あのう……これは……？」

　葉っぱを利用した皿の上に豪快に盛られた──というか、載せられたものを見て、愛はおそるおそる、一段高いところに、屋根の下にいる獅しぃ子こに、そう訊きいた。

　光ひかると彼女たちは、廃はい屋おくの床の上。

　葉っぱビキニで。

　愛あいは、といえば、庭に古いビニールシートを敷いたその上に、ちょこんとひとり。

　やはり、葉っぱビキニで。

　ひとり、隔かく離りされているのは──臭くさいから。

　年とし頃ごろの女の子にとっては、最悪な理由である。

　しかも、好きな男の子の前で。

　ホオジロザメの唾だ液えきに塗まみれて気絶し、そのままお風ふ呂ろにも入れなかったので（お湯はすっかり冷めて、しかも食事だから、というのでひとり別行動を取ることを許してはもらえなかった）自分でもわかるくらいひどい臭においのために、地べたに座って食事を取るという、なんとも惨みじめな気持ちになる仕打ちを受ける羽は目めになったのだ。

　光は、

「そんなこといわずに、白しら鳥とりさんも上げてあげましょうよ」

　と言ってくれたのだが、臭いのは事実であったので、結果的には自分で遠慮をしたような格好になってしまっていた。

　けれども、この残ざん酷こくな仕打ちは、それだけでは終わらなかった。

「はぁ～い、できたよぉ」

　そう言って、獅ぃ子たちの前に並べられたのは『ホオジロザメの塩焼き』と『ホイル包み焼き』『すり身の団子』の三品。美み巳みが自ら総説明をして、愛は胃がきゅう、と空腹に絞しぼられるのを感じながら、自分の分が運ばれるのを待ったのだが。

「はいこれ。愛ちゃんのぉ」

　そういって、運ばれてきたのは。美巳が去さり際ぎわに、ごめんねぇ、と言ったのは。

「見てわかりませんの？──鱶ふか鰭ひれですわ！」

　であった。

　それはわかる。

　まさしく、間違いなく、これは鮫さめの尾お鰭びれだ。おそらくは、あのホオジロザメの。

「あなたは、わたくしたちが来るまでの間、光様を保護してくれていたでしょう？　それに対しての、わたくしたちの──わたくしの、ほんのお礼ですわ。そんな立派な鱶鰭、なかなかお目にかかれなくてよ？　おほほほほほほほほほ！」

　獅ぃ子は口に手を当てて、正座をした赤せき兎との肩の上で高笑い。

　それを聞きながら、愛は皿に目を落とした。

　確かに高級なのだろう。

　こんな馬ば鹿かでかい鱶鰭、ＴＶでだってみたことない。ただしそれは、きちんと料理になっていれば、の話だ。

（生なまだし……）

　葉っぱの上に載っているそれは、尾のところからただ切り落としたもので、まったく何も、一切の加工がされていない、まさしく生の鱶ふか鰭ひれだった。

　どうやってこんなものを食べろというのか。食べたことはないけれど、鱶鰭っていうのは、こんな灰色ではなくて、綺き麗れいな黄こ金がね色いろをしていたはずだ。どうすればあんな風になるのかは知らないけれど、これが勝手にああなるわけではあるまい。

　天使は、ふうむ、と呟つぶやいた。

　──これは、イジメだな。

（みたいですね）

　──ん？　随ずい分ぶんと余裕だな。

（そういうわけじゃないですけど……お腹なかも空すいてますし。でも、なんだか余りに現実離れしてるから、実感がないっていうか……）

　──それはまあ、鱶鰭をご馳ち走そうしてやる、と言って、生の鮫さめの尾鰭を豪快に出してくるような奴やつは、普通はおらぬな。

（ですよね。これってもう、ギャグですよ。だから、お腹が空いているのは別にして、怒るとか、そういう気持ちよりも先に、さっきから笑っちゃいそうで）

　──それで、唇くちびるを何度も嚙かんでいるのか。

（明あけ星ほしさんは、わたしが泣きそうなんだと思ってるみたいですけど……変ですよ、このシチュエーションは！　みんなで葉っぱの下着だけ着けて、人ひと喰くい鮫ざめで作った料理を囲んでるなんて。田た名な網あみさんなんか、おろした鮫の顎あごを、あんなでっかいものを、首に掛けて！　ネックレスかなんかのつもりだとしたら、ありえませんよ！）

　──だが、油断するなよ？　連中が神かみ代しろ光ひかるを《堕落ダウンフオール》させようと何か些さ細さいなことでも行動を起こしたら、即、邪じや魔まをしろ。《堕落ダウンフオール》した神代光を連中の目の前で《浄じよう化か》すれば、おまえと私の関係を悟られるかもしれない。

　愛あいは、心の中で頷うなずいた。

　獅しぃ子こはもう絶好調だ。顔を見ればわかる。愛を見下しているのが多分、楽しくて仕方がないのだろう。泣きそうだと思われているのも《高慢プライド》をくすぐっているに違いない。

　が、他ほかの少女たちはもう、そんな獅ぃ子の話など、聞いてはいなかった。

「いっただきまーす！」

　作った本人が、美み巳みがまず誰だれよりも先に、鮫の焼き物に、木の枝を削って作った箸はしを入れた。白い身が湯気を纏まといながら、ほっこりと取れる。美巳はそれを躊躇ためらうことなく口に含ふくむと、ほとんど咀そ嚼しやくせずに飲み込んだ。

「どうだ……？」

　久く美みが、箸はしの先端をカチカチと鳴らしながら、訊たずねる。返答を待ってから食べようというのだろう。が、全員がそうなのかというと、違った。意外にも、羊よう子こは美み巳みの感想を待たずに箸をつけた。それを見た巳み和わも同じようにする。

「うん、まあまあかな」

　ぺろり、と美巳は唇くちびるを舐なめて付いた塩を取った。

「鮫さめの肉って、淡白なんだよねー」

「臭くさくねーのか？」

「平気よぉ」

　言いながら、美巳はもう一口、身を食べる。

「鮫は死ぬとすぐに臭くなっちゃうんだけどぉ、このくらいの時間なら、まだ、平気♪」

「へえ……」

　久美もおそるおそる箸をつけ、白い身を口へ運んだ。

「ふうん……確かに、どうってことないけど……まずくもねーな」

「本当は、鍋とか、煮付けの方がいいんだけど、仕方ないよねぇ。ここじゃあ」

「贅ぜい沢たく言っちゃいけねーよな！」

　久美が笑う。

「ちょっとあなたたち！」

　ひとりで高笑いをしていた獅しぃ子こは、さすがにむなしく思ったのか笑うのをやめると、少女たちを見回して、乗じよう馬ば鞭むちを振り上げた。

「人の話を聞いてるんですの!?」

「聞いてるよー」

　いかにも適当に、久美はすり身団子に箸をさしながら言った。

「つーか、おまえも早く食べたら？　冷めたらまずいぞ、これ」

「そうだねぇ」

　作った本人も同意する。

「温かい方がましなのは絶対だよぉ。獅ぃ子ちゃん、食べないなら、あたしが──」

「誰だれもそんなこと言ってませんわっ！」

　乗馬鞭の先端で、伸びてきた箸を叩たたき落おとす。

「まったく、油断も隙すきもない……」

　美み巳みは、ちぇー、と言いながら、箸を引っ込めた。

　獅ぃ子はため息をつき、赤せき兎とに葉っぱの皿を持ち上げさせた。肩の上にいてはそうしないと取ることができないのだろう。鮫を食べる。その表情は、特に変化はなかった。どうやら本当に、うまくもまずくもないらしい。

　少女たちは、ふうん、とか、へぇ、とか言いながら、それでも箸を進め、愛あいが見つけた──といっても、生えている場所を教えただけで、実際に取ったのは久く美みたちだ──キノコとのホイル焼きも食べ、そうして、半分ほども食べ終わってしまった頃ころに、ようやく気付いた。

「光ひかる様、どうかしましたか？」

　獅しぃ子こが箸はしを止め、そう訊たずねる。

　愛あいも、獅ぃ子の視線の先に座っている光を見た。やはり正座をして、しかし、まだ、箸を手にしてもいない。彼も、愛たちと同じく、身に着けているのは股こ間かんの葉っぱのみ。獅ぃ子の眉み間けんに怪け訝げんそうな影が落ちる。

「温かいうちに召し上がった方がよろしいですわ」

「それはわかってます。だけど……」

　ちら、と光が自分を見たことに、愛は気が付いた。

　ああ、そうか。

　光は、気を遣ってくれているのだ。彼がいくらのんびりで、人がよくても、獅ぃ子たちのこの仕打ちが、酷ひどいものであることは、わかってくれたのだ。

　彼は、獅ぃ子を振り返ると、少しだけ責めるような目をした。

「どうして、白しら鳥とりさんの分がないんですか？」

　真まっ直すぐな視線に、獅ぃ子が、う、と怯ひるんだのがわかった。

「お腹なかが空すいているのは同じなのに、どうしてですか？」

「そ、それは……」

　獅ぃ子は挽ばん回かいの手掛かりを探さぐるように、仲間たちを見回したが、他ほかの少女たちは、目を逸そらしたり、鮫さめに夢中なふりをして、あからさまにそれを避さけた。

　味方なし、と気付いたらしい獅ぃ子は、まるで引き戻されるかのように光と向き合った。

「も、もちろん、じ、冗談ですわ！」

　乾いた高笑い。

「ちょっとからかっただけですわ！　本当にもう！　もちろん、白鳥さんの分も残してありますわ！　そうでしょう、美み巳み!?」

　急に振られた美巳は、えぇ、と言って首を傾かしげた。口には一杯に鮫肉とキノコを頰ほおばっている、

「えー……むぐむぐ……みんな……むぐむぐ……分けちゃったよぉ」

「そんな……」

　つ、と光が目を伏せる。絶望したかのように。

「あ、ああああ、お待ちになってえっ、光様っ！」

　引きとめるように伸ばした獅ぃ子の手から、箸が落ちる。

　慌あわてたせい、と思った。だが。

「？」

　動きが、止まった。ＤＶＤの一時停止ボタンを押したかのように。獅しぃ子こばかりではない。他ほかの少女たちも。そして。

「あっ！」

　落おちた。

　赤せき兎との肩の上で獅ぃ子はバランスを崩し、落下した。危ない、と思った瞬しゆん間かん、赤兎の太い腕が彼女を抱きとめたが、それだけだった。大男はそれきり、まるで運転手を失った車のように止まってしまった。

　だが、それで終わりはしなかった。他の少女たちも、次々と倒れ、愛あいは反射的に立ち上がると、鱶ふか鰭ひれを跨またぎ越こえ、呆ぼう然ぜんとしている光ひかるの傍そばへ、少女たちのところへ走った。

　悪あく魔まっ娘こたちは、全員が眠っていた。

　そういう風に見えた。

　痺しびれている、とか、苦しそう、とかいう様子ではない。ただ眠っている──そうとしか。

「ど、どうなってるの……？」

　──キノコだな。

　天使の指摘に、危あやうく声に出しそうになった言葉を無理やり吞のみ込んだ。危ない危ない。見えない誰だれかと会話をする危ない娘、と光に思われてしまうところだった。

（……わたしが見つけた奴やつですか？）

　──うむ。昔、他の人間の下もとに降こう臨りんしたときに、見た覚えがある。亜あ熱ねつ帯たいの密林に生える、実に珍しい毒キノコだ。

（ど、どどどどどどど、毒っ!?）

　──慌あわてるな。神かみ代しろ光は食していない。

（そういう問題じゃなくてっ！）

　──ああ。この連中も心配はいらぬ。毒、といっても、死ぬようなものではない。一種の麻酔薬のようなものだ。食べてしばらくすると、強烈な眠気に襲おそわれる。効果は数時間で、これといった副作用もないが、ある種の獣けものにはこれを使って狩りをするというぞ。

（だけど、那な賀が花はなさんがいたのに……）

　──食べ物に詳しいといっても、所しよ詮せんはまだ中学生だ。本物の《毒》キノコであれば嗅かぎ分わけただろうが、ただ眠るだけのキノコなら、食欲の方が勝まさったのだろうな。見ろ、この幸せそうな顔を。

　確かに。

　口の周りにキノコや鮫さめの身の小片かけらをくっつけて眠る美み巳みは、とても幸せそうではあった。他の少女たちも同様だ。何が起きたのか、多分わかってはいないだろう。

（でもこれ……使い方しだいで、とんでもなく危ないキノコなんじゃ……）

　──神代光に食わせて、眠っている間に《契ちぎる》……ほほう、面おも白しろいことを考えるな。このむっつりスケベ少女め。

　ふふん、と笑った天使の指摘に、愛あいは真っ赤になった。確かにそんなことを、ふと考えなくはなかったけれども！　けれど、実行しようなどとは、本気では思っていない！

　──当たり前だ。

　言い訳をする前に、天使はそう言った。

　──そんなものは無効だ、無効。ただ肉の交わりでよいのなら、とっくにそう命じている。あくまで神かみ代しろ光ひかる。この、ぬぼーっとした少年と、きちんと心でも《契ちぎる》ことが肝かん要ようなのだからな。そうでなければ、堕だ落らくする危機から、神代光を真に救うことはできぬ。

（わ、わかってますよ……）

　愛は、掌てのひらで熱くなった顔を扇あおいだ。

「し、白しら鳥とりさん！」

「え？」

　慌あわてたような声に振り返ると、光が真っ青な顔をしていた。そうだった。光は、天使の話を聞いてはいないのだ。心配して当然だった。

「──あ、うん。大だい丈じよう夫ぶだよ」

　安心させるように、愛は微笑ほほえんだ。

「眠ってるだけだから。今気付いたんだけど、これ、食べたら眠っちゃうキノコだよ」

「え……そうなんですか？」

「うん。私にもちゃんと分けてくれれば、食べる前に気付けたんだけど……見つけたときは遠かったし、よく見なかったから……でも、死んじゃったりはしないから、大丈夫。えーと、目を覚ましたときは寝る前より元気になってる？　よく眠ったあとだから？」

「え……？」

「あ、ごめん。なんでもないの」

　愛は、あはは、と笑った。危ない。天使に伝えられるまま喋しやべったら、おかしな棒読み、そして、疑問形になってしまった。

「と、とにかく、数時間もすれば目を覚ますから、それまで待とう？」

　光はこっくりと頷うなずいたが、完全に安心させることはできなかった。

　それは仕方ない。

　愛がキノコの専門家というならともかく、まったくそうではない、ただの女子中学生なのだから、それだけで安心しろというのは無理な話だ。

「あ──」

　そのとき、美み巳みが二人の目の前で大きく寝返りを打った。

「わ！」

「きゃ」

　愛あいと光ひかる、二人は同時に声を上げた。何な故ぜなら、寝返りを打った拍子に、葉っぱのブラが外れて、ぽろりをしてしまったからだ！　光は慌あわてて背中を向け、愛はしゃがむと、仕方なく、こぼれた胸を葉っぱの下に押しもどした。

（わ……柔らかい……）

　それは、自分のものとは別種の柔らかさだった。男の人が、おっぱいを好きな気持ちが、少しだけわかる気がする。これを枕まくらに眠ったら、気持ちいいだろう。

「うう～ん……もう食べられないよぉ……」

　美み巳みは、えへへ、と笑った。

　──ありえねーだろ、その寝ね言ごと。

　天使の突っ込みに、愛は、あはは、と苦笑した。

　確かに。

　そいつは……ありえない。




　　　　☆




　──で。おまえはまた、水みず汲くみか。

　先にバケツをぶら下げた棒を担かついで、暗い夜の斜面を慎重に上りながら、仕方ないじゃないですか、と愛は、ぼやいた。

（こんなこと、光君にやらせるわけにいかないし）

　愛は、よいしょ、と気合を入れて足を前に進めた。

　あれから。

　獅しぃ子こたちは確かによく眠っているのだが、やはり、キノコの副作用はまったくないわけではなかった。それらしい症状が一時間もすると出始めたのだ。

　やたらと、水を欲しがったのである。

　しかも寝ぼけながらなので、始末が悪い。まるで赤ん坊のようで、喚わめく、暴あばれる、で、光がいなかったら放ほうっておいたかもしれない。

（あの大きな男の人は全然役に立たないし）

　大男は──赤せき兎とは、本当に、獅ぃ子が操っていたのじゃないかしら、と疑うほどに腑ふ抜ぬけてしまい、何を言っても答えず、動かず、役に立たなかった。

　仕方なく、全員の面めん倒どうを光と二人で見、苦労して愛が汲んできた手持ちの分はなくなり、それで仕方なくまた水汲みに出て、そして戻ってきた、というわけだった。

　途中、転ぶこと三回。

　二回が行きでよかったと思う。帰りにも一回転んで、汲み直す羽は目めになったが、一回で済んだのだから、ましだろう。

「はー……お風ふ呂ろ、入りたいなぁ……」

　声にして呟つぶやくと、ぎゃー、と変な声で鳥が鳴いた。

　思わずびくっとなって、足を踏み外しそうになったが、なんとか堪こらえることができてほっとした。ここでまたこぼすなんて、冗談じゃない。

　それでなくても汲くんでから転んだ一回で、あちこち泥だらけになってしまったのだ。幸い、怪け我がはしなかったけれども、このまま眠ったりすることを考えると、ぞっとした。もう水でいいから、ドラム缶の水みず風ぶ呂ろに入ろうか、と愛あいは考えた。

　風か邪ぜを引くかもしれないが、いつまでも泥だらけでいることの方が、よっぽど体に悪いような気もする。

　──ん？　なんだ？

（どうしました、天使様？）

　言いながら、何かが視界に引っ掛かった気がして顔を上げると、斜面の先に、ぽっちりと明かりが灯ともっているのが見えた。否いな、それは明かりというよりも、火。

（火事!?）

　最初に浮かんだのがそのことだった。光ひかるか、もしくは寝ぼけた誰だれかが廃はい屋おくに火を点つけたのではないか、という。

　愛は水を放ほうりだして走ろうと思ったが、すぐに考えを改めた。もしも本当に火事なら、どうしたって水がいる。踏ん張り、できる限りの速さで、しかも水をこぼさないように気を付けながら、愛は斜面を上がった。

「ひか──神かみ代しろ君！」

　最後はほとんど足をもつれさせながら、愛は斜面を駆け上がった。そこに広がるのは恐ろしい火の海──ではないことは、火が小さかったので最初からわかっていたが、けれどもその正体は、愛には予想外のものだった。

「あ、お疲れさま」

　そう言って、愛を出迎えた光の手には短い鉄パイプが握にぎられていて、その前で炎は赤々と燃えて、彼の白い肌を染めるように照らしだしているのだった。

「か、神代君、何してるの……？」

「お風ふ呂ろ、沸わかしてるんです」光は、少し恥はずかしそうに微笑ほほえんだ。「白しら鳥とりさん、鮫さめに脅おどかされて、入りそこねたじゃないですか。だから、入りたいかな、って思って」

「神代君……」

　じん、と来た。

　ちょっと気を抜いたら、泣いてしまいそうなくらい。

　嬉うれしい。

　嬉しすぎる。

「水はそこに置いて……ええ。さあ、どうぞ。僕は後ろを向いていますから、入ったら教えてください。丁ちよう度ど良いと思うんですけど、温ぬるかったりしたら言ってください。すぐに熱くしますから」

　そう言うと、光ひかるは後ろを向いてしゃがんだ。

「…………」

　愛あいは静かに、こぼさないようにバケツを置いた。もはや一滴だってこぼさない。

　──何かの罠わなか？

（まさか！　光君ですよ？）

　──それはそうだが……ひょっとして《ルシファー》モードかもしれん。

（そうなんですか!?）

　──いや。それは感じない。いつもの、人間・神かみ代しろ光だ。

　あっさり翻ひるがえされて、思わずこけそうになる。

（驚かさないでくださいよ、もう……）

　頭の中でブツブツ言いながら、愛はドラム缶の横に置かれた脚きや立たつの傍そばに寄った。これで中に火傷やけどをしないように気を付けながら入るのだ。とはいえ、愛は躊躇ためらった。光の傍で服を脱ぐのは、いくら後ろを向いてくれていても恥はずかしい。

　かといって、あっちへ行って、と頼むのも気が引けた。親切にしてくれたのを追い払うようだし、そんなことを言ったら、傷つくかもしれない。

　──どうせたいして変わらぬだろう？　葉っぱ三枚、あるかないかの差だ。

（それはまあ、そうなんですけど……）

　だが、それがあるとないとでは大違いだ。いっそ、着けたまま入ろうか、とも思ったが、それだと、今度は出たあとに、濡ぬれたのを着けなくてはならなくなる。そろそろ服は乾いたはずなのだが、干してあるのは高い木の上で──久く美みがそうした──彼女が起きるまで、とても手は届かなかった。

　愛は、ドラム缶を覗のぞき込んだ。

　ゆらゆらと、温かそうな湯が揺ゆれている。それを見ていると、なんだかたまらない気持ちになってきた。体中がむずむずしてきて、汚れも臭においも我が慢まんができなくなってきた。

　入りたい。

　温かいお湯に浸つかって、何もかも落としたい。

（……いいや）

　愛は、後ろに手を回し、蔓つるを解ほどいた。そうして葉っぱを手で押さえながら、ブラを取る。それを脚きや立たつに掛けて、今度は腰の紐ひもを外す。それも脚立に掛けて急いで段を上ると、火傷やけどをしないように気を付けながら、入った。

「～～～～っ！」

　あまりの気持ちよさに、温かいのに、鳥とり肌はだが立った。温度も丁ちよう度どいい。夢中になって体を擦こすり、髪の汚れもできる限り落とした。疲れが湯に融とけていくような気がする。ドラム缶の中は意外に広い。縁へりの布に寄りかかるようにすれば、ゆったりとした姿勢をとることもできた。

「あ、ごめん」

　腕を擦ったときに湯が跳ねて、光ひかるの首筋に当たった。彼は首を竦すくめると振り返りかけ、そして、風ふ呂ろに入っているということは、今愛あいが裸であることを思いだした様子で、慌あわててまた背を向けると、いえ、と呟つぶやいた。

　沈黙。

　ときおり薪まきの爆はぜる音、愛が立てる水音だけが、南の島の夜に響く。

「…………」

「…………」

　なんだか、困る。

　だが、その困るは、嫌いやな感じでというわけではない。気き恥はずかしい感じが、だ。好きな男の子のすぐ傍そばで、こんな風にお風呂に入っているなんて──ありえない。

　──声を掛けたらどうだ？

（え──）

　──神かみ代しろ光、思い切り緊張しているぞ。おまえのために頑がん張ばったのだ。少しはそれを理解してやろうとかは思わないのか？　思わないというのか？　この冷れい血けつ漢かんめっ！

（わ、わかりましたよぉ……）

　多分、天使は光に声を掛けるまで、罵ののしりをやめないだろうといい加減わかっていたので、愛は深呼吸をしながら、なんて言おうか、と考えた。

「えっと……だ、大だい丈じよう夫ぶだよ？」

　愛は光の背中に、そう言った。

「もう、中に入っちゃったから。それに、あの葉っぱの服。裸みたいなもんだし」

「う、うん……」

　そう返事を返したものの、うつむいた光の耳は真っ赤だった。怪け我がをしているわけではない。見ていると、こっちまでなんだか熱くなってきてしまう。

　可愛かわいい。

　男の子にそんなことを言うのはおかしいかもしれないが、それでも、光は可愛かった。

「えっと……ぼ、僕、やっぱり向こうに行ってますね！　その方が、白しら鳥とりさんもゆっくりお風呂、入れるだろうし──」

　光はそう言うと立ち上がり、廃はい屋おくの方へ立ち去ろうとした。

（あ……）

　取り残される──そう思った途と端たん、無意識に手が出ていた。けれど、つかむところなどない。光ひかるにしても、身に着けているのは葉っぱ一枚、それを腰で止める蔓つる、それだけなのだ。愛あいの指はさまよい、けれども捉とらえた。

　蔓ではない。

　それは、光の手だった。だが、その手は。

「これ……」

　愛は目を瞠みはった。

　男の子にしては小さく繊せん細さいな手には、幾いくつもの火ぶくれができていた。綺き麗れいだった指にも。手の甲にも。

　愛は手をつかんだまま、顔を上げて光を見た。

「光君……まさか、これ……」

「…………」

「も、もしかして……わたしのお風ふ呂ろを沸わかしたときに……？」

「うん」

　光は諦あきらめたように頷うなずくと、振り返って恥はずかしそうに微笑ほほえんだ。

「けど、気にしないでいいですよ。そんな、もう痛くないですから」

　噓うそだ。

　愛も料理をするから火傷やけどを知らないわけではない。火ぶくれまでした火傷が、痛くないはずはない。火傷はしてしまったそのときよりも、あとの方がずっと痛い。

（あ……）

　愛は胸が、きゅうん、と締め付けられるのを感じた。苦しいくらいに。しかし、それは決して苦痛ではなくて、むしろ甘さを伴っている。

（光、くん……）

　誰だれに命令されたわけでもない。天使に操られたのでもない。なのに体は自然に動いていた。光の手を握にぎり締しめたまま、愛は、立ち上がっていた。

　驚いて光が振り返る。

　愛は泣きたくなった。辛つらいから、悲しいからではない。切なくて。愛いとしくて。それで、泣きたくなった。光のことが、好きで好きでたまらなくて。

　光の手を、ゆっくり持ち上げる。そして。

　くちゅ。

　そんな音を立てて、愛は光の火傷をした指を口に含ふくんだ。優しく舌を絡からませて、唾だ液えきをたっぷりとまぶしながら、あちこちはわす。早く治るように、と祈りながら。こぼれた唾液が、口の端はから垂たれて、顎あごを伝うのを感じた。

　でも、止まらない。

　お湯の中で、愛は腿ももを擦こすり合わせた。くちゅ、ぴちゅ、と舌を指に絡め、吸う。中指が喉のど奥おくを突いて、えずきそうになるのを堪こらえた。

　節ふし目めがちに、光ひかるを見る。

　その頰ほおは、風ふ呂ろに入っているわけでもないのに湯ゆ中あたりをしたように上気し、目はすっかり潤うるんでいる。そして何な故ぜか……股こ間かんの葉っぱが、下に垂たれていたそれが、水を貰もらって息を吹き返したかのように、持ち上がっている。
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「…………」

　愛あいは、ゆっくりと指を口から引き抜いた。つ、と唾だ液えきが糸を引く。その手を握にぎり締しめながら、光と見つめ合った。

　心臓が、壊れてしまいそうなくらい、鼓こ動どうを打っている。こんなときに限って、天使は何も言ってこず、愛は自分が信じられなかった。こんな大胆なことをするなんて。

「光君……」

　気が付いたら、名前で呼んでいた。

　どちらからともなく顔が近づいて、唇くちびるが触れ合う。最初は軽く。次第に深く。相手の唇を、息を、食べてしまうかのような、そんなキスに変わる。

　絡からませた指を、手を、強く握りあう。

　ぷち、と音がして火ぶくれが潰つぶれたのがわかったが、光は声を上げなかった。

　キスも、止まらない。

　互いの吐と息いきだけが、世界を満たしていく。

（もう……もう……光ひかる君……もう……）

　切なさで、膨ふくらんでいく。

　気が付くと愛あいは、光の手を引き、温かい湯の中へと導いていた。勝手に体が動く。

　天使のせいだ。

　操られているとかいうことではなく、嫌いやだというのに《そのとき》のためにと参考資料を散々見せられて、勝手に体が覚えてしまっていたに違いない。

　でも、いいよ、と思った。

　指から、光の熱い気持ちが伝わってくる。言葉よりも、火傷やけどをしたそれが、気持ちを雄ゆう弁べんに語ってくれている。

（ひか、る……）

　もっと深く──そう思った瞬しゆん間かん、世界は轟ごう音おんと光に包まれた！

「な、何っ!?」

　突とつ如じよ吹き降ろしてきた強風の中、振り返った愛は、手を目の上にかざして、熱を伴わない強烈な白光を浴びせかけてくるものがなんなのかを見み極きわめようとした。

　──ヘリだな。

　冷静な天使の声が、そう頭に響いた。

　──ふむ。おまえは憶おぼえていないだろうが、前におまえが見ていたＴＶで紹介されていたのと同じだな。ステルス装置を搭とう載さいし、無音──実際には消音だが──で飛行することのできる軍事用のヘリボーン。

（そんなのがどうしてここにっ!?）

　飛ばされそうになるのを必死に堪こらえながら、愛はそれでも、光の手を離さなかった。

　──《ヴィーナス・グループ》の所有物のようだな。機体にそう書いてある。まず間違いなく、我われ々われを──というより、明あけ星ほし獅しぃ子こを救出にきたのだろう。早かったな。

　同感だった。もう少し待ってくれてもよかったのに、と思った。

　振り返ると、光は少し気き恥はずかしそうに微笑ほほえんでいた。

　夢だったのだろうか、と愛は思った。すべてはただの想像で、あんなことはなかった、と思えなくもない。

　だが、唇くちびるにははっきりと、キスの感触が残っていた。光とは初めてではないけれど、今までのキスとは、すべてが違っていた。

　風の中で、光の口が『ご──』と動いて、そして閉じた。ごめんなさい、と言おうとしてやめたのだろう。

　それが、愛は嬉うれしかった。謝られたりしたら、つらすぎる。だから、ありがとう、の代わりに、愛は絡からめあったままの指に、そっと力を込めた。

　と──

「あっ、あなたたち、そこでっ、そんな格好で、何をしてますのっ!!」

　怒いかりに震ふるえる獅しぃ子この声が、ヘリの爆音に負けない大きさで轟とどろいて、愛あいはドラム缶風ぶ呂ろの中でほとんど飛び上がって廃はい屋おくを振り返った。

　そこには。

　いつの間まにか目を覚ました七人の少女たちが、立ち上がって、こちらをすごい目つきで睨にらんでいた。

　まさに、悪あく魔ま。

　愛は光ひかるの手を、ぎゅう、と握にぎり締しめて、ただ、作り笑いを浮かべることしかできなかった。




　……あは♪




　通じなかったけれども。








　　　えぴろーぐ　白しら鳥とり愛あいの独ひとり言ごと・Ｒ









　はああああああああ……大変だった！

　あははは、って！

　笑い事じゃないですよ、天使様！　ほんとに！　いくらなんだって、あれはないと思いませんか!?

　マジで！

　本気で！

　わたしだけを無人島に置き去りにするなんて！

　光君、ほとんど拉ら致ちられてたし。

　たった一日でしたけど、本当に本当に心細かったんですから。

　それはまあ、天使様がいてくれて助かりましたけど……でも、話し相手にしかならないし！

　しかも、すぐにセクハラ発言するし！

　はああああああ……。

　本当、あのまま誰だれも助けにきてくれなくて、あそこで死ぬのかと思いましたよ。

　え？　死ぬといえば？

　ああ、はい。

　それは良かったと思いますよ？　誰もあの事故で死んだりしなかったことは。

　結局、裂けたのは光ひかる君たちの部屋と、その下の私たちの部屋だけだったみたいで。しかも、ドアをしっかり閉じてたから、あまり被害は大きくならなかったって言ってました。

　にしても惜おしかったな──って！

　そういうことを言わないでくださいよーっ！

　あううう……わたし、なんてことしちゃったんだろう……光君にあんなこと……自分からあんなこと……思いだしただけで、熱、出ちゃいそう……。

　天使様！

　わたし、光君に嫌われてないですよね？　なんてえっちな女の子なんだ、さいてー、とか思われてないですよね？

　もし、そんな風に思われてたりしたら……死んじゃいますよおおおおおっ！

　え？

　事実だろう──事実じゃないっ！

　大体、天使様が悪いんですよっ！　嫌いやだって言ってるのに、勉強だとか言って、問答無用であんなにいろいろ、えっちなもの見せるからっ！

　ううう……あんなつもりじゃなかったのに。

　ええ、はい。

　会いましたよ？

　って、天使様はどうせ見てたじゃないですか。

　……はい。

　まあ、光君はいつもと変わらなかったですけど……それは、すごくよかったですけど……。

　はあああああああああああああ……。

　そりゃあ、ため息もつきたくなりますよ。

　…………。

　わかってます。

　前向きに考えることにします！　とりあえず、大きく一歩前進ってことで!!

　だって、キス、しちゃったし。

　それに……名前で、呼んじゃったし♪

　うふ。

　できたら、光君にも名前で呼んでほしかったけど、いっぺんに贅ぜい沢たくはいけませんよね。

　少しずつ、頑がん張ばります。

　……天使さま、不満そうですね。

　わかってるなら、早くしろ？　はいはいはい。頑がん張ばりまーす。

　本当ですって！

　だってわたし、光ひかる君のこと、大～好きですもん♪

　幸せになってもらいたいですもん。

　できたら……いっしょに幸せになりたいなーって、そう思ってますもん。

　だから。

　地じ獄ごくになんか堕おとさせません。

　ルシファーなんかにさせません！

　絶対に！




　わたしの、この──胸いーっぱいの《愛》の力で!!




　だから！

　そんな小さい《愛むね》で大だい丈じよう夫ぶか、とかいうなっ！







　　　　　あとがき







　みなさま、明けましておめでとうございます！

　……と書いている今は、まだ一一月だったりするわけですが、読者のみなさんがこれを読むのは、冬休み明けくらいだと思いますので、やっぱり。




　おめでとうございます！

　本年も、なにとぞよろしくお願いいたします！




　ということで、新年のご挨あい拶さつもすみまして。

　年が明けて出る最初の本が『でぃ・えっち・えぃ』シリーズの最新刊であるというのは、とても縁起がよいような気がします。

　コミックの方も、よい感じで続いておりますし、新年一発目に、シリーズのさらなる飛躍と展開を願いたいと思います！




　えー、前のあとがきで書いた苦瓜ゴーヤは、無事に実って、五本くらい収穫できました。茄な子すは四個。両方ともあまり多くはありませんでしたが、味は良かったです。無農薬栽培だし。

　で、今は蕪かぶを育ててます。

　ちょっと植え方を失敗したので、ちゃんと育つかどうかが心配ですが……まあ、そのときはそのときで。

　家の駐車場は変形しているので、一角を畑にしようか、と少し考えなくもありません。

　執筆の合間のいい気分転換になるんですよ、土いじりが！




　さて。

　この本で、『でぃ・えっち・えぃ』シリーズも七冊目。前巻で一区切りとなったので、今回は番外編。短編集です。

　お楽しみいただけたら、幸いです。

　次は、新たな展開で、第二シーズンの開幕となります。

　元の屋敷に戻って、愛あいの家族と暮らし始めた光ひかる。二人の仲は一気に進展するのか!?

　引き離された獅しぃ子こたち七人の悪あく魔まっ娘この新たなる策とは!?

　強い《堕落ダウンフオール》をせずとも表に出てくるようになった《ルシファー・光》の暴走を、愛は止めることができるのか!?

　そして、悪魔っ娘たちの真の姿とは!?

　……などといった出来事が、起こったり、起こらなかったりする予定です。

　おそらく、五月頃からスタートとなりますので、お待ちくださいませ。




　それでは、今年も引き続き『でぃ・えっち・えぃ』シリーズを、よろしくお願いいたします！




　それでは、またお逢いしましょう！




　二〇〇六年　一一月上旬


ゆうき　りん　　　　　






※『でぃ・えっち・えぃ』シリーズはフィクションであり、実在する地域、個人、法人、店、団体等とはなんらの関係もございません。
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ゆうきりん

埼玉在住。執筆の励みは、玩具と映画とお寿司。時間を見つけてはエネルギーを充填して戦いに挑んでいる。自分に合う枕を探して回るピロージプシーでもある。近著に『めがねノこころ』シリーズ（電撃文庫）、『オーパーツ♥ラブ』シリーズ（集英社スーパーダッシュ文庫）がある。買ってくださいまし。是非。
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イラスト／小こ宮みや裕ゆう太た

関東の田舎在住。主にまんがを描いて暮らしています。チョコレートと猫がすき。










でぃ・えっち・えぃ そのなな!
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